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鶴 岡旛 の結核

山形縣飽海郡西荒岬村大字豊里・酒田病院

岸 田 隆 ,

1緒 言'

鶴岡市の結核死亡率 を批判 し、死亡歎 よりの結

核推定藪 と、日本馨科大學荘内病院内科外來當市

患者の胸部 レ線豫より見た結核推定敬 とを比較吟

味 した上、當地方の風 習 並 び に特殊事情 を考慮

し、結核豫防及び撲滅封策㊧目的 を以て、市内學

童及び生徒に行つた集團楡診の成績が、現下 日本

の結核慢延阻止と其豫防封策實施の上に些かで も

稗釜する所あらば と概略を報告する次第である｡

亙 方法

統計的に現在結核患者の推定は、死亡数の3倍

を開放性結核患者、向死亡数の10倍 を要治療患

者 とした｡レ 線像より見た結核分類は、1935年 元

軍事保護院採用の結 核 分 類 法に從つた｡集 團検

診は、「ツ」反懸陽性者、疑陽性者吸 び陰性なるも

結核家族の學童を封稻 とし、2・568人 に聞接撮影

を實施し、結核容疑者631人 に封し赤沈瞼査及び

理學的瞼査を行ひ、赤沈1時 間20粍 以上、2時

聞40粍 以上の者に直接撮影 を行ぴ、間接撮影者の

家族に就き感染経路を問診調査 した｡

皿 成績及び結論

1)年 齢的に犀て、結核死亡率と・ レ線儀より

の結咳分類歌況 とほ略 ニー致し、昭和20年 の結

核死亡敬 よbの 推定結核患者は,18人 に1人 、慢

牲氣管愛炎死亡者 を含めての推定は14人 に1人

レ線像分類 より得た推定数は12人 に1人 の割で

開放性肺結核がある・算とな り、興味ある結果とな

つた｡2)5小 學校及び新制中學女學校生徒合計

7936人 を通 じて平均39.6%(2230人)が 「ツ」反懸

陽性で、全校生徒に封する結核%は3%(241人)・

聞接撮影者2568人 に封する結核%は9ρ%と

な り相當の高率を示した｡之 より人口4萬 の中2

千 以上の結核のある事の推定が略 玉確定され る様

ぜ

である｡3)tBCG施 行 と非施行 との聞に結核擢

患に著差無 きも、前者に稚B低 率を見た｡4)「 ッ」

反懸の二重嚢赤硬結水泡は結核嚢症に注意 を要す

る成績 を得た｡5)間 接撮影にて結核容疑者は赤,

沈1時 聞20粍2時 間40粍 以≠は殆 ど結援であ

つた｡6)嘗 市の結核の大部分は家庭内及近親間 蓼

感染である｡こ

終 職 直後 に於け る農 村結核

前橋醤專内科 立 嘩石 武

學生 薪井 石坂 古賀 香内 .

佐藤 正田 津田 松野

(1)調i査 せる農村:群 馬縣碓氷郡秋闇村

(2)調 査期間:昭 和21年3月 一一22年11月'

(3)産 業財政:耕 地に比して山林が多い｡主

として農業｡・冬期勢力は主 として製炭に伺けられ

出稼 ぎを必要 としない｡

(4)ツ ペルクリジ検査法1判 定に當つて從來

の様に獲赤硬結の大さを記録するのみでな く強さ

を+'+柵ffで 表はしBCG陽 性か自然感 染 か の

判定に資 した｡・ も

(5)ツ ーsルクリン検査成績;全 村人ロ5345

名｡被 検率93.30%平 均陽性率男3&6%女30.4

%、 陽性率は男女共16㌍17歳 で急激に壇加して

ゐるが高年の陰性比較的多 く高年の初感染 も見ら,

れた｡術 勤螢動員兵役が重要な感染機會をなした

様である｡

〈6)世 帯別に見た陽性率 ・50%以 下を」ittue

帯が断然多 く50%以 上の世帯ほすつと少い｡

100%を 示す世帯が比較的多いが これ らは家族

人員が少い｡陽 性者の感染経路は明瞭でない｡

(7)蛮 見せる患者に就て ゴ患者数40名 、1

--SOの もの20名40歳 一70歳 以
ッヒ20名 その、う

ち肺結核が28そQ他 肋膜炎｡腹 膜炎 ・腎臓炎 ・

脊椎カリエス・骨盤カリエ ス・臓膜炎が少数つつレ

あつた｡・

これ らのものの感染源は家族に最 も多 く、この
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家族感染源の感染源は東京・工男・嫁婿養子先に求

められた◇帥ちこの村の結核移入経路は略判然し

てゐた｡啓 蒙的には結核の血統等結核に封する傳

設的な迷信が村罵の心から略拭はれた様である｡

(8)啓 蒙の手段:衛 生展電會'e講 演 ・映書 ・

演 劇 ・戸別訪問 ・座談會等が試みられた｡
'(圖 表等一切省略すろ)

農村結核の疫學的研究

(埼玉縣高坂村におげろ調査)

公衆衛生院疫學部、衛生微生物學部

ダ 重松逸達 染谷四郎 し川村

蓮 平山雄 林久子 宍戸

昌夫 芦原義守

◎ 埼玉縣松山保健所

高橋暉良 、松崎正宜

戦後わが國農村における結核蔓延の一様相 を知

らんがために、㌔ 玉縣比企郡高坂村 を封象として

縮核の疫學的調査を行つた｡伺 村は東上線沿線東

京より約1時 間半の距離にあり、人口・6,330、世

帯敷1,143、9地 匝22の 小部落 よりなり、佳民

の大半は農業を螢んでいる｡戦 時中及び現在東京

との交通は可成 り頗繁でこの黙純農村 とは言Vbが

たい｡

調査期間は昭和221年10月5日 より同月17日 迄

(學童はツ反懸のみ同年9月18日 施行)で 、この

聞全村民のツ反懸、同反慮陰性及び疑陽性者のB

C、G接 種、陽性者の レ線間接撮影及び有所見者

の直接撮影、血沈検査等 を行つた他、同村の社會

衛生學的な調査 を若干試みた｡轡

結果はツ反懸施行後人員4587名(封 人口72.46

、%)ツ 陽性=者男678名(31・73±1・01%)女580名

(23.67±O.86%)計1258名(27・43±O・66%)(B

CG陽 性 と思われ る もの男172名 女243名 計

415名 は除いてある)レ 線撮影者1070名 中有所
ジ

見 者184名(封 ツ陽 性 者14・63±1・OO%封 槍査 人

員501±O・92%)そ の 内活 動 性 所 見 を有 す る もの

54名(封 ツ陽性者429±1.81%封 槍査人員1・18

±0.17%)で あった｡

以上の成績 を高坂村とその社會的環境的條件を

抵 讐等 しくする埼玉縣富岡村の成績 と地 較 する
{

と、富岡村においては、ツ反慮陵性率ほ昭和14年

19.5%、 昭和15年1&0%、 昭和21年21・8%で 、今

同の高坂村の成績に較ぺると可成 り低 く、 レ線窩

眞上活動性結核患者 も昭知14年 以降昭和21年

までに5～6名 にすぎなかつた｡富 岡村において

もその後引揚者、復員者が多数餓鰹しているので

その後の状況が重要であると考えられるが、今回

の高坂村における成績 よりして も、戦後結核蔓延

度の壇加した事實をうか 貸う事が出來るであら

う｡

大阪市に生れ爾後大阪市に育

つた者の肺結核に就いて

和歌山琢立醤大内科

松 下 光 民

大阪市に生れ爾後大阪市に育つた ものの肺結核

所謂大阪型結核に就て興味 を畳える所があ り之を

調査 し、併せてBCG接 種群の登病者と㌔ 關聯佐

に就て考案 を試みた｡

(1)大 阪型結核患者に於てはその臨床的X僚

病型で主増殖型約半籔 を占め、肺尖結核型之に次

で多 く、肺門淋巴腺結核型、漿液性肋膜炎は少い｡

室洞は全例の1/4にみられ る｡
ノ

(2)肺 に相當病攣があ り明らかに活動性結核

患者 と認められるに拘らす、全身症歌殊に獲熱 を

訴へるもの極めて少 く、從つて普通作業に從事 し

てゐるものが非常に多い◎

(3)「 ツ」反陽韓緩焚病時迄 を明らかにし得た

者は19名 にすぎなibが この中14名 は陽惇1後2
0

年以上経過の後畿病 をみてゐる｡

(4)BCG接 種群よりの獲病者は爽病時期が

「ツ」反陽性群 よりおそく・嚢病率亦低 く・病攣の

度輕 く肺門淋巴腺結 咳型少 く、漿液性肋膜炎1名

も認められなV・｡

(5)BCG接 種菌量 を多くする程獲病率は少
肇

い様である｡

(6)大 阪型結核患者とBPG接 種群よbの 嚢

病者とをみるに程度の差はあるがその獲病時期、

漫病病型、経過に於て共通黙が見出される｡之 は

BCG接 種に依 る免疫附與が獲病者に樹し、都會

型の結核を輕度に経過せしめることを示唆するも
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のであると思考する｡

戦後の東京に於ける結核の

疫學的臨淋観察
齢

東京都衛生局

清水寛 岡田貫一

星野英一 藤井徴

1｡結 核死亡率た就て

(a)累 年結核死亡率は東京に於ては常に全國

平均より高いが、最近20年 聞の趨勢 を見 ると、

昭和7年 より漸次上昇 して昭和20年 には人 口萬

封31.8とV・ ふ最高値を示 したが、21年27.6、22

年21・7とV・ ふ如 く下降して來てゐる｡然 しこの

低下は全國に於けるほど顯著でない｡`

(b)特 殊死亡率を見 るに、昭和15年 と22

年 とを比較すると、男女とも青少年の結核死亡は

低下 し、乳幼児では上昇 してゐるが、乳幼見死亡

の増加 は全國に比 し著 しく、約2倍 と なつ てゐ

る｡l

II.結 核罹患牽に就て

昨年5月 以降余等の行 つ た 集 團検診ん員は約
燈

44,000人 に達 す る｡

(a)官 廃 會 社 職 員15,767名 の 罹患 率 は2・99

%、 患 者472名 中、初 感 染結 核 症10、 肋 膜 炎5、

滲 出 型163、i曾 殖 型55、 硬 化型200、 混 合 型4、

察 洞 あ る もの35で あ るe・

(b)春 秋2同 の 街頭 検 診 受 診 者4,026名 の罹

患 率 は'10.5%で 、患 者423名 の 中 、初 感 染50、

肋 膜 炎6、 滲 禺型102、 増 殖 型42、 硬/と型190、

混 合 型15、 室 洞21で あ る｡こ の 中無 自畳 の も

の40%に 達 す る｡

(c)學 生 々徒 見 童24,100名 中 、患 者353名.'

罹 患 峯1.46%、 初 感 染189、 肋 膜 炎35、 滲Ill型

88、 増 殖 型8、 硬 化 型27、 混 合 型1、 察 洞5と

・な つ て ゐ る
｡

似 上(a)(b)(c)各 群 の 結 核 罹患 率 は約2・8%と

な 砂、 職 前 に 比 して 大 差 は な い｡初 感 染結 核 症

(初感染浸潤・初期難 群・肺門腺結核症)は そ

¢)内約20%、 室 洞 を有 す る もの は約5%を 占 め

て ゐ るo

國立療養所に於ける看護婦及び

同生徒の健康管理について

國立東京療養所

小 川 政 敏
o

國立療養所村松晴嵐荘に於吟て看護婦及び同生
べ 　ば

徒の健康管理 を行ひ、その槻察の結果 をこエに報

告する｡看 護婦の健康状態は概ね勤務の幽鋏を基

準 とした｡鉄 勤の理由により次に述べる四者に分

類した海 察期間は1ク 年半であか .
看 謹 婦 数168-134人｡一 ケ 月 延 勤 務 日数 は

47… 一・一一3374K・ 期 の 訣 辮 は 噌 瑚 勤 伽 鋤

約14--6%｡人 敷 に す れ ば40--50%で あ る｡

(1)事 故 訣 勤 極 めて 不 規 則 で 、 汰 歎19-55

%日 数31-619/o鱒 ・

(2)生 理 休暇 人数(8--1・7%)日 藪(6・8--

0%) . .e

(3)一 般 疾 患 人 数(60--70%)日 数(45轡

50%)・'・ .

11)漕 化器 病27-35%夏 、'初秋 に多 い

2)呼 吸 譜 病107-20%冬 に 多 い(34%)

3)外 科 的 疾 患3-15%

4)倦 怠 、焚 熱 、頭 痛 、肩 凝 、 胸 痛 等 で 臨
ゼ ゆ

床症歌不明瞭なもの20-60%

5)其 の他(眼 耳鼻歯科疾患其の他特殊の ・

原因にするもの)20-0%,

三)結 核惇疾患 参

人鍛(8-1%)日 厳(44ニー5%)

以上の結果結核は小人敏の静養者で も鉄勤日数
遵

の百分率の相當大 きな部分 を占めてお り作業能率

に封する影響のたきい ことを示 してゐる6

交通從事員における結核疲

護生に關する諸條件の研究

千葉署大堂野前内科

梅 澤 勉

勤勢者の結核症畿生に封して作 業條件の及ぼす

影響に就ては從來各種産業に就て報皆がなされて

ゐるが、交通從車具に就ては未だ殆ど未開巧のま

まである、交通作業はその事業の性質上、徹夜勤
敵 一
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務侮業や敏速且適時性を有する作業、文線路上の て報告する｡

極端に強度の重螢作業等犠殊な條件にある｡之 等(1)蛮 見の動機別 工場検診200名 ・國民髄力

の作業條件が交通從事員の結核症爽生に及ぼす影 法に依るもの2a名 、徴兵検査15名 、慮召、黙ま

馨に就て最 も結核に侵襲 され易V・年齢暦にあり束 呼12名 、・徴用6名 となる9i

京都内に職場を有する國有鐵道青年男子從業員に(2)年 齢、,{生別 ・(16-20)99名 ・(21--25)77名・

して自畳的に健康なるもの12,778名 を封象とし(26--30)38名 、(31--35)21名 、で36歳 以上

て調査 し更にその成績 をば 近 代数統計學により19名 、15歳未満4名 、帥16--30歳 の ものが大
'(主 としてR

・A・figcherの分布函歎及びYates部 分 を占めてゐる｡性 別にすると男212名 、女

の修整を加へたる近似法を用ひ)吟 味検討 を加へ46名 である｡

種々興味ある結果を得たものである｡,｡(3)之 等患者を自畳症歌の有無及既往症に就て

本調査に於て見出されたる病竈保持音即ち要療 見 るに、全然自畳的症歌のないもの即ち狡義の所

養者は447例 で要療養者検萬率は3・50%で 病竈 謂無 自畳暁肺結核患者に属する窓の80名 、多少

2し ては結核性肺浸潤63%で 最 も多 く室洞 を有 の自鍋症状あるもの所謂類無自畳症患者67名 、

するものは ユ7%で あつた｡結 核性既往挽患を有 ,結核性疾患の既往歴を有 し何等症朕を自畳せざる

しiたものは447例 中111例 で既往性痴患獲病 より もの111名 である｡
㍗

今同の病竈磯見迄の期間は3年 附近が皐 も多きを(4)之 等のうち・感染源の刹明せるものは次の

示してゐる｡職 種別に見て要療養者検出率高度なs通bで ある｡家 族内に結榛 賭 を有するもの61、

るものは出札掛、改札掛、騨務樹、踏翅警手・構 同僚に結核患者のあつたもの29、 此の黙は結核

内手信號掛、検査・掛、事務掛、雑務手の13職 種で 豫防に關 し注 目に値するe

ある｡調 査し得た職種は60職 種に上 り、其等 を(5)病 型別の分類、X線陳に依 り次の如 く分つ｡

羅 鵠繊 掌繍 灘 鮪要・ 初賭 核(74){欝;三!黙

繋灘 羨馨膿 雅 麗 繍 美禦 ・・非鰍 糊26)騰:::二=::llll

撚 灘 蓮 簾 難 聡 簾罎 期 性結核(58){謙:::::::糊
露され脆 瞼の大小灘 げねばならな呪 思ふ｡非 室洞撃海 洞轡 骸 は更暇 局性海 漫性紛

以上牒 條催 勤 る誼 臨 へて個人生激 ち・之等硬 磁 雛 海 殖性海 出性海 誰

蹴 て夢も、在職年数 夜學通動 撫 海 勤醐.の 曙 に匪分する・室洞性結核・非室羅 結核は
共に8型 に分れ爾者を合すれば16型 になり、更の長短

、.佳居地、生計歌態等に就て調査を試みた.
が・そ帥 づ;ii・va於ても徽 綴 生幽 して著明 病 酬 畷 治瀦 灘 快嘱 死亡評1

犠 盤 難li1◎
織 國立騰 瞼千轍 所に於昭｡、8窒 洞謹28撃 ∴2c、1、｡、

・4i41・ ユド鋤 昭9n22・EI{末蛭 る迄に牧容 した集齢 診 雨 側 性3・/

搬離 警講 蔦繕 灘 箆霧 琵 耀 轟 覇 劃
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に前記初期結核を加へると病型は19型 に優分さ

れる◇

(6)病 型と韓餓 との關係 前記各病型 と韓蹄と

の關係は次の如 くである｡尚 ほ韓 麟は治癒、 略

治、輕快、不攣、死亡、入所中に分けた｡

(7)外 科的療法の適用歌況

.人 工氣胸を織綾施行せるもの42、胸廓成形術を

行へるもの8で 之等と韓麟との關係は次に示す通

りである｡讐

禽諦 穿撚
(8)韓 麟別在所 日歎 各轄蹄に至る迄の在所平

均 日数は次の如 くである｡(入 所中は除外した)

繋糠黙熱 識二
鍛島礫懲 講雅慮飾吝
a更 に高率となる｡次 に在所 日籔は比較的に短時

日である｡又 外科的療法の適懸症が多 く之等は良

好な治癒率を示して居る｡以 上は結核治療の要諦｡

たる 「早期獲見、早期治療」が着實に行はれた所

提:繕蕪 繍筆:灘灘罎 罎宴
強調する ものである｡導

最 近我 が 國結 核死 亡 の趨勢1ピ

就 いて ・ノ'
■

厚生省豫 防局豫防 課長 轟

｡金 井 進

1吾 が國 の結 核 死亡は1918年 の人日萬封

25.3を 第一次の頂難として緩除に低下して、1932
へ

年に18・0を 最低に示した満洲事攣、日華事攣、太

平洋戦孚と職時國民生活に入ると共に再び上昇し

て、1945年(昭 和20年 〉の2&2と 云ふ最高比

率を示 してみる｡/

2第 二次世界大戦の末期1944、45、46、 年度
き な

に於ける精確な結核死亡實歎は得 られなかつた｡

そ の死 亡 率 は推 定 に よる もので あ る6こ の 方法 に

よる と、 各 年度 は24.2、2&2、23.1で あ る｡

31947年 に 於 て は1--12月 の結 核死 亡 實 数

の集 計 を得 冷 、但 し年 齢 的 、性 剛 比 等 は樹 ほ未 報
く

告があるため前半年6ク 月の死亡数 を一年聞に通

算したものを報告する、'これは渡邊定代に負ふも

のである｡1
ノ

41947年 に於ける日本の全結核死亡は146,786

であb{禽 國死亡率は18.8で ある｡府 縣別結核

霧欝 羅雛
'5 一年間の月別死亡に5月7月4月 が最 も高

砲

く11月 が最低で、最高、最低の差 も20%以 内

瀞総1灘鱗 謙嘉
蓉弊謂露脇霧繍雛鍛儲
接種年齢が苛明な減 少を示 してる｡ ,

7一 年聞の全死亡に封す る結核死亡は ユ2｡5%

を占め第 一位であ り肺条9・0%脳 盗血&4%が 次

いでゐる｡1

8結 核の特別封策差して特にBCG接 種 を勧

行 して來た6府 縣及び都市の結核死亡の攣遷歌態

鄙ち著明な減少の歌韓を圖表によつて示読する"

それ等の地方は、栃 木縣、石川縣、金澤市、札幌

・市等である｡

9結 核豫防行政に於 ける、BCGの 重要性を

改めて蜘 す る.㌧ ・ ・
髭

結核豫防上より見たるセフ

ランチンの吟味

京都府立馨大飯塚内科教室

森宗登 編本芳男
一 沼口満津男

同 蓮療科教室
1青 山 大三

余等は 「セJの 結緩畿病防止に樹す る効果を槍

せん として、本學附麗厚生女學部生徒115名 に封
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し、昨年4月 より現在に至る迄 「セ」を服用せ し

め、4乃 至5ク 月毎に血清乳酸凝固反懸(以下「ラ

ク ト」)、赤沈、マ氏反懸、 レン トグン聞接撮影、肺

活量等を槍討し、併せて結核 磯 生 歌 溌 を観察 し

た｡實 験には全生徒 を 「セ」服用者群 と非服用者 一

群の二群に分け、「セ」錠は餐自1日O・1mg宛 隔

週股用せしめた｡「 ラク ト」、赤沈、肺活量、「レ」線

聞撮等に於ては、著攣 を認めないが、マ氏反慮は

「セ」服用者中5例 に於て陽性より陰性 とな り、そ

の内2例 は夫々1年 半及び2年 傘前にBCGの 接

種を受けたものである｡之 に反し、非服用者群中

陽性2例 疑陽性1例 が陰性 となつた｡從 つて「セ」

月艮用によつてマ氏反鷹が陰性化した ものとは必す

しも認め難黙 .

結核性疾患の濃 生 歌 況 は 「セ」群に2例 を見

るも、1例 は僅 に1錠 服用せる後入院せるものに

して・之を除外す ると1例 となる｡非 服用者に8

例の螢生を見 るも3例 ぽ實験開始前既に獲病せ る

ものと認められ、從つて5傍 の蛮病を見た結果 と

なる｡即 ち 「セ」月顧嗣者群よりの獲病者が少い｡

されど余等の得た成績のみを以て 「セ」が結核

豫防上有効であると直ちに断するのは如何か｡何
ユ ぼ ド ノ

となれば症例数 も少 く、叉實験期間 も比較的短い

のみならす、結核獲病には更に各種の因子が關與

するか らである｡

要するに 「セ」の結核獲病防正上の効果に就て

は長年月に亙 り、多敬症例につ き検討吟味 して、｡

はじめて噺定し得るものであ り、目下實験績行中

で、他 日より詳細な蟄表の機會あらん も、 とりあ

へす現在迄に得たる結果 を報告 した次第である｡

BCG冷 凍 乾燥 「ワク チン」に

關 す る務 究

東北夫抗酸菌病研究所

海老名敏明 加藤慶五

小林蓮郎 櫻井泉

伊藤隆

現在使用されてゐるBCGワ クチンは其有効期

間が極めて短いので長期朋効果を攣へない 「ワク

チンゴ を製作する目的で此研究 を始めた｡低 温の

影響、零下10度 よ り190度 までの豫温にBCG

を冷やすに零下190度 に24時 間保つてもBCG

は蝕 り死なな込卸低温ではBCGは 絵 り影響 され

ない｡

メヂユウムめ研究｡3--5%筑 糖、1%ペ プ ト

ン、1%ア スパラギン、1%デ キス トリン、3-5

%葡 萄糖、「Q.5%ブイヨンキル ヒネル、食肇水、O・3

%ゲ ラチン5%カ ラリトーゼ、O・2%澱 粉、5%

薦糖、蒸溜水、ロックvン 、5%』 血清 ソPtト ン等

に就て槍するに乾燥時間は1%浸 プ5ン 、生理

的食膣水最 も短 く再浮游液 をつ ぐるには3%乳

糖、1%ベ プトン、1%デ ギス トリン、1%ア ス

パ ラギンが よく生存試験には1%ア スパラギン、

3%乳 糖、1%ベ ブhン の順によい、以上から實

際的には1%ベ プ トンが最 も好適である｡

乾燥 中の温度｡乾 燥中は15度 以下に保つ必要

が乾る｡15度 以上になると自働凍結保持が六クし

い、保存｡暗 所冷所が望ましいが室温暗所に保存

すると半ケ年後 と難著明な菌の死滅 を認めない｡

37度で4、5日 聞は愛化なく60度 で も1時 間

位は絵 り死な無V・｡100度 でも15分 位で初めて

死滅する、然し再浮游液にすれば温度に封する抵

抗は生 「ワクチン」以下である、日光に封して も

試験管内では抵抗強いが再浮游液では弱い(三 時

聞位で死ぬ)再 浮游液は冷室では六日聞保持出來

るが室温では3日 間位で生菌数が減 るb

細菌の性情｡乾 燥 されて も、BCG染 色煮沸試
ρ ズ

験酵素等に攣 化はなV・｡

免疫力｡「モルモッ ト」に乾燥 「ワクチン」 を接

種 して免疫實験 を試み た る に冤疫作用を認め得

た｡

人騰接種成績｡種 々の條件の下に保存した乾燥

「ワ㌘チン夢を人膿に接種せるに 「ツー反懸陽韓

率は生 「ワクチン」と大差なかつた、一ケ年半保 ♪

存した物で も 「ツ」反鷹陽韓率は顯著であつた｡

即長期聞効力を保持 し得たBCG「 ワラチン」を為

製 し得た｡

一 質 一 問

結核豫防會結核研究所

大 林 容 二

乾燥 ワクヂンの實用化を期する爲には有効期間
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申使用者側に於いて室温に保存ぜられる事を條件

義 し・其の條件下に於いて長期聞の保存に堪える

ことを目標 とせねばならぬと考える｡吾 々の實験

では室溢に6ヶ 月以上保存した ものの中には時忙

効力の相當に低下するものもある事 を認めるので

あるが室温に長期闇保存 されたものの成績に就い
ら

て御伺い したい｡

解 答,

海 老 名 教 授
し へ

同一條件の下で長期間に保存す る場合に人臓接

種後の 「ツ」反懸陽轄率が減する事 もあ り得 る｡

此の一一つの原因は 「アンブール」中の眞察度が減

じてゐたと云ふ事にあると思はれ る◎帥 「アンプ

.一ル」封前の翼空度は正確に測定 し得ても封溶 し

た後の 「アンブーノ・ナの貫室度 を疋確に測定,し得

ぬ事が何 よりの原因か と考へる｡

又乾燥前の 「ワクチン」が元氣のよい菌であつ.

たか如何かにもよる所があらうとも考へ られるが

今後の研究に待たねばならないと思ふ｡〆

乾燥BCGワ クチシについての

研究

結核豫防會結核研究所

岡田久 張仲鑛 大森

容二 朽木五郎作

、 目 的

、乾燥BCGワ クチンについての研究の目的は長

期聞保存し得る有数なワクチンを作るべ き乾燥の

諸條件 を決定することである｡

成 績 擁 癖

(1)一 定の條件で昇華乾燥することによりB

CGワ クチ ンは殆んどその敷果 を減することな く
日乾燥することが可能である

｡

傷 昇華乾燥法によりBC(遊 乾燥す る時の

重要な條件を検討するならば

(イ)媒 質の選擦、乾燥後溶解する時に菌謄

のみを乾燥すれば難溶であ り奴果 もや 玉低 下 す

ろ｡之 に一定の媒質を加 えると以上のことを防 ぐ

ことが萬來 る｡從 來適當とされてWる 代表的なも

の三つを比較すればプドー糖、ペプ トン、簾糖の

聞に優劣は認められない｡

(ロ)乾 燥装置 昇華乾燥装置の代 表 的 な

型、多岐管式と乾燥箱式の爾者で作つた ワクチン

の間には差異はなV・｡尚 雨者共乾燥翔 として硫酸

カルシヴム、醗 興 蓋 脛 義 一H9と しke
'( ハ)乾 燥中の温度は乾燥時間及乾燥物の建

水量に大 きな關係があるが今乾燥直後の数果 を比

較すれば温度の低V・秀がや ム勝つてV・る｡又 乾燥"1

時聞は20◎Cの 揚は0｡Cの ときに比べ約丁にする

ことが萬來る｡'噴

(3)以 上の條件で乾燥 したBCGワ クチ ンの

数果 とその保存期聞の關係をみれば一月前後迄は

乾燥直後と攣 むなく六ケ月以上で も充分な奴果を

示 し得 る｡

但 し二月以後に一部の・ものは乾燥直後に比べ著

しくその数果 を減するもの もあつた｡そ の原因に

ついては後日報告する｡

BCGワ クチンの鹸 定法に就

!い て

結核豫防會結核研兜所

大森容二 古屋さと代

BCGワ クチンめ数力を製造後直に検定する方

法として脱水素反慮検定法を案出したのでその大

要 を報告する｡

實験方法、チユン〈ごルグの方法に依つたが、酸

死逡元標示色素 としては2--6ヂ クuル フェノー
ウ

ヤ

ルインドフエノールの方がMbよ りi遙に鏡敏であ

るので前者を使用 し、又基質としては乳酸加里 を

用v・た｡

實験成績 本反鷹が如何なる場合に生菌の消長

と併行するかと云 う問題に就いて検討 した所に依

ると、

1.器 械的に菌罐が破壌される様な場合には爾

者は併行 しなV・｡帥 ち菌液に凍結融解操作を反覆

して加える場合、脱水素反懸の減弱は輕度である 、

が、培養試験に依る集落数の減少は著明で多る｡

但 じ此の場合、ワクチンの効力減退の程度は寧ろ 、

雨者の中聞に位するものの如 くである｡又 特 に長
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時聞の手撮操作に依 り菌礎が破壊され る様な場合

に も、睨水素反懸曲線 と培養曲線 とは分離する｡

2.BCGの 個 々の培養中の生菌量の消長 を測

定する場合には雨者は略併行する｡又 此の場合人

燈接種に依る「ツ」反鷹陽輔成績 も脱水素反慮の成

績 と併行する｡液 膿 ワクヂンの検定には此の問題

が殆 ξその大部分を占める傷

3.ワ クチンの保存に依 る生菌の浩長 も略本反

慮の域績 と併行する｡

以上の成績に依 り、此所に示された様な條件の・

下では、本反慮を慮用する事によりBCGワ クチ

ンの敏力を使用前に検定する事が出來る｡

乾燥 ワクチンの検定に就いては別の機會に述べ

度い◎

BCG、 ワクチンの検定に關す

る研究 一

河西助藏 石川正保 一

柳橋満雄 石川久之

熊谷 博 松田正爾

北村正夫

BCGワ クチ ンの検定に郵する我 々の努力は数

年來績けられ次の各方法に依 りBCG接 種前に當

該 ワクチ ンの強弱を判定 し得 るに至つた｡今 迄は

ワクチンの培養接種後の陽轄率「ツ」反癒の大小等
'により事後に判断するしかなかつたのに比すれば

隔段の進歩であつて、當研究所に於ては次の方法

に依つてゐる｡

(1ン 尿素分解酵素作用

BCGが 尿素 を分解 し・ワクチンのP即 ミ戸ヒ

第にプルカ リ性となるのをフエノ㌘ル紅 を指示

藥 コル トフ緩衡液 を比色標準液 として一一定時間

毎に比色測定する｡

(2)呼 吸作用

バークロフ トの血液瓦斯分析器の微量定量器

を使用し排泄された、表酸ガスをアルカ リに吸

牧させて一定時間後B℃6の 酸素清費量 を演旋

する｡ρ

(3)カ タラ"ゼ 作用
・ ワ_ル プルグ呼吸測定装置を莉用 してBCG

が過酸化水素を分解 して酸生する酸素浩費量 を

一定時闇後に其の毛細管の目盛によ り測 定す

る｡

(4)硝 酸聖の還元作用

BCGに より硝酸鞭が還元きれて生 じた盟硝

酸にグ リース斥試藥を加へれば アゾ色素を生 じ

赤攣する之をグリース氏試藥 を加へた標準亜硝

酸液と比色して亜硝酸量 を測定する◇

(5)睨 水素酵素作用

ツン〈ごルグ試験管に緩衡液乳酸メチレンブラ
'ウBCGyク チ

ンを入れ翼室保温後比色標準液

と比色脱色時間を測定する｡

我 々は以上の方法に依 るBCGワ ク4ン の彊弱

判定の成績 を報告するであらう｡即 ち各方法と培

養成績の人燈接種成績 との拉行關係各方法の鏡敏

度郎ち最小限何鹿何分で測定出來るか、何分の一・
ノ

礒悠のワクチンの濃度差 を識別仕得るか、又各方

法の手技の難易等に附 き報告するであらう｡

BCGの 毒性 と克疫元 につい

て

豫防衛生研突所

枷澤 謙 宮本 泰
ノ

關 又藏' 隊

1932年 以 來 演 者 の一 人柳 澤 は毎 年1二3回BC

G株 の 検 定 と も云 うべ きBCGの 毒 性 と免 疫 元 性

とにつ い て 槍 査 を行 つ て來 た¢

こSで は1947年12月 に行 つ た 最近 のBCG

の毒 性 及び 冤疫 元 に つV・て のべ る｡

使 用 したBCGは 結 核 豫 防 會 結 核研 究所 に保 存

され たCalmette-GueriR氏 培 地畿 育BCGを グ リ

セ リ ン水 馬 鈴 薯 培 地 を一代 通 過 してSauton氏 培
ジ

地 に移 植 し3PC2週 聞 培 養 した もの につ い て實

験 した｡

モル モ ツ トの 皮 下及 び 皮 内2mg.Img及 び0.1
や が

ぷ

mgを 接種 して接種後苺週接種局所及び局所淋巴

腺を観察するにいつれの接種方法によるも接種易

所及び局所淋巴腺に進行性結核性攣化 を認 め な

い｡即 ち接種後最も攣化の著明な3週 閥経過後に

於V・て も接種局所に輕微な硬結又は潰瘍を認める

にすぎす、また局所淋巴腺の大きさも米粒大を越

えないご
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接種後4週 間経過後の剖槍所見に於いてもいつ

れの接種群に於いて も、見得る淋巴臓 び臓器に
が が

進行性結核性攣化はな く、臓器中に稀に結核性結

勧 を認め得るに過 ぎない｡

剖検直前に行つたツ〈ごルクリン反鷹 で は全 群

80%以 上の陽嬉率 を示した｡・ ・

以上の成績は毎年2-3回 繰返 して實験 して來

たBCし の姦性及び冤疫元佳の成結 と略f、一一致 し

BCGを 一定の培地上に縫代培養するときはその

毒性及び免疫性は不攣であることを更に確誼す略

ことが出3寒たo.

)1

BCG接 種 とツベル クリン反磨

東北大抗酸菌病研究所

岡捨 己 佐蒸正二郎

新津泰孝 佐藤 守 輪

佐藤正弘 渡邊喜太郎

熊谷 博

BCG接 種の影響によt)最近少學校兇童の

fソ 」反鷹學年別陽性率の様相が全 く攣つたe杣 盛

布 小學校見童昭和20年11293名 、昭和21年332

97名 、昭和22年38992名 の「ツ」反慮陽性率は夫

々427%、6斑%、76.7%と 逐年檜加し、昭和22年

忙はBCGを 接種 しなV・｡1年 生の陽性率は15.6

%で あるがBCG接 種の影響によP2年 生の73.8

%か ら初級中學3年 の919%と いふ高率 を示 し

光｡結 核豫防の見地か らBCG接 種による「ツ」反

慮陽性率飽頼度の参考に供する｡

2ン 仙盛市小學校児童BCG接 種者2917名 の一

1年 後の陽性率は912%で 獲赤分布を見 るに可成

り畿赤の大きい ものがあ り、20粍 以上 を示すもの

は59・3%の 多 きを占める｡更 に之 を學年別に槻察
メ

した｡

3)・BCG接 種後或時期 を経過すれ犠「ツ」「ア」

はBCG接 種部位に限局して來る｡BCG接 種者

9373名 のBCL接 種部位たる左上騰の「ツ」反鷹

陽性率88%に 封 し、・これ より離れた右上膝左前

臆での陽性率は51%で ある｡但 自然感染者では
ゑ ハ

部位によるか 製る差等は認められない｡ぎ
14)BCG既 接種者の「ッ」反鷹娼現状態は同じ

部位で も「ソ」稀繹度により異る事がある｡從 て4

奪

倍、24倍 「ツ」液を使用した際に陽性傘が殆 ど一致

する揚合と著 しく異る揚合 とがある｡

5)BCG既 接種者では一定濃度の「ツ」液を使

用 して も測定時聞によっで陽性率に差異 を生する

事がある｡以 上の相異は自然感染者の場合 より高

度である｡

從てBCG接 種者の「ツ」反慮娼現は接種部位、

「ツ」液濃度、測定時間、並に被検者のBCGに よ

る「ツ」rア」の歌態に關係する故にBCG再 接種に

際 しては上述の關係 を考慮する必要がある｡

6)BCG皮 内一ケ所接種法と三ケ所接種法と

を比較するに分劃接種で「ツ」「ア」は早 く出現し、
へ

硬結,膿 泡,潰 瘍等局所反磨は一ク所接種に強 く

現れた｡

BCGに よる「ッ」陽鱒 と人型
、｡

菌 に よ る陽韓 との 鑑 別 に關 す.

・ る研 究

東大結核研究所臨床第一部

内藤益一一 小松知爾

主題の鑑別を目的としで先づ薔「ツペルクリン」

とBCG「 ツペルクリン」 との皮内反癒の比較 を

試みた結果、雨者の簡に差違は認められ るが、逆

の結果の現れる事 もあつて尚實用化の域に達 しな

い事 を明にした｡

次に共に無蛋白培地 よりBCG並 に人型菌 「ツ

ペノ・クリン」を製 し、之等 を使用して見たが、此

虚に も逆の結果の現れ る場合が皆無 で は 姦かつ

た6

最後に無蛋白培地よ りの 「ツー・ルクリン」蛋白

艦 をシユーベル トQ方 法で取出し、之 を使用する

に及んで略 墨満足すべ き結果 を得た⇔

術此成績は人膿並に動物實験に於て同様の結果

を塁げて居る｡

人膿に於け｡る鑑別方法琳次の様にする｡・

邑P彌 勉 ベルクリン」蛋白髄のO・OOO25pa9

を0・1cc生 理的食盤水(0.5%の 割合に 「カルボ

ール」含有)に 溶解弦 る者 を同測前縛内側に並べ

て皮内注射を試み、其48時 間後の獲赤の大 さを

比較すると、人型菌感染例は人型菌 「ツ〈ごルクリ

固」に比較的強 く反慮 し、BCG接 種例ではBC
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G「 ツベ ル ク リン」 に比 〕較的 弧 く反 鷹 す る ので あ

る｡

培養 日数並に放置 日数の問題

に就て ・ ㌔

新潟馨大柴田内科學教室

小 林 直 彌

細菌學教室

齋 藤 孝 一

予等は腋窩内接種法により、B.C.(}.の 培養

日数並に放置日数が其効果に如何なる影響あるや
、 軸

實 験 し 、i次の如 ぎ結 果 を得 た｡・

1ン5日 、10日 並 に20日 間 培 養B.C.Gの

3者 を比 較 す るに 、10日 聞 培 養B..C.G.が 最 も

優 れ た る陽 韓 率 を示 し、5日 並 に20泊 間 培 養B.

C.G.は 何 れ も之 よ1)劣 る こ とが判 つ た｡從 て最

篇も適 當 な培 養 日数 は10日 闇 前 後 で あ る
｡

副 作 用 も叉 陽韓 率 の 優れ た る10日 聞 培 養B.

C.G.に 多 く、5日 並 に20日 間 培 養B.C.G｡

で は 共 に 少 い ♂

2)次 に10日 間培 養B・C・Gの 調 製 當 日、氷

室 内放 置3日 並 に7日 間 の3種 に就 き、 接 種 後1聯

月 目の 「ツ」 反 鷹 陽 韓 率 に就 て 検 せ る に3者 共 略
サ

飼一の陽韓率 を示した｡即 ちB・9・G・ 液は氷室

内に保存すれば少 くとも7日 間は同一の効力を保

ち得るを知 り得た｡

乳兇 に於 け るBCG接 種 方法

に就 て

山岡義朗 岡安敬三郎

BCGワ クチンの皮内二接種はその陽轄率並に局

所症歌に於てなぽ不鮪足なものがある｡高 橋氏提

唱の腋窩大量接種は之等の欠黙を改善 し た もの
ひ の

で終戦前、満洲ではかな りその普及 を見、又効果

を學げつ エあつた｡

青春期結核に次で量的に重要な地位 を占むる乳

児結核に封してはBCGの 豫防擦種が全 く等閑視

さるへ観あるを遺憾とし、演者は251名 の乳兇に

腋窩法により、なほ腋窩接睡の技術的困難を俘ふ
メ ぷ

幼若乳見(最 少2ク 月)67名 に封 しては新6し い

試みたる腹腔内接腫を實施 し爾者を比較して腋窩

法同様何等の副症歌な く且つ満足なる陽韓 を確認

し得た◎師ち第5週 で は腋 窩法、腹膣法夫々94.

4%48・5%で あるが、第9週 の終 桝(は 夫々98.

6%及 び96S%の 陽韓を確認した｡印 ち乳見に

封するBCG接 腫方法としては之等腋窩並に腹腔

内大量接種(O.05r・・O.1m9)一 により充分 自的 を達

し得ることを確信し、その普及を望むと共に、少
　

ぐとも結核還境にある乳見に封 しては是非實行す

べきものとして推薦するものである｡

BCGの 接 種方 法 に關 す る硫 究

(接種菌量の問題)第2報
'公衆衛

生院衛生微生物學部疫學部

染徐四郎 栃内 寛

川村 達 宍戸昌夫

重松逸造 年山 雄

林 久子 原 富平

岩手醤學專門學校

工藤砧晃 栃内秀衛

三田 禎

.一 慶大署學部小見科

柳 克己

下 記 各集 團 に夫 々撒 種 の菌 量 のBCGを 接 種 し

た 後 、 各 々数 回 に わた り 「ツ」 反 慮 及 び接 種 局所

攣 化 の槻 察 をお こなつ た｡

(1)都 丙某 輕 工 業 工 場 從 業 員(初 接 種)

第1・集 團 接 種 菌 量.α21ngO.抽gO.05mg

第2集 團 援 種 菌 量0.4mgO.2ingO.1mgO.05m9

(2)盛 岡 市 丁國 民 學 梗曉 童
ゆ

初 接 種群 、 再接 種 群 共 菌 量O.12、0.06及 びO.03

m9の3種｡、 ～

(3)培 玉縣M中 學 校 生徒

初 接 種 群 菌 量0.06mg、 再接 種群 菌 量O.12、

0.06及O.03mg'

成 績 の機 要1、 初 接 種 の 揚合

(1)菟 疫 効 果 妻 「ツ」 反 鷹 の 蛮 現 朕 況 よ り検討

す ξ と、0・03m9よ り0.lmgの 菌 量 の間 で は接

種 後1乃 至2ケ 月 迄 は 、 菌 量 の 多い程 陽 性 率 が 高

く且 強 い 反懲 を呈 す る傾 向が 明瞭 で あ るが 、O.1mg

以 上 の菌 量 で はO.4m9を 接 種 して も明 瞭 な 差 は
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見 られない｡接 種後3ケ 月位になると、いつれの

菌量の聞で も著明な差はなくなる｡硬 結燭知率ば

02遊9以 上では1乃 至2ク 目頃の方が3ケ 月後よ

りも強いが、O.05mg9以 下では3ケ 月後の方が強

い◇

孚年後忙は陽性率 も硬結鰯知率 も明瞭に下 り、

ユ年後には硬結を燭知することは殆んどないと云

つて良V・e

(2)接 種局所の攣 化は菌量の多い程誓明である
へ

が、3ク 月後には殆んど治癒の傾向にあ り、實際

忙實施する上で問題になる様な事はなかつた｡

五 再接種の場合

(1)初 接種の場合に比し、陽鱒は阜 くRつ 高率

で、而 もO.3乃 至0.1mg程 度の菌量の差が初接

種の様に明瞭には現れないでかQつ て牛年後位か

ら萬て來る傾向がみられる｡「 ツ」反慮の強 さ(硬

結騰知率)も1～2ヶ 月後には最高となり3ク 月

後には既に低下 し亡居る｡、

(2)接 種局所の憂化は初接種に比 し稽強 く、又

菌量の多い程強いが、いつれの菌量で も問題にな

る様なことはなかつた｡

BCG接 種方法特に接種菌量

及生菌量 に就で

結核豫防會結核研究所

張'仲 鍍

BCG接 種に當つて最も望ましVb事は接種局所の

反慮を出來る丈輕 くして、両 も充分な豫防効果を

畢げる事で有 る｡此 の爲には一方BCGの 接種方 .

法の問題即ち経 口法、経皮態等が取上 られて來ま

したが、叉他労接種菌量及び生歯量の事 も検討を'

要す る所で有る｡

私は皮内接種法に依 り色々な菌量及び生菌量の

ワクチンを用いて學童生徒にBCG接 種 を行ひ、

陽靱 と接種局所の反磨 との關係を追求した｡色 々

の生菌量 の異 るワクチンを作る爲にBCGの ソー,・・…

トン培養の日数の異るものを用い"出 菌量の検定

は睨水素反慮及び岡、片倉嬉地の定蚤培i養試験に

よつた｡・

即 ち生菌量の多い ワクチンの少量接種(001・mg,

α00匝9)と 生菌量の少V・ラク・・az.ンの多量接種(O・

ゴ や

4mg,O.2mg)及 び死菌 ワクチンO・5mg(100｡C30

分加熱殺菌)の 種 々の ものを接種した｡

以上の ワクチンを初接種者 と再接種者の雨者に

注射した結果 より、爾者とも生菌量の多い ものを

用V・て接種菌量 を少しした方が、生菌量の少bワ

クチンの接種菌垂め多V・ものより接種局所が輕 く

陽韓が良V、ので有る｡此 の關係は死菌の大量接種

の場合には尚更顯著に認められます｡再 接種の場

合には初接種に比べて陽鰺が早 く、 ワクチンの性

質郎ち菌量及び生菌量による差は籾接種の揚合程

著明でない｡.

即ち局所皮慮 を輕 くして而 も成る可 く賜輔成績

を學げる爲には初接種、再接種 共に生菌量の多い

ワクチンを用い、接種菌量 を比較的少 ぐする方が

有利であ ります｡而 してその菌蚤 は大膿O・01mg

程度迄下る事が可能であると考へ られます｡

BCGの 再 接 種 につ いて(第 一類〉"・

、 公衆衛生院衛生微生物學部
、川 村 蓮

著者は從來おこなつたBCGの 接種菌量に開す

."る研究 を基礎とし、(1)接 種後のより早い時期の

槻察(2～3週)(2)更 に少量のBCGの 接種(O.01

～0.06mg)(3)死 菌接i種の場合、の3黒占につき特
夢

に再接種の場合 を取 り上げて實験 を行い槍討 を加

えた｡・

i封象は新潟縣中頸城郡の1町5ケ 村8ケ 校の小

中學校生徒の中 「ツ」反慮=獲赤9mm以 下の者で

2年 以上は再接種群、1年 は初接種群である｡B

CGワ クチンは常に0｡1c・c.を皮内に接種 し、「ツ」

液は2Qooxを 用v、た｡

(1)BCGの 再接種の揚合は接種後2・v3週 で

「ッ」反鷹陽性率は饒に・90%内 外で反慮 も強 く、

初接種群のそれ と明かな差があ り2～3ヶ 月迄梢

上昇し孚年後には低下する｡2・e3ク 月以褒の成績

は初接種 との差異 を認めない｡

(2)2～3週 目の陽性率は初接種では菌量の差

が可成明瞭なるも、再接種群ではみ られない｡醗

(3)再1接 種には100｡030分 加熱滅菌1したBCG

O｡06透9を 接種 して も、明らかにr・ツ」反慮は陽

韓する｡そ の強さは生菌では2～3ケ 月門が最高
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忙なるに封しv死 菌では9日 目に既に最高であつ

た｡半 年後には陽性率は下 らぬ が 奪赤は弱かつ

た｡-
w(4)接 種局所

の攣化は再接種では初接種程菌量

による差は明瞭でない｡初 接種に封し2～3週 後

・の攣化は明 らかに彊 く、様相は全 く異る｡

(5)βCG加 熱死菌による攣化の強 さは、生菌
への

再接種のものより弱 く、生菌初接種のものに近V・

程度であつた｡

以上の成績 よレ再接種の揚合には免疫力は速か

に復活 し、その効力は生菌 を使用すれば實際に使

用する範園内の菌量の差は殆んど無い ものと考え

られる｡し か しBCG加 熱死菌 ワクチンによつて"

再接種をおこなうことは、その免疫力の強さ、接

績等が未解決の問題であつて目下更に検討 を綾け

て居る｡'`

BCGワ クチ ンの翻 切接 種

法 に就 て

精核豫防會結核研究所 ・

朽 木・五 郎 作

BCGワ クチン接種後に畿生する膿瘍潰瘍の問題
ご

に就 て 、 自分 は 次 に述 べ るt「ネPtグ ル 」 及 「プ レ

ティ」 の行 つ た 乱 切 接 種 法 に 依 つ て 、略3之 を解

'決 し得 る成 績 を得 た ので 報告 す る
｡

σ

實験方法 同一濃厚菌液よ、り皮内用 と鑑切用の
の な

雨 ブクチンを調製し、夫々ツベルク リン反鷹陰性

並に疑陽性者に接種、その陽韓の強さと持綾、及

び接種局所の副作用に就て、最長7ク 月に亙 り比

較 した｡實 験に用ひた集團は16集 團約12000名 、

内臨切を施した人員は約5000名 である｡乱 切の

方法は、上臆外側の皮塒 をアル コー ルにて清拭,

し、充分蒸獲 した後 ワクチンを塗布 し、種痘用ラ

ンセツ トにて十字に露し切 を加へて今一度ランセツ

トにて創面 をなす り、乾燥後上衣の袖 を下させ、

當日は入浴 を禁する｡蛋し切の深さは昆切後暫時に

して血の滲む程度を標準とした｡

費験成績'(1)陽 蒋率とその持綾(の 初接種4

ケ虞に接種すれば ワクチン菌量lcc内5mg・ 以上、

1ケ 虞なれぼ30mgに なると皮内接種の水準に

到達する｡(b)海 接陣・ ワクチジのメヂゥムに

10%ゲ ラチンを用ひたもの以外は皮内接種と大

差なV・｡(2)局 所反慮、(a)初 接種,、皮内接種に

比し著明に輕微で、痂皮の形成す ら少い｡(b)再

接種、初接種以上に著明な差を認め、BCGに よる

強陽性者集團を含めた全實験を通 じ、海し切法では

一名の膿瘍潰瘍の蛮生 もない｡(3)ワ クチンのメ

ヂウムによる陽韓の差契、用ひた四種のメヂゥム

の中10%ゲ ラチン最 も劣b、50%グ リセ ソン

が梢 よ良姫であつた｡

線括 臨切接種法は陽韓傘及その持績に於ては

皮内接種法の域に達せしめ得た、而か も現在迄使

用した1c,c.内 菌量30mg迄 のワクチンでは再

接錘者初接種者 を通 じ、膿瘍潰瘍の獲津を全 く認

'めなV・｡

質 問 東京都衛釧 海 水 寛 曳

BCG接 種によつて膿潰瘍の減 少 を計 る實験

は、極めて必要であるが、臨切法又は多孔穿刺法

だよる時は、實際に人燈に作用する菌量が不明で

ある・ もし菌量が非常に少ければ皮内法喬も膿潰

瘍 を防 ぎ得るのである｡tの 黙に封する御見解 を

承 り廉v・｡

解 答 雛講 琳 脇 作

1$Len接 種法に依る有効菌量は不明であるが次
膿

の實験によつて之蓼検討する豫定である・印ち皮

内接種用の ワクチンを倍数稀繹し一方、観切用 ワ

クチンの濃度 を高め或ひは接種ケ所数 を増して爾

者の陽韓率並にその局所反鷹を比較する實験｡
ノ の

2皮 内接種法 と臨切接種法の作用機序の相違 を

検討する實験を行ふ豫定である｡

BCG接 種 の一新 法multiple

puneturemethodに 就tsて

阪大賂學部第三内科

麺田憲三 弘未之勇

野村 嚴 掘本清次郎

深田茂男

演者等は、BCG皮 内接種法に伴ふ、疲痕形成

を、何等かの方法で、輕減す る事 を考へて居た
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が 、時 恰 も、BirkhaugのmultiplePwicturemet・

hodの 原 著 に接 した ので 之 を追 試 した｡

MPMに 使 用 した 針 は 、 圓板 に 、十 本 の縫 針 を
へ

植付けた、鍼灸師の管針で、使用BCG菌 液は、

O.5%∫ ゲラチン加生理的食盤水1cc中10屍 を含

む様に作成 した雛接種封象は、寳塚 近郊の二小學

校兄童中、「ソ」反鷹陰性者 を選び、その一校に本

法でBCGを 接種 しfept即 ち、清拭乾燥せ しめた

上聴の外側、又は内側に、菌液 を一滴、滴下し、

そあ上か ら.此 管針で、十回、計、百穿刺を行つ

たe穿 刺は約5分 間放置して、 自然乾燥 を待 つ

た｡他 校の生徒に、封照の意味で、前述菌液を、

皮内接種用に稀繹して、皮内接種 を行つた｡MP

M群 は、BC(号 接種後"1、2及 び4週 と、局所の

IIIIi!1化を観察 し、4週 後には、雨群共、「ツ」反懸の

陽性簿化 を検査 した｡

1・MPMは 、被接種者に殆んど疹庸を感ぜし,

めなV・｡

2..MPMの 局所攣 化は、不定形の、輕度の磯

赤及腫脹で、4週 後には殆んど清健して届て.膿

痴 ～鹸 洪一例 もない｡2

3.皮 内接種群では、4週 後忙全例 に 硬 結 よ

り、小潰瘍に到る種々の攣化を全例に認めた｡

4.MPMの 陽性輔化率は、約20%で ある｡

'5｡封 照群の陽性韓化率は、約a5%で ある｡

以上の結果から、未だ實用にはならないが、菌一

量の攣更、針の改良等によつて、更に研究を績行

中である｡㌧

追 加 戸 田 教 授

昭和 ⑬ 年だつた と思ふが、金澤の結核病學會

で私は 「モルモッ ト」に於ける實験で皮下法、皮

内法、乱切法 を比較しました｡そ の際乱切法 も皮

内法 と同様に免疫性 を與え得ることを述べた｡そ

の後人髄に於て も、小實験 を行ひ又自分自身に昆

切法 を行つたこともあるが、いろV・うな難鴛皮内

法の方が良い と思つてV・たのである｡し か しなが

ら本 日の報告 を聞いて人艦に就て、再瞼討 を行は

ねばならぬと思ひ非常磯楡快に思つた｡

追 カロ 濾 老 名 教 授

自分等も亦BCGrワ クチン」の胤切接種法と

Multiple-PunctureMethod`を 追試して見ました

が(30本 の針尖 を一時に刺す事により)薄 い1孚遊

液 を用ひます と 「ツ」反慮の陽韓率は弱いが1σ一

15mgの 様な濃いBCG浮 遊液 を用ひますと70-

80%の 「ツ」 反慮 陽韓率を示す事を知つたQ此

の方法の最大訣黙は實際燈内に入つたBCGの 量

を知 り得ぬ事であるが、これ も今少し研究 したな

ら何 とか大髄の量を知 り得るで な い かと思はれ

るか

　 ヨ

追 加、 結核豫防會結稼研究所 大林容二
き

BCGの 法制化に依 り之 を強制的に施行せねば

ならな くなる1及 接種年齢暦が生後6ヶ 月以上に

迄鑛大されると云ふ黙 より見 てBCG接 種局所反

慮の問題は此の際是非共解決 を要する所であるざ

幸に乱切法の採用 とな り此の問題解決の見込がつ

いたと考えられるので吾々としては、此の方法の

御追試、御槍討を御願V・し度匝と考える、吾々の

方では、此の爲に臨切用 ワクチンを作つて、御便宜

を御計 りしたV・と思う、爾此の方法を探用すれば

コcc中数 ミリグラムの菌を含む濃厚な「ワクチン」

を必要 とする事 とな り所要菌量 も皮内用 「ワクチ

ン」の数倍に上るであらう｡但 し吾々の曾て報告

した手振法に依れば一同た3.5瓦 程度の菌浮液を

作る事が出來るので、此の問題の解決も容易でδ
の

ると考えられる9之 に就いて も亦御追試 を願い度

bo"
嚇

BCG接 種局所の病攣形成に

關する成因的考察

慶懸義塾大學醤學部内科教室(石田教擾)

笹 本 浩 根元儀一

五島雄一郎

既に稜表した通 り我々ね ツ陰性者にBCGを 接

種 しても本質的にはツ陽性者に接種 したのと同 じ

結果になると考へてゐるが、此の勲 を確かめる爲

に更に次の様禰 接種試験 を行つた｡

8ケ 月前にBCG接 種の既往ある陽性アネルギ

ー(一部 ツ疑陽性者 を含む)の 學童51名 にBCG

O.02既 を左上搏皮内に接種 した後、之 を二分 して

_2{叢___



1週 間後及び二週間後に夫々ツ反慮猫ぼ陰性なる

事を確かめた上で更にBC(桐 量 を右上搏皮内に

再接種 し、以後7週 以上に亙つて蓮R接 種局所の

愛化を観察 し、併せて毎週1同 ツ反懸の推移を迫

究 した｡

成績 ツ反磨はBCG初 同接種後2週 より陽博

し始め、3週 から念激に陽韓者」曾加 して観察期間

中には全例陽韓した｡B¢Gそ のものによる獲赤
サ ま

は48時間値で再接種の方の反懸が大きく出る者が

多い(31例)｡此 の事は再接種時に ツ反懸では指示

し得なV・(ツ 反億猫ほ陰性)冤 疫生物學的攣化に

由來するものと思はれる｡接 種局所に膿瘍、潰瘍

等の病攣を認めた者は、・初回接種部位に68・7%、

再接踵部位に76・5%で 其の形成時期は初同接種

後19-35日 の者が多V・｡爾 接種部位に於ける病

i攣形成時期の相異は同時に認めた者最 も多 く、其

の差3日 以内の者が大多数(33例 中22例)で ある｡

雨部位に於ける病攣形成の平行 しなかつた数例に

關する考察は省略ずる｡一,

以上により我々はッ陰性者にBC℃Gを 接種すれ

ば、通常は先づツ反鷹が陽韓 し、從つて残存B.C

Gは 所謂 コツボ現象に基いて局所に病攣 を形成す

るものであると考へたい｡此 の考へかちすればツ

陰性者鱒BCGを 接種 した場合くBCG側 の因子.一

を除外 して も原則的には接種局所に何等かの病攣 ・

を生すべ きであり、且從來言はれてゐた如 く 「接

種局所の病攣が著 しい程 ッ反懸はよく陽韓する」

とするよりも、ツ反癒が陽韓する限 り、「ツ反鷹陽

韓がよいか ら局所病攣の形成が著 しい」 と考へた

いo

BCG翻 の一縮 騨

國立療養所浩風園

長井盛至 五島雄一郎

新 しい豫防接種法案ρ中に結核豫防封策の強力

な施策として取 り羅げられたBC(斗 接種に就て

は、實は一りの大きな隆路のあることを認識せざ

るを得ない｡即 ちBCG潰 瘍の問題が それ で あ

る｡

然るにBCG潰 瘍の治癒に開する文献の紗いの

は遺憾に堪えなv・｡/

そ こで 余 等 は 、北 里 研 究 所 平 野 憲 正 博士 及 び松

居 學 士 よ り氏 等 の 創 製 藥 で あ る一 有 機 砒 素 剤2・2'

diamiR◎ ●diphenylarsenicacid(Jul)arsen)ヵ く動

物 實験 に於 て結 核 治療 に著 数 を認 め 、そ の 人髄 實

験 の 依 頼 を うけつxあ る時 、た また ま これ をBC

G潰 瘍 の 治癒 に 用V・た と ころ、意 外 な 奴 果 を認 め

た の で こ 』に報 告 す る｡

盤く盤
お＼/-K

＼__/

第劇一貸験

余等の一人長井が、横濱 市永野小學校の學童の

約50名 のBCG潰 瘍者に封 して・ラノ リン・ワ

ゼ リンを基刺 として ツバルセン0ユ%更 にズルフ

ァミン1%を 加へて作つた軟膏を、睨脂綿につけ

て、潰瘍面に塗幣し、3日間毎 日塗布交換した｡直

接20-30粍 もあ り而 も一面膿で被はれて3ク 月

間 も同 じ歌態で閉 口していた潰瘍は、この虞置に

よつて最短4日 、最長8日 で全 く驚異的な治癒 を

みた｡'
'第 二貿験

.

そこで ツメぐルセン製造所である三共製藥高嶺研

究所で大量に試作させたとこち、基測不足のため

に代 用 品 と して トラ カ ンタ とグ リセ リンが 加 へ ら

れために孚流動状 となつて・藥醐は リン ト・の代甲

品であるところのガーゼに吸牧されて了つて・肝

心な潰瘍面に附着 しに くい嫌があつたが》余等の
一人五島は兎 も角31名 の學童のBCG潰 瘍、こ

れは接種後平均20日 目に萬來た潰瘍でその3日

目から本軟麿 を塗布 し始めた、その治癒成績 は平

均7日 で全治した｡.

第三實験

第二實験 と異 り比較的陳奮な即ち150日 間引綾

き膿を以て被れていた潰瘍で、マーキロクローム

等の庭置で治癒 しなかつた所謂 もてあましの群7

例に本剤 を使用した成績は全治に要 した目数は平

均11日 であつた、一方本鮒 を使用せす軍にガー

ゼで被つ丁おいた16例 の封照群で治癒 日数21

日であつた｡

結語 余等は数 十 例の學童BCG潰 瘍に一薪
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砒素剤 ツパルセン軟脅 を塗布することによつて、

比較的短期聞に全治せしめることが出來た｡

その治癒の歌況は、初め粘液性膿 を以て破はれ

ていた潰瘍は、塗布の翌日はまだ排膿あるも、潰

瘍面は縮小し、肉芽が上つてき、4日 目頃には表

皮 形成 して乾燥、それか ら2日 後には瘍痕形成 し

て全治といふ順序である｡譜

以上の實験 よりして、本剤はひろ く實施の便値

あるものと信する｡鳩 ず

追 加 北 研 平 ・野

化學療法鮒 を人の結核に慮用する場合に、その

数果の判定は非常に困難であるので 目下われわれ

は目で見えるBCG潰 瘍 とか皮慮結核にツパーセ

ンが果 して奴果を奏するや否や槍討中である｡

BCG接 種者 に見 らるる肋膜

炎襟症状 に就て

岩手醤大 エ藤内科

工藤紘三 寺邑誠砧

若山忠一営

BCG接 種が結核獲病に封 し著敷ある事は既に

諸家により確認せ られた事である｡從 來BCG接

種の副作用 として接種局所の膿瘍潰瘍 を往々に し

て見る事は周知の事であるが余等は副作用の一と

思はるる肋膜腹膜炎症歌 をBCG接 種者に屡々見

たので其概略 を報告 して参考に供する心余竿は昭

漁21、22年 度外來患者で未だ結核自然感染無 く

特 にツ反鷹陰性なるBCC接 種者で肋膜炎様症歌

を呈せる95名 に付 き親察 した◇

肋膜腹膜炎は多 くは乾性癒着性の物で比較的輕

度の もので相當綿密なる槍査によらなければ見逃

す程度の ものが多い｡し かし中には輕度の濁習 を

示せるものがあった｡

22年 変61各 中濁音を呈せる竜の23名 その中

強度の濁晋 を呈せるもの2名 ある｡

肋膜炎は殆 ど乾性肥厚性であるが一人輕度の漏

性が見ちれた◇.

肋膜炎症歌の外腹膜炎症歌を起 して來るものが

ある｡こ れは全・部繊維素癒着性の者で21年 度10
　　 　

名22年 度4名 である｡主 訴は腹部繁備感腹痛を

訴ふる瀞6名 全身倦怠感のみを訴ふる者2名 、背

痛胸痛と腹部症歌 を訴へた者6名 である｡

〆 赤沈は95名 中10粍以下のもの52名 ・.10乃
至30粍 のもの33名30粍 以上のもの10名 で

ある｡盛
ノ

BCG接 種時期 を見 るに1年 以上前に接種せる

もの73名,牟 年以上前の もの7名,半 年以内の

者15名 である｡右 に於て1年 以上前に接種ぜるも

の多敬を占むるが攣化は接種後3ケ 月乃至6ヶ 目

頃に起 ると想像され る｡し か し多 くの者では症歌
ノ

が輕 く其儘経過 し過螢、又は風邪に罹れ る際に苦

訴張 くな り外來 を訪れ るものと思はる｡

主訴は胸背痛、同部歴重感、肩凝を訴ふるもの

が多藪 を占むるが其他全身倦怠感 を訴ふる者が19

名,盗 汗を訴ふる者19名,頭 痛、不 眠,眩量等の紳

経症歌 を呈せる者9名 尚腰痛が小数に見 られた、
　

レ線像℃ は多 くは攣化が僅微で肺門腺腫脹、横

隔膜の多少の攣化を見るのみである｡
　

然るに患者の苦訴は異常に強き事多 く臨林家の

注意 を要畜るものと思はる｡'

結核菌 の毒 力 に關 す る研 究(第1報)
、

公衆衛生院衛生微生物學部疫學部

染谷四郎 川村 蓮

重松逸造 季由 雄
雛林 久 子 張仲 鍍

結核菌の憲力が病攣 と如何なる關聯があるか と

云ふことについては多数の學者が研究 を行つて居
ノ

るが、その毒力判定法蛇びに惨績は匠 々である◇

我々は毒力判定法の再検討 をモルモッ トの皮下接

種法により行つた｡馳'

實瞼に使用した結核菌株はすべて結核患者の喀

疾 より、岡片倉培地 を使用して分離培養 した もの

で、第3代 目にGlyc3rin馬 鈴薯培地に移植し、

之 を3週 培養後菌液を調製動物に接種した｡此 等

を約3年 聞Glyc3riu馬 鈴薯培地で纏代培養した

後の、同一菌株で同様に菌液 を調製し接種した｡

前後2同 共接種後8週 目の剖検成績 を佐藤氏法に

より肉腹的に槻察し威績 を比較した｡曳實験動物は

基礎實験により300gr乃 至450grの ものでな)、

と一定 した成績 を得 ることが禺來ないので ζの程
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度の ものを用ひた｡

鎌 鰍 の實験には斎 、痴 及び痴mgの

菌 を接腫し5週8週 孫び11週 後の翻察におV・て

菌量による差は な か つ た｡病 攣は膏山B株 に封

し、薪分離菌5株 は極めて強 く、各菌株闇には差

はなV・｡接種薗量 を異にする3群 の接種 届所、局

㍉所淋巴腺の攣 化及び 「ヅ」反鷹の強さは早期には

菌量の多い程強い傾向がある渉4～5週 之なると
ノ

その差がなくなる｡

之等の菌株の織代増養3年 後の成績ば、分離直

後の成績に比 し内臓淋巴腺の病攣な少く、接種局

所攣化及び 「ツ」反鷹は著 しく弱 く、各歯株共著

明な毒力の減退 を來 して居る｡

以上の實験 より、結核菌棟が少V・ので断言は出

來ないが、分離直俵の菌は極めて毒力強 く、皮下

接種後の以上の様な槻察法からは毒 力の差異 を判

定す ることは困難であると考へられる｡か 蕊る強'

毒菌 も織代培養数年後には全 くの弱毒菌 となつて

居ることがみられた｡

我 々は更に動物の通過により毒力が上昇するこ

とを見たが、之が如何程迄恢復するもの で あ る 渉

か、又力駄 る菌株の他の生物學的諸性歌 と毒力と

の關聯は如何であるかと云ふ様なことについては

現在研究實施中である｡一

,喀 庚中 より分離せる抗酸性菌

について

毒
公衆衛生院衛生微生物學部

宍 戸 醤 夫

ノ

東京都内某男子中等學榛生徒につV・て、第1回

には1226名 から、第2同 には1134名 から喀疾齢
・が得られて培養 され

、抗酸性菌が分離 された｡即

ち第1同 には58例(4.73%)に 、第2同 には51例

く粥9%)に 抗酬 生菌の集落の獲生がみられた｡

これ らの集落は培養後3日 目か ら襯察され、6週

後まで1週 毎にその大 さ、形状、邊縁、隆起、表

面鷹 造、色調海 地の攣解 が記殺されたが、

それ らの性歌の相互の聞に相關々係は見出されな

かつた｡分 離 された抗酸性菌は種々の培地に於け

る獲育、抗煮沸性、亜硫酸 ソーダ水溶液による睨

e

色作用、極めて簡輩なる方法による睨水素酵素作

用、動物實験等が行はれた｡そ の各々について、

毎鷲犬型、牛型、鳥型結核歯及び演者によつて自

然界(下 水、土壌、藁、蝿 の膿表面、動物の糞便等)

よゆ分離された抗酸縫菌が劉照におかれた｡動 物
ノ い 　

實験によつて、1株 に結核病攣が認められ、結核

菌と同定せ られたが、それの、上述の各種實験の

結果は、概ね勤照 として用ぴられた人型結核菌 と

一致してゐる｡而 しながら初代分離9)際 の集落の

性歌ρみによつてこれの孚別は困難でφつた｡抗

煮沸性、亜硫酸 ソーダ水溶液の彫絶 糊 呈、股水素

酵素作用等によつてこれが鑑別は或程度可能と考

へ られるb

結核菌菌健成分特に蝋脂貫の

生成機序に關する笏究
灘 ㌣

九大麗學部第三内科

佐 藤 肚 一
.ψ ユ

結核菌禮の燈脂質に抗酸性を與ふべき本態の存
　

する事は 「アングーソン」'其他の業績で明らかで

あります｡然 しそれが如來なる歌態で菌禮内で存

在 し又培地成分の如何なるものから如何様な化學

的機序により取入れられ生成されるか未だに分明

でありません6私 は数種の結核菌につ き菌の叢育

に俘ふ培地成分沿費の港量的測定比較により菌膿

の新陳代謝の具膿的事實 を追求し特に蝋脂質の生

成機序に關し次の實験 を行ひました｡、實験に使用

した菌種は人F、 青山B、BCG、 牛(三輪)、 鳥

62、鳥71、 チモテ、スメグマの八種で無蛋白合成

培地で培養 しました｡第 一實験 として肉眼的観察

の他炭素源としての 「グ リセ リン」窒素源 として

味の素及畿育促進物質と して の鐵 を定量 しまし

た｡「 グリセ輿ン」はShukoff及Schestakoff法

に擦 の脱水 「アセ トン」で抽出し、昧の素は 「グ

ルタ ミン」酸の塵酸塵 とし、鐵は 「ロダ ンアンモ

ン」による比色法で實施 しました｡荷 粗製 「ツペ

ルクリン」蛋白は 「トリクロルリ 酷酸を用ひ、培

養は10日、30日 、50日 の各期毎に定量に供 し、抗

煮沸性試験は30日 培養の菌 を使用し左の結果 を

得ました｡

(1)「グ 弛 リン」及び味の素の浩費は各菌種共
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概ね檜菌量に比例する｡(2)「 グ リセリンJ及味の

素の漕費量は菌種により平行せす｡(3)成 分漕費

は菌の畿育に先立つて比較的大量 を浩費する｡

(4)各 菌種 とも獲育絡宋期では培地成分はその

大部分 を淘費する｡即 ち50日 目では 「グ リセリ

・ジ」は人型71%牛 型27%鳥 型及「チモテ」96%

で味の素は人型75%牛 型50%鳥 型チモテ83%

であります｡(5)「 グ リセリン」の清費量 と抗煮沸

牲試験 とは無關係なるものの様であ り、菌膿蝋脂

質量 とは多少の閣係を見嵩し得るも必す しも併行

しなや◇「グ リセリン」浩費の量的問題は菌各々の

個性によ♪蝋脂質の差異を生する もの と思考す

る｡(6)粗 製 「7」蛋白量は味の素の消費と直接

關係 を見得ない｡(7)鐵 の量的清長は所謂 「スメ

グマ」 を除哩外浩費されない｡

結核菌の生健酸化(ワ ー 塾レ

培地 に於けるS存 在 に就て)

結核豫防會結核研究所

陽澤健兜 内山花子

(本文略).

、

んで居る顔が見 られる｡R型 では右染色に依 り菌

燧 と其表面に不定物質が多少附着 した如 き像が得1

られるのみである｡斯 様なR型 歯 も塗抹康本に豫

めアンチフオル ミン、苛性加里箸の藥物を作用 さ

せた後同じ染色を施すと少数で は あ るが所謂菌

最、鞭毛類 以像が見 られ る｡以 上の事實か ら考ぺ

ると、R型 菌の例の染色陳は菌艦表画に存する強

靱な物質が藥物の作用により溶解萬現 し物 もの

で、他の細菌に於けるが如 き極自然な鞭毛類以濠

は結核菌の場合 はS型 菌にの み 見 られ るのであ

る｡次 にS型 菌ECS匙 分離検討 した｡即 サボテ

ン加無蛋白深部培養S型 菌 を溜水中に浮游掩揮、、

直ちに遠心上清を探 り、本上清からアヤ トン並食

盤添加に依つてECSを 沈澱精製し粉末歌に分離

した｡此 ゐ物質は非透析性、シヤンペランL3を

通過し、申性溜水中で除 々に膨潤粘稠な塊 となり

次いで溶解し、其の一滴は染色上無藪の鞭毛類倣

豫を示す.s型 結核菌鞍 は明かに右Ecs由

成 され、彼の鞭毛類似物質は要するに此のECS

の水中に於ける溶解陳を表はす も.a)に他ならぬ｡
ECSは 水解後還元物質の獲生 を誰明し得る故糖

質に關係深きものと思はれる他詳細な化學構造はみ

不明であるが、兎 も角此物が親水性可逆膠質であ

る事は疑ひ無い｡

結核菌髄表物質(E.CS)の 研究

有馬研究所

青 山 擾

結核菌は其SR雨 型に依})菌 髄表面に存する物

質歌態に顯著な差が認められ る｡此 蕩は寺田等の

所謂鞭毛類似物質等の検討上重要な意義が有る｡

寺 田等は結核菌の鞭毛類 似物質染色は困難である

といふが、私の研究ではR型 の場合は困難であつ

て もS型 では甚だ容易で あ る と云ふ成績 となつ"

た｡私 の方法は播氏25-7度 で普通鞭毛染色 を行

協 のであるが、S型 では他の細菌の場合同様或は

以上に豊富な鞭毛様像が見られ、時には幼若菌に

於て一見柔かい感 じを與へる膿表物質が菌膿を包

追'加
垂

浴風園 中 村 善 紀
ら バ へ

余 も亦寺田教授の下で核結菌の鞭毛様物質染色・

の研究を行ひ,結 核菌の鞭毛様物質の染色は非常

に困難であつたが非病原性抗酸性菌の鞭毛様物質

は容易に染色し得 られた｡こ の鞭毛様物質は振邊

器と強力遠心 とに依つてたやす く分離探集し得ら

れ、本物質と菌髄 まの冤疫血清を作つて抗元分析

的研究 を行つ奔｡こ の成績は既に 「日本瞥學」に

嚢表してある｡

追 加
●

日本醤學研究所 ,ム幽 謙三

私は峰年度、本學會の席上 「ペニシリゥム」培

壼養濾液中の結核症歌に好影響因子の存在 を報告 し
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表が、この測定に植物の種子稜芽抑止、現象を鷹

用し得る事を知得しこの液を以て接種せ られた｡

患者の喀疫結核歯及前嘘置 を したR型 菌は演考

ののべるごとき菌をみとめ得る｡し か も菌膿は着

色 し驚らぬ事 をみ とめたδ

結核菌の定量培養 に於 ける酸

性鶏卵培地に就いて

結核豫防會結核研究所

4加 辰次 佐波 薫
を

1緒 論 小川は先に定量培養の様に、O.1c,Qと

云ふ様な大量Qも の を、1本 の培地に植へる際

には、前虞置と、之 を植へ る培地のPHと の間に
'は 密接な關係のある事を謎明したが

、今回は、菌

浮游液を植へる場合についての實験 を述べる｡

2貿 験方法 種 々の組成の培地 を作つて、之に

純粋培養の菌株を、主溜水で稀繹 して、適當ゐ浮 .

游液となじ、其のO.1cc宛 を培養し、直ちに斜

面として、37｡Cの 艀卵器に放置 し、乾燥するの

を挨つて封蝋 し、1週 間毎にみて、畿育する迄の 触

期間及び、i聚落の数を比較した｡,一

ゼ β 成績 岡片倉培地 より第『燐酸加里 を除V・た

培地賦PHが7.8で あって、5mg>〈・10`"-iの様な

大量の菌を植へて も獲育 しない｡そ れで第一燐酸

加里が岡片倉培地では大 きな役 目を演 じて ゐ る

事、及び培地がアルカリ極である時は、獲育 しな

い事がわかる｡次 に基汁として、第一燐酸加里の

みを、種々の量に混 じて培地を作 り比較 して見る

と1%S2%が 最 もよくて、それ以下及びそれ以

王の量では、『聚落の数は多少少ぐなつた｡次 に之

等に 「味の素」を1%に 入れて見ると∴第一燐酸

加里の1%に 入つた ものは薯%に 入つた もρ より

も聚落の数が多 く、しか も岡片倉培地 よりも嚢育

がよかつた｡其 の時の基汗のPHは 、3・4で あ

つた｡次 に第一燐酸曹達 を加へて見て も、同様に

問片倉培地 よりも聚落の教が多かつた｡1%入 の

{5｡のは基汁のPHは4・2で あつた◇次に岡片倉

＼培地の基汁のPHを8・4』5.0と して種々の培地

を作り、比較して見 ると、5・0の 場合が一番獲育

が よかつた、そして8・4は 最 も獲育が悪かつた｡

最後にアルカリ性である所の、第二燐酸加里・

＼

第二燐燐曹達・第三燐酸葺達 を種 々の最に入れて

培地を作つて見ると、何れ も登育が悪かつた◎

4結 論 鶏卵培地に蒸溜水で稀繹 した菌の浮溝

液 を植へる揚合は、基汁のPHが 、随つて増地

のPHが 酸性である方が よい｡我 々は基汁の虞方

を次の檬に してゐる｡第 一燐酸加里或は窮一燐酸

曹達1、0瓦、味の素1.0瓦 、蒸溜水100・Oce、 培

地の作 り方は岡片倉培地 と同様である◇ 一

豆乳鶏卵培地に關する研究

國立宮城療養所

松 井 要

鶏卵培地の鶏卵 を節約する目的を以て畠山松井

は豆乳を主材 とし、之に鶏卵 を加へた豆乳鶏卵培

地 を考案 して、此 を昭和18年 以來今日迄使用し

てゐるが臨床上何等支障 を認めなv・｡・

(1)本 培地の虞方 ・ 、'n

大豆140瓦 より豆乳1000耗 採取

第一燐酸加里

第二燐酸曹達

重曹

ベプ トン
き

(叉 は 味 の素

グ'リセ リ ン

ラ

騒

語

畿
右重 湯 煎 上 で60分 間 滅 菌 一

鶏 卵700耗(約15澗)

2%vラ ヒ ツ ト緑40立 毛 ・

全 量180Q蝿 、
'

滅菌ガーゼにて濾過、滅菌試験管に分注する｡

滅菌 第1日90度50分 一

第2日90度30分 、

(2)豆 乳は大豆140瓦 を12乃 至24時 間水に

滲 し之 を充分摺 りつぶし水1000蝿 を加へて30

分聞煮沸 し布で濾過 して採取する｡・

(3)使 用する大豆量又は鶏卵量を虚方 より減す

ると増地の硬度が薇 じ培養成績 の劣 る めを認め

る｡大 豆140瓦 より豆乳1000蝿 を採取する場合

の豆乳の濃さに於V・ては豆乳10鶏 卵量7の 比率

の ものが培地の硬度虹に培養成績から見て最 も適

雷である｡

(4)本 培地の培養成績は微量菌浮游液培養に於
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いても喀湊分離増養に於いて もペ トラニヤニ培地
も

及岡片倉培地に比して殆んど差がな㌔%

(5)大 豆浸患液にて液膿増地 を、豆乳にて豆乳

卵白固形培地 を作 り各々に結核菌培養力のあるこ

とを謎明し本培地に於ける豆乳の役割は輩に培地

の素材 として役立ってゐるのみでないことを明か

にした糠

(6)本 培地は岡片倉培地忙比して45%ペ トラ

ニヤニ培地に比 して38%鶏 卵を節約することが

欝來、増地の輩債 も遙に安便である｡

質 問 九大 戸 田 忠 雄

kブ トンの代 りに味の素 を加えた もので岡片倉

培地と比較 した ことはないか｡

解 答

行つたことがある｡岡 片倉培地 と殆ん ど同程度

に培養成績が向上する｡

質1問 「e結 核研究所 小 川 辰 二

豆乳のPHは どれ位か｡

解 答

PH5.8位 と記憶

糞 便 内結核 菌 の培養 に就 て

慶磨義塾大學醤學部内科教室

(主任大森教授)(指導石田教環)

鈴 木 弘 造

小川氏 トリパフラぜ ン硫酸法(硫酸水は2.0%硫

酸使用)を 用ひて肺結核患者150例 の糞便内結核

菌の増養 を施行 して、次のやうな結果 を得た｡

(1)喀 湊塗抹標本上結核菌陽性の63例 中49

例(77.8%)、 喀疾塗抹陰性の87例 中31例(35・6%)

に糞便培養上結核菌陽性である｡・

(2)喀 疾培養施行の72例 中24例(33・3%)に

糞便培養陽性であ り、喀痩培養陰性の52例 中10

例(19.2%)に 糞便培養陽性例を得た事は注目に値

する｡ も り

(3)糞 便培養上雑菌汚染度は高率であつて培養

陽性率低下の主因をなし、前虞置法の改善 を必要

とす る｡
s(4)培 養集落検出日は3乃 至4週 のものが大多

撒 を占めて居 る｡

(5)糞 便の トリプ レー反鷹陽性例中臨床上腸結

核合併を考へ られ るものに於ては糞便培養全例に
ヤ

陽性である｡、

(6)糞 便内結核菌の由來は其の大多数が喀湊嚥

下によるものと思考され、小見に於てのみならす

成人肺結核患者に於ても糞便内結核菌の培養の意

義は重大であると思ふ｡｡、

結核菌用培地の改良 に關する

研究(第4回報告)v
め ら

久留米霞大細菌學籔毫
チ へ

占 部 薫 賀久財昌

中村昌弘
タ ぴ

資材 を節減 して安債で しか も從來慣用の結核菌

用培地におとらぬ性能 をもつ増地の試作 をくわだ

て種々検討 した結果 、その目的にかなうものとし

て鶏卵を全然用いないところの次のようないわば

血液加複合寒天培地 を考案することがで 塾た｡

第1燐 酸加里、第2燐 酸曹達各39｡味 の素89｡

グ リセリン24ccを 常水19に 加 えて加i熱溶解｡

これに後から加える血液(山 羊、牛)量 を加算 し

た全量にたいして各32%に なるように塞天 と2

%コ ン ゴー赤 液 と や え コ 淋 釜 で 溶 解 滅菌 ・700ti

C前 後に冷却したころ血液を100乃 至50(bc無

菌的に添加しよく混和後分注、直ちに斜面に凝固

させる｡

これをそのまs使 用してよいが、70～80｡Cで

30分すつ3同 聞歓盧置すれば雑菌の爽育がさけら

れるばか りでな く、結核菌の焚育 も豫想tzl反して

かえつて著しく良好となることがわかつた｡そ の
へ ゆノ

理由についてはまだよくわかつていない｡

なお、添加血液量は100cc程 度で もがまんで

きるがそれ以上多の方がさらに成績がよく、こと
タ

に400・500ccも 加える場合には成績最 も優秀で

あつて・このような大量を加糞るさいには味の素

を控除tて も培養の性能の低下は十分おぎなわれ

る｡一

追 加 日本盛學砺究所 入由 謙ゴ

抗菌物質の注射により喀湊中の混合感染を除却

しうるごとく・糞便菌叢や著 しく輩による事を認 一

めた｡こ れにより糞便内結核菌培養 を試みるなら
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ぱ更に良好威績 をうるにあらすや御試験 を希望す

る｡.・

離齢繊
幌
誓

た

つ

協

英

い

に

結

用

法

尾

原

蕪

鮒
桑

炭

前

性

養

活

培

結核夢分離培養前塵置に際 して少量の活性表末

を添加する私の 百炭末加前塵置法」に於ける活性

炭末の作用機韓 を考察する目的で次の三實験 を行

つた｡楓 ・ ・

第一實験｡上 清液中に愛存する結核菌量の比

較培養｡方 法:菌 浮游液及喀湊について、炭末法

及炭末を添加しない前塵置法(硫 酸法叉ばアルカ

享硫酸法)で 得た上清液に㍉各同量の活性炭末 を

加え、再び遠心 して得た沈渣をペ ト.ラニヤニ培地

に植えて菌集落数 を比較した｡成 績:炭 未法の上

清液から分離培養 した菌集落数は、炭末 を用いな

い前庭置法の上清液からのそれに比 して、著しく

少歎である｡
'第 二實験

｡活 性炭末を漉ぜた培地について6比

較培養6方 法:1%及5%の 割に活性炭末 を加え

たべ培地と普通ρぺ培地 とを用V・て、菌浮游液及

喀湊からの培養成績 を較べた｡成 績:ぺ 培地に比

して、1%及5%活 性炭末加ぺ培地は結核菌集落

の襲育に著 しい差異はない｡

第三實験｡活 性炭末 を表面に塗抹 した培地につ

いての比較培養｡方 法:喀 疾12例 について、(A)

炭末法でぺ培地に植えた場合、(B)ア ルカリ硫酸

法で前盧置した活性炭末を2白 金耳宛表面に塗抹

したべ培地に、アル カ リ硫醸洗で植えた場合、
サ(C)ア ルカ リ硫酸法でぺ培地に植えた場合(封

照)、の菌集落を比較した｡成 績;① 菌集落嚢生 日

数では、A(炭 末法)はB及Cに 比し明かに短縮す

る｡B(炭 末塗抹培地)はCに 比 し著 しい差はな

・Vle②菌集落数では、AはB及Cに 比 し著明に増

加する｡BはCと 殆んど差異がない｡

結論｡① 活性炭表の結核菌獲育促進伶用は認め

られない｡② 活性炭末の結核菌集菌作用は著明で

ある｡③ 炭末法が 菌 検 萬摩 を高め、集落数 を壇

し、集落獲生を速めるのは、主として活性炭末が結

核菌を吸着抱擁して沈澄に移行するためであらう

結核菌全血培養法よる一二の
筋

碕 究
識 東大署學部沖中内科

本 間 日 臣

1)B・C・(筑 接種量 と全血培養成績

一"看護婦生徒 「ツ」反鷹陰性者を3群 に分け第1

群はBCGO・04mgを1回v第2群 は同量宛2同 、

第3群 は同量宛3同 皮 内接 種 し、其後に於ける

康諜1謙 醐 テ爺あ蕩罧肇蟹毒轟
度、並に全血培養成績に就てかな り著明な差違が

謎明された｡今 後の推移を樹観察中である｡㍉

2)諸 種内科疾患と全血培養成績

昭和22犀10月 より沖中内科入院憲者の一部

に就き結核菌による全血培養 を施行 した｡

神経系痴患に於ては 「ツ」反鷹が陽性であつて

も全血の結核菌増殖阻止力が概して低い傾向が認

め られ た｡

質 問 豫防宿生研究所血清學部 奈 良 博

1使 用菌 株 は何 を用 ひ られ た か

解 答'

(bフラ ンク7ル ト株)を 用 ひ たo
鰍

追_加 慈 大 大平 一郎

「ツJ反磨陽性或は陰性の健康な看護婦43名 に

つきfス ライ ドセルチアー」にて結核菌の登育厭

況 を襯察するに、その菌の嚢育阻止程度は「ツ」反

慮の陽陰性に全 く平衡關係は認められない｡術 本

海を非病原性抗酸菌 として木戸黄菌「チモテー」菌

大豆(1)菌 にて施行するに何れの血液にも、之等

の菌は稜育極めて良好である｡又 之等の看護婦の

血清の結核菌抗原(フ ランクフル ト株)に よる補

髄結合反磨は菌の焚育の増減に拘一歩総て陰性であ

る(方法はワツセルマン氏原法に醸る)

一 一3■___



中村等のムチ シ培地 とそれが

微量結核菌検 出の上に示す優

秀性に就て

豫防衛生研究所

中村敬ミ 大須賀謙一 晒

奈良 博 塾

喀褻の如 き結核菌材料から菌 を培養するための

検萬培地1ζ望まれる黙は、1)微量な菌で も検出で

きる鋭敏なものであること、2)な るべ く早期に検

llSできること、3)債額が低廉であること、4)取扱

いが簡輩で、使用後の虚理などにも手数のガ病 ら

ぬ ことなどであるが、演者の考案になる 「ムチン

培地」はこの目的に充分叶テものと信する｡培 地

は牛の顎下腺から簡軍な方法でとつたムチレを主

材 とした もので、極めて輕便な液状培地である｡

叉從來結核菌の増養 にはグリセリンは絶封不可鋏

のように言われたが、ムチンがあればグリセリン

がなくとも良 く生えることを確めた｡工研enstein・

Petragaani,岡 、片倉等の培地と比較 した成績 を

見て も本培地の債値は分る｡そ の大 髄 は近刊の
・「結核」に禍載の豫定である｡

質 問 抗酸菌病嘩 所 一河西 助藏

ム チ ン培 地 の成綾 は非 常 に優 秀 で あ るが其 の封

象 の 、 岡 片 倉 培 地 の成 績 が 極 は めて 不 良 な るは何

故 か｡G,G:」 で詮 明 をす 、 と あ るSX'我 々の経 験 で

ぼGIG,,で は 「コロ ニー 」20XF300生 え るの が 普

通 で あ るか ら｡

質 問 金澤馨大 日置内科教室 近 藤 義 朗

「ムチン」溶液作成土完全 に泥歌にする爲の方法

虹に固形培地に之を用ふる場合は、菌検定の場合 一

「ムチン」溶液は例へ泥状で も腹腔内にては異物'
醇 醸

に な る様 な事 は無 いか｡｡一

同 答 中 村 敬 三

(1)「 ム チ ン」は 今 の所 固 形培 地 へ の鷹 用 は あ ま

り賜 待で きな い よ うで あ る 「ム チ ン溶 液 を検 定 に

用 い る時 は反 鷹 に よ く注 意 せ ね ば な らな い 中 性 で 噸

な い とV・け ない｡尤 も よ く とけ る爲 に初 め7.2倍 ・

に す るボ よろ しい と思 ふ｡但 し 「アル カ リ性 」 で 一

}

は攣質し易いから注意が肝要である｡

(2)雑 菌の獲育 を阻止する爲めに 「vラ ヒツト

緑」をユ0萬分の1位 に入れ 玉ばよいと思ふ｡

(3)岡 片倉増地は固形培地 として、優秀な恵の

拷 熊 ・ こ虫 は・たまたま不輔致であつた 慰

のを學げたのである｡

結 核菌 の呼 吸 に關 す る研 究

九大聲學部細菌學教室(主任戸田教授)

瀬 川 二 郎,

一Warb遭9検 歴計を用ひてSauton培 養結核菌

の呼吸生理、とくにその呼吸に及ぼす物理的化學

的影響及び各種植物ホルモンの態度につV・て襯察

した｡

實験に供する菌液調製にあたつて菌の乾温斌態

及び操作時闇の長短はその呼吸に著 しい影響を與

へ るが、PHに よる影響はほとん ど認められなか

つた｡ま た結核菌は培養第2日 においてすでに高

い呼陳能 を同復 し、第2週 から第3週 のなかばに

かけて最高値を示 し以後 しだいに減少する｡こ の

さい第2週 以後にをいでは培地Sautonを メヂゥ

ムとす る方が新鮮Sautonを メヂゥムとするもの

よ り呼吸量が大である｡使 用した9種 類の植物ホ』

ル モン3-i・・d・1Pr・pi・nicacid1000倍 溶液にk

いて比較的著 しい呼吸阻止作用を認めたほかは、で

結核菌に封 してとくに顯著な作用を示す ものはな

かつた｡

質 問 結核豫防會結核研究所 大林 容二

「ソー トン」の培養 日数の異なるものに就いて呼

吸 を測定された時に同 じ菌液申の生菌量の定量培

養試験 を行はれた事があ りませんか｡

解 答 瀬 川 二 郎

海老名氏が陳藷培養の結核菌に就て行つた實験

及びLoebelがStarvatimに 關ナる實験に就て、

述べてゐるやうに 「結核菌」はその生活環境の如

何によ?て は辱吸する事なく生活し之が結核菌の

頑強さを示す原因の一つで もあらう｡從 つて陳蕗

培養 の菌に就ては生菌籔と呼吸量が嚴密に平行す

るものかどうかは疑問である｡
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結核 菌 の脱水 素酵 索 に關す る

研 究

阪太微生物病研究所竹尾結核研究所曝

(主任 今村荒男教援)

甲｡谷 茂

ツン〈ごルグ氏法に依 り各種結核菌(人 型、鳥型

及BCG)の 脇水素酵素に關する實験を行つた｡

新鮮結核菌膿浮遊液を酵素液とし、基質として

種々の脂肋酸、オキシ酸、ヂカルボン酸、アル コー

ル、糖及 アミノ酸 等 を用ぴた結果、乳酸は最も優

秀な基質で虞に次 ぐものは焦性葡萄酸、林檎酸

葡萄糖、果糖、グルタ ミン酸及 ヒス チ ヂンであボ

る｡'

之等の物質を基質とした場合の槌色時間は結核

菌 を培養 した培地の組成の如何に依 り多少の攣動

を認める6叉 培地のPH及 培養 日激等に依 り一一

定の影響を受ける事を認めた｡、

結核菌 アゥ.F'リゴーiを 酵案液とする揚合も乳

酸 を基質とする際 に最 も速に槌色し、i新鮮結核菌

饅浮游液に約10時 闇超音波 を作用せ しむれば菌

の壇殖力は認められないに拘 らす乳酸睨水素酵素

力は可な り強 く維持されるのを認めた｡

結核菌の乳酸睨水素酵素の至適PH/は 使用色

素の種類に依 り異る｡叉 色素は電位の高い程速 に

逡元される｡'

酵素液を70｡C,10分 加熱する事に依 りその還

元力は殆 ど失はれる｡魯

追 加 結核豫防會結核研究所 大林 容二

吾々は脱水素反慮をBCGワ クチンの検定に慮

用 して居るので夫忙關する吾.々 の見 解を述べ度

い｡脱 水素反鷹は酵素の作用であ り如何なる場合

にも生菌の漕長と併行するものではない｡吾 々の

實験に依るも凍結融解その他の操作に依 り菌膿を

機械的に破壊する場合には、脱水素反慮の浩長は

培養試験に依る集落の漕長とは併行せぬ｡從 つて

之を生菌の瞼定に用うる爲には本反鷹の適用條件

に就いての充分な検討を必要 とするものを考ぺて

虐 る、

抗酸性菌の脱水素反鷹

細 撫 防會結核研究所.

績 木 正 大

各 種 有毒 結 核 菌 及 び 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 の 脇 水 素

反 慮 を調 べ 、種 々の 基 質 に 封 す る反 鷹 の特 異 性 を

検 索 した｡

供 試 菌 は 人型 菌8株 、 牛 型 菌5株 、 鳥 型 菌4株

非 病 原 性 抗 酸 性 菌9株 で 、1cc50mgの 茜 液 を用

い た｡基 質 は 乳 酸 、號 珀酸 、 蟻 酸 、グル タ ミ ン酸 こ

グル コ階 ぜ、 ア スパ ラ ギ ン、 アラ ビ ノー ゼ、 デ キ

ス トリ ン、 グ リセ リン、 グ リ コ コー ルで 、此 の 内

グ ル コー ゼは1%溶 液 、他 はMl/5溶 渡 を用 い た｡

之等は全てPH.6.8-6.9に 修正 した｡術 酸化還

元標示色素は、2-6DichlorpheuolMophe登ol

(M/500溶 液)を 用V・た｡

實験方法はチユン〈ごルグ氏法に從がいYチ ユン

ベルグ管の主室に菌液O.5cc及 び燐酸綾衝液M/7

PH6.9)O.5cc,副 室に基質溶液O・5cc,色 素溶液

05ccを 容れ排氣 して後、恒温槽(30ec)中 で雨

室の内容 を混 じ標準(加熱死菌液0・5cい 燐酸緩爾

液O・5cc色 素液O・2cc蒸 溜水98ccア と同程度に

迄槌色する時聞帥ち60%睨 色に要する時簡を測

定した｡街 別に基質溶液の代 りに同量の蒸溜水 を

用いた封照を置いた｡_

結果 と して は有毒菌中人型菌は乳酸、魏珀酸

に、牛型菌は乳酸、現珀酸、蜻酸、グルタミン酸、

グル コーゼに、島型菌 ま更にアスパラギンに封 し

ても反癒した｡術 非病原性抗酸性菌は全ての基質

に封 して反鷹を示した｡上 記の成績中、牛型菌 と

鳥型菌の闇にはアスパラギンに封する態度の相異

のみで他に著しい特異牲を認め難 く更に他の基質

に就いて検索すべ きである｡

使用菌株の数は術少なく一般 的な結論を下すに

は充分ではないが、以上の成績により｡此の方法は

抗酸性菌の各型鑑別の一助た り得るものと思はれ

る｡'一

6
結核菌阻止性ガスの硫究

束大隠學部沖中内科

北本 治 長澤 潤
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襲に當教室北本 ・長澤 ・本間が昭和22年 第44同

日本内科學會に於て螢表 した研究の其後の成績 を

報告する｡本 研究に於ては當時畿表 された 騒 シ

ロール」「ベ ンツオ繭ル」「メン トール∫ヵプリン」

酸の各揮獲ガスの影響 を確認すると共に、更に「エ
ーテル」及各種濃度の 「エチルアルコール」揮嚢

ガスの麟核菌畿育阻止葬用及琶各種ガスを一定時

間毎日作摺せしめた結果 を検討した｡ガ スの種類

によつては(例 へばキシロール、エーテル、ペン

ツオーノ」)聞 断なく曝露しな(と も、毎 日6時 間

曝露で結核菌磯育 を阻止する事が認められ、諸種

濃度の酒精揮磯ガスでは20%以 上の酒精に限止

力を認めた｡又 各種 ガスが結核菌睨水素酵素に及

蔭す影響に就てツンベルグ管法を用ひて検索中で

ある｡

逡 加.・ 蓮 藤 繁 清

私 も大連南満洲保養院在勤當時種々の揮獲性物

質の結核菌磯育阻止伶用並に殺菌作用を研究 した

が 「エーテル」及 「エチールアルコール」の作用

の顯著なる事 を知つた｡其 他は 「ホル了リン」瓦

斯と略伺等であ奄 然 し 「ホルマリン」は人髄に

使用 し象るが 「ヱーテル」は使用し得る事な既に

百 日咳に用ひ來れる事にたいしても、明かな故「エ

ノーテル」を結核性疾患の治療に用ひ得るかと考へ

多少試みた｡最 も顯著であつためは結陵性撰孔結

核性膿胸等であるら附言致 しますが、エーテルは

結核菌のみならす肺炎菌、化膿球菌其の他の球菌'

族や 「チフス」赤痢等の桿菌族にも作用する二夫

等の事に關 して昭和17年 頃の日本馨師會雑誌に

私 と助手深川茂學士の名で獲表した｡

追 加 京大結核研究所 辻 周 介

私 も演者の南考へと同檬に、ガス髄を結核の治

療に用ひ得ゐ と考へ 目下各種の有機溶媒に就て實

験 を行なつてゐるが、ある動機によつでメタクゾ

ール酸 メチー7vエ ステルなる物質に着nし 、動物

實験及び臨床實験 を施行中である｡未 だ例数少く

報告の域に達 してゐないが大髄に於ては約1ク 月

位 の持綾吸入によつて喀褻中の結核菌 を減少せ し

めるが うかがはれる｡此 物は毒性に關 しては京大
、

藥理學教室に於て検せ られ非常に毒性少く殊に局

所の刺戦作用の僅微宏 るもので、長期の使用に耐

え得るものである尚参考迄に附嘗するが此物は百

日咳に甫ひて甚だ有奴であり15例 に於て100%

に吸入後1週 聞 に て 百細 咳が治療する事がわか
セ

リ、今年の小兇科學會に於で京大平田博士 より報

告壱られてゐる｡此 の事 より考へても,斯 かるガ

ス療法なるものが氣道疾患に封 して有数なるもの

なることが明かであると信するげ

結核菌呼吸代謝 に及ぼす諸種

藥劃の影響に就て

東大醤學部沖中内科教室 ・
・ 北本 治 吉用政己

福原徳光

從來用いられ、又現 在も問題にされてV・る数極

結核化學療法剤が、結核菌の呼吸に封 して如何な、

る影響を及ぼすかを 「ワールブルグ」槍歴計を罵

いて測定襯察 した｡

使用菌は、岡片倉培地に3乃 至5週 闇培養した

人型結核菌 「フランクフル ト」株 を使用し、菌浮

・游液は 「ソー トン」培地により作製した｡

槍査に用いた藥翔は、「カプリン」酸、「ロヂン」

酸、「スクアリン」、「プロミン」、及び一「ス トレプト

スライシン」等である｡

著者等は、此の實験に於て上記藥剤の結核菌の

呼吸に及ぼす影響を時闇的 並びに定量的に親察 し

た｡そ の抗菌性伶用の強弱 を知ると共に、結核菌

に封する化學藥鋼の敏 力判定 を、・短時間で而 も時

間的経過 を追つて親察 し得ることは、結核化學療

法剤め將來に、或る種の示唆 を與へるものと思考
がな

した｡・

=追 加 瀬 ル珊 三 郎
ゆ

私の植物ホ!レモンの結核菌呼隅に封する影響は

1書 夜乃至3書 夜作用させた もの も短時間作用さ

せたものに比べて著 しく差望認めなかつた｡
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脂肪酸,油 脂,テ ルベン,精

油,フ ル フO一 ル誘導髄の結

核 菌に鮒する試験 管内殺菌及

び護育阻止作用の費験

東北雰畢抗酸菌病研究所

.佐 藤正二郎 齋藤悌ミ
ノ

佐 藤 正弘 遠藤英夫

殺菌作用は菌浮游液に藥i剤(水 溶液 文は乳剤と

して)を 加岱、室温24時 闘作用後・1白 金耳宛、

岡片倉培地に移植、6週 培養、襲育阻止作用は、

1は ロツケvン 攣法培地に藥鮒を加へたものに、

菌苔移植、3週 培養 、その2はWrightのSletle
き

¢ell¢Ulもure法 に よ り、12日 培 養 、 成 績 の判 定

は 菌 焚育 乃 至 は増 殖 を奎 く見 な い 濃度 を以 て 、 そ

の藥 剤 の鼓 力 を現 は し孝｡瓦

實 験 成績 、1)一 盤 基 性 飽fn脂 肪 酸 中Cs～C、x

の もの殺 菌 力 、阻1L作 用 大 な るも 、盤i或は エ ステ

ル 化 す る時 は そ の作 用 著 減 す る｡2)オ レフイ ン系

テ ノ〆 ミン類 中殺 菌 力 、阻 止 作 用 共 に大 な る は 、 そ

の 酸 類(ロ ヂ ン酸 、 ヒバ 油酸)に 之 を見 る も、 ア

ルしデ ヒー ド、 アル コー ル類 に は伶 用 大 な る もの を

見 な い｡3)テ ル くン類 に は 、3法 何 れ の 方 浅 に よ

る も作 用大 な る もの を見 なV・が 、 αKピ ネ ンに就

て は 、3法 共 左 旋 性 の もの 右 旋 性 の もの よ り作 用

大 で あ る｡4)精 油 に は阻 止 作 用 見 るべ き もの な い

が 、殺 菌 力大 な る もの あ り｡(薄 荷 油 、ユ ー カ リ

抽)｡5)フ ル フロ ール 誘 導 髄 には 阻 止 作 用 強 力な

もの多 く、 フル フ ロ ール ーβ一ナ フ チー ル ア ミ ンは
e

100萬 倍 の阻 止作 用 を呈 したが 、-Sletlecellcultur

法 で は 作 用 大 な る もの な し｡殺 菌 力 は フ ル フ ロ ー

ル の 側鎖 に 一COOH基 を導 入 した もの に見 られ た

(焦 性 粘 液 酸 、 フ ル フ ロー ル 、 ア リリー μ酸)

6)4種 の 謄 汁 酸 化合 物 に は 殺 菌 力 全 く認 め られ な

い が 、阻 止 作 用 あ る もの あ り｡7)油 脂 申楡 油 が 殺

菌 力 大(5,000倍)で 、SletlecellcUltur法 で1ま大

風 子 曲 .(400X)が 阻 止 作 用 を示 した｡8ン 脂 肪 酸

誘導 髄 中試 験 管 内殺 菌 及 び 阻 止作 用 の獲 現 に は ▼

遊 離 ℃00H基 の存 在 が 必 要 條件 の一 で あ る と考

へ る｡し

ノ

結核菌の獲育に及ぼすかび類

の作用に就て

東北大抗酸菌病研究所
'佐 藤 正 弘

約150株 の糸歌菌を分離した｡其 の大部分は瞬

片倉氏培地に結核菌培養中迷入した ものである｡

而 も大宇が糸歌菌の爽生の爲結核菌の獲育が阻止

されたと考えられるものであつた｡即 ち此の段階

で有敷株の選串が可能と考えたわけである｡實 験

方法としてば、糸猷菌をLeckemann氏 攣法培地

に7～10日 間、25～30｡Cで 増養し、菌蓋と培養

液 とに分け、結核菌に封する獲育阻止力を検索し

た｡菌 蓋に就ては生のま 転す りつぶす方法と、乾

燥粉末 芝する二方法を用いた｡

之等の菌蓋や培養液 をLockemaltn氏 攣法培地

.に培養稀繹 し100｡C1時 間滅菌 して、人型結核

｡菌(佐 藤菌)を 培地に浮上 さぜ37◎Cに 保ち獲育

歌況を観察 して阻止力の強弱を決定した｡

又之等糸歌菌の13株 につ き結核菌と葡萄状球

菌雨菌にi封する螢育阻止の比較實験 も行 つ て み

た｡以 上の實験成績から次の事が考えられると思

う｡(1)岡 ・片倉氏培地に迷入し結核菌の稜育を

阻んだと思 はれる もの に有敏株が非常に多い｡

(2)菌 蓋と培養液の結核菌嚢育阻止力は平行せぬ

こともあ り從つて培養液の槍索だけでは不充分で

ある｡(3)葡 萄歌球菌に封するよりも結核菌に封

して獲育阻止力の著しい糸歌菌が存在する｡庇 ゐ

事は抗酸性菌 とい う特殊な菌にのみよく作用する

糸状菌の存在 を思はせる｡

上記の實験の結果私は結核菌に墾する螢育阻止

力の大 きな籔株の糸歌菌 を磯見 したが其の中の一卿

株 を豫報的に報告する｡本 株はAspergillusflaV-

us-oryzaegroupl(囑 し、寧ろAsp2rgillu弓oryzae

に近V・ものと思はれる｡結 核菌に封 して培養液で

400倍 稀繹、乾燥菌蓋では1000"倍 稀繹で完全に

獲育を阻止す るδ此の培養液1000c.c.(PHIe7.0>

を2%活 性炭に吸着させ85%ア セ トン200c.c.

に振燈移行させflash-eVaforat0rで 分別すると濃

縮水溶液を得る｡此 の乾燥物は10萬 倍稀繹で阻

止力を示す｡濃 縮液をpH=・3.0と しエーテノ・に
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鱒溶すると其の乾燥物は50萬 倍稀繹で完全に結

核菌の螢育を阻止する癖

植物生長素の結核菌獲育に及

ぼす影響 、

九大醤學部細菌學教室

戸田忠雄i阿 武壽人

演 者 等 は(め 「ヘ テ ・ キ シ.¥」 、(2)β 、「イ ン ド

ー ル ・プ ロ ビオ ン」 酸
、(3)β 義「イ ン ドー ル 」酪

酸 ・(4)7-・ 一「カ ル ボ キ シ」 妥 「イ ン ドー ル 」 酪

酸(5)鈴 「ナ フ タ リ ン」 酷 酸 、(6)↑ フ エ ニ ー ル 」

酷 酸 、(7)py-「 キ ノ リPt7v」-a-「 オ キ シ プ ロ ピ

オ ン」 酸 警達 ・(鋭 キ ノ リー ル日 アク リー ル」酸

《9)py・ 一(W-一 「トリク ロPtル 」α∫オ キ シJ)「 プ

ロ ピール キ ノ リ ン」 等 を用 ひ
、S・C｡C・ 法 に

よ り此 等 植 物 生 長 素 の結 核 菌 の 焚 育 に 及 ぼ す 影 響

を観 察 し、更 に(4)、(7)及 び 「バ ン トテ ン」 酸

に就 て は 、之等 を種 々の 濃 度 に 「ソー トン」 培 地

に 湘 へ て 、結 核菌 の 獲 育 に及 ぼ す 影 響 を槍 査 した｡
ぴ

海狸の健内に於ける弱毒人型

結核菌の蓮命 に就て

阪大竹尾結核研究所

深 田 茂 男

璽大竹尾結核研究部に於て、肺結核患者喀綾よ
り分離せる強毒人型結核菌 を、昭初9年(1934年)

以來、カルメツ ト氏培地に纏代培養に依 り、弱毒 ・

化せる結核菌、並に同 じく昭和9年 以降、「グ リセ

リン」量 を漸減し、途に 「グ リセリン」を含有せ

ざる塞天培地に纏代培養に依 り、弱毒化せる人型

結核菌及び其の原株、BCG〈 竹尾株)強 毒人型菌

株を、海狸に接種したる後、一定期聞毎に該海狽

を厨殺、其の臓器を無菌的に探 りκ{し、滅菌乳鉢

にて、よく磨 りつ ぶ し、5%硫 酸水にて前虚置

後、遠心沈澱 し、其の沈渣1白 金耳を岡、片倉氏

培地各3本 宛に増養、獲生せる集落数 より、該結

核菌の海狸膿内に於ける蓮命を研究せ り｡

貿験成結｡工.上 記方法に依 り得たる弱毒人型結核

菌が、該菌接種せる海猿の各臓器 よの培養法に依

り詮明し得る期間は大膿接種後4ク 月前後な り｡

2.カ ルメツ ト氏培地に縄代培養せる菌蛛はボ

3%「 グリセリン」寒天纏代培養せる原株に比 し、

-t般に焚生せる集落数少 く、殊に2ケ 月以降に於

て顯著なり｡身 ｡-

3.上 記弱毒人型結核菌は、海狸禮内に於て、

BCG(竹 尾株)に 比すれば、より長 く生存する

様な りげ
の

縫代培養 により弱毒化 せる人

型結核 菌の自鼠及び二十 日鼠

に於ける態度(第 玉報)

阪大微研竹尾結核研究所

野 村 巖

當研究所に於て昭和9年(1934年)肺 結核患者 よ

り分離せる張毒人型菌を爾來5%牛 謄汗加馬鈴薯

培地に織代培養 し、弱毒化せる人型結核菌(以 下・

弱毒菌株 と略総)及 び封照 として同株 を"3%グ リ

セ呪ン塞天に纒代培養せ し菌株(以 下封照株 と略

稻)等 の白鼠及び二十 日鼠に於ける毒力並に動物

通過による毒力復麟實験 をなせ り・實験方準とし

ては毒力實験は白鼠にあ りては主 として右下肢静

肱内」/10礒 並に10厩 接種にて1、2、4ケ 月後

脱血死せ しめ其の剖見所見により、二十日鼠にあ

りては脳内1/10庇 接種にて主 として其生存期腸

に毒り毒力の程度を判定す、動物通過による毒力

復館實験は白鼠にありては右下肢皮下に10耗 接

種 し、1ケ 月後剖見、その肺、肝、脾臓 を無菌的

に採出 し滅菌乳鉢にて良 く磨砕 し硫酸前虚置後遠

心沈澱 し、その沈渣1白 金耳を岡｡片 倉培地に分

離培養し更に一代3%グ リセリン寒天に培養後再

び次代白鼠の右下肢燦下にその10踊 を接種す、爾

後各代毎に交互に繰返 し毒力復齢せ るや を槍 せ

り、二十 日鼠にあ りては麟内1/10既 接種により

1ク 月後剖見、その臓より白鼠に於けると同様の

方法にて培養 し次代に移す、以後はすべて白鼠に

於けると同檬なり、尚常に封照 としてBCG(竹

尾株)を 使用す｡

以上の實験によ り現在迄に得たる域績は、

1・ も之等弱毒菌株の白鼠並に二二十 日鼠に封する
ノ

毒力はBCG(竹 尾株)と 略同様なり｡

2・ 白鼠に於ける病攣は10囎 接種によりて も

1/10既 接種ぜ し場合 と略向様の結節形成を示し
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又数 ケ月朋観察するも乾酪化を認めす｡

3・ 二十日鼠に於ける毒力は平均生存日数8δ日

にして樹照株の平均25日 に比し著明に減弱す｡

4.白 鼠皮下接種並に二十 日鼠臓内接種により

動物通過にて現在(4代 乃至5代 迄)に 於て毒力

同復を認め難 し｡

'AB菌 虹 青 幽B菌 に就 て

竹尾結核研究所
お

.佐 多 保 之

(1)菌 株の由來

青山B株 は鯨染病研究所より分與されし人型結

核菌にし℃3%グ リセリン塞天上に培養さるcr'

AB株 は前記青山B株 を昭和3年 以來5%「 グ

リセZy'ン」カr牛謄汗馬鈴薯培地上に纏代培養 し昭

和22年4月 にて260代 に至れ り｡

(2)一 般生物學的性駄

増 養形態染色性抗煮沸性等に就 き實験せるも一

般結核菌 と大差なし｡

(3)毒 力R験

皮下及翻脈 内に各々O.1ing.10.Omg.を 接種せ

るにAB株 及青山B株 は共に滅毒し殊にAB株 は

病憂甚だ輕微である6

淋巴線全般の攣化 もAB株 は輕微にし'Cr内臓の｡.

憂化は爾菌共肉眼的攣化を鋏 くものが多いが特 に

AB株 は攣化が少V・｡尚 肺臓に於ける攣化は特に

AB株 が輕微である｡

(4)冤 疫費験

AB株3%「 グ リセ リン」馬鈴薯培地に25日

培i養せるものを第1同O.01mg.O.lmg.及1.Omg

を青山B株 はO.Olng.及O.lmg.を 右鼠膜部皮下

に接種 し40日 後強毒…人型菌(高 鉾菌)0・001mg・

接種75日 後剖験せ り｡第2同 は雨株のO.05mg.

を皮下接種し40日 後強毒人型菌(高 恒菌)O.01

mg.接 種70日 後剖槍せ り｡1、2同 共に相當な

る免疫効果 を認む｡り

/

(5)動 物通過實験

通過は籔代に及んだが世代 と共に病攣の増強す

る如 き徴は認められすロエーメル氏反磨 も3代 目

以降は陰性にて内部臓器に も進行性病攣は全然認

めす｡

(6)概 括"

AB株 は元菌株青山B株 に比し毒力著しく滅弱

し且つ相雷なる免疫力を保有するも街毒力冤疫力

共に8CGに 比し稽 々劣れる感あり｡

rツベル クリン』活性因子の硫

究(其 のr)

いソ』活性因子の生艘内代謝 に

關する實験的硫究.

國立東京第二病院内科(院長西野忠次郎博土)｡

.佐 藤金住 永島慶子 、

糟谷伊佐久

既 に1919年WILDBOLZに 依 つ て獲 表 され

た所 謂"Eigeaharn-reaktionl,,は 、 ツベル ク リンge

様 物 質 の 尿 中詮 明 と云 ふ 黙 で 吾 人 の注 意 を惹 く｡

此 の 研 究 は其 後 、多 数 の 研 究 者 に依 つ て 追 試 を受 、

け た が 、其 の結 論 は、 賛 否 半 ば す る歌 況 で 未 だ 一・

定 しなV・｡思 ふ に方 法 論 的 に 言つ て 、 ウ氏 の 原 法

力㍉ 尿 を原 容 量 の ヲ三〇に 濃縮 して 、直 ちに 之 を注
な

射すると云ふ様な比較的原始的な操作によること

自燈が、その成績 を不明確にしてゐるであらうこ

とは想像に難 くなV・｡

予等は目下 「ツ」活性因子の免疫化學的研究に

從1事してゐるものであるが、このツ活性因子の生

髄内に於ける代謝と云ふ観勲 よりして、ウ氏反慮

の本態を検討する必要 を感 じ、次の實 験 を行 つ

た｡

(A)憲 者及健康者の尿をa定 の化學的操作の

下に盧理 し、ウ氏友慮の活性因子 を軍離し、その

「ッ」特異性を槍討すること｡

(B)實 験的に健康動物に薔 「ツ」を注射 し、

その前後に於ける尿中の 「ツ」活性因子の浩長 を

人罷皮内反慮を用ひて槍討することの こ二者 で あ

るξその成績は次に要約される如 くである.邸

實験(A)一 結核患者及健康者1「 ツ」(+)及 びき り

「ッ」(一)者}の 尿 中 よ り抽;liし た 燐 脂膿 翻 分(P)

を以て、患者及健康者に封して皮内反感試験 を施

行 したのに、患者及 「ツ」(十)健 康者の尿よ参得

たる(P)は 患者及「ヅ」(十)健者(當 該春に最 も彊

い)に 陽性に現はれるが、「ツ」(一)健者の尿より

」iL37_



得たる(P)も 陽性に出ることがあろ て、此の黙特

異性に疑義 を残す◎

實験(B)一 一耳静脈内に(プ ロ]駈1.25c、c.の 薔

「ツ」)を注射 した健康家兎の尿より得 られた(P)

は 「ツ」(+)者(健 康者及患者共に)には明瞭に陽

性であるが、注射前の尿中の(P)は 全然陰性で、

此の鮎 「ッ」反磨 と瞭かな平行 を示す ことが知 ら

れた｡

結 論

(1)結 核患者及 「ツ」(+)健 康者の尿より抽

田された燐脂艦翻分による陽性皮膚反慮は、常に

は之 を 「ツ」活性因子に よるものと同定し難い｡

(2)實 験的に健康家兎の静脈内に薔 「ツ」を

注射すれ ば、その活性因子は24時 間後に明瞭に

尿中に之が存在 を設明することが出來る｡

(3)故 にウ氏反慮の活性因子 を、喧に「ッ」活

性因子 とは同定 し難いが、少 くとも、結核症の進

展の或 る時期 を限 り、「ツ」活性因子が尿中に出現

し得るものであるとの推定 も可能であらう｡

附言として、かのヴィタカンフアー、或は性 ホ

ルモンの研究方法のアナロギーとしての、尿の槍

索に よる 「ツ」活性因子の生燈内代謝の研究は、

今後、尚綾行さるべき意義 を有する問題であると

考へる｡

吸潜 に よるツベ ル ク リン活 性

因子 の 分 離法 につ いて

阪大醤學部第三内科

伊藤政鞠 多田秀夫

20分 闇の操作 中最初の10分 間にて愛液には殆

ど皮膚反慮物質がな くな り、清失し難い泡沫部が

最 も強い反鷹を呈する｡・ へ 瀞

(3)起 泡分析 を三同繰返 した成績

100c.c.よ り最後の泡沫「3¢・¢.を得た｡最 後の泡

沫部が最 も反鷹強 く相嘗濃縮 された事 となる｡

250c.c、を操作したものも同様である｡

(二)種 々なる吸着剤を用ひた吸着
＼

(1)振 鑑法 ・

吸 着剤1gLに 「ツ」培 養 演 液IOc・c・ を加 へ 振 盈

、後 、遽 ひ濾 通 し皮 膚 反 慮 を比 較 した｡「 ツ」吸着 能

は血 炭 末 、 骨 炭 末 、漂 白土 が 強 く、 「カ オ リン」、

硅 藻 土 、酸 化 アル ミご ウ 今の 順 に 弱 くな る｡「 メ

チ レン プ ラ ゥ」脱 色 試 験 を行 ふ と 血炭 末 、漂 白 土
へ

幽 「カ オ リ ン
」、骨 炭 末 、硅 藻 土 、酸 化 アル ミニ ゥ ム

の順 に弱 くな り、 骨炭 末 の外 は 「ツ」の 場合 と大 饅

平 行 に あ る｡

PHの 影 響 は 、PH8.6--6.2-5.6、 と酸 性 に 傾 く

につ れ て 「ッ」吸着 能 力が 強 い｡.

(2)濾 過 法 、「ク ロ コ トグ ラ フ」を行 つ た｡

窺カ オ リン」及 び 硅 藻 土 は渡 過 困難 に て 、 又酸 化

アル・ミニ ウ ムは濾 液 に可 成 皮 膚 反 磨 物 質が 萬て 不

適 で あ る｡ζ

漂 白土 を用 ひ 「ク ロマ トグ ラ フ」 を見 る に、 色

暦 は 肉眼 的 又 は紫 外線 に よる も見 分 け難 く.・5等

分 して その 各 々 につ い て 皮 嚇 反 懸 を見 る に最 初 の

暦 に反 態 物 質 が 多 い｡

(一)起 泡分析による吸着.

(1)「 ツベルクリン」は「グ リシン」加 ソー トン

培地 より得たるもの を用ひた｡装 置はオス トワル ・

ドの原著により微研大谷教室の装置を使用した｡

「ッ」培養濃液の5倍 稀繹液100c・c・をPH4・0に 於

て起泡分析 し、泡沫部 より14c・c.を得た｡礎 液は

皮膚反慮 を呈する物質に乏しく、泡沫部に大部分

が移行した¢

「ツ」培養濾液のまs、 叉はPH5・6に 於ては理

液にも皮膚反懸物質が相當量残 り起泡分析條件と

して不適當である｡

(2)趨 泡分析の時間的槻察

ツベルク リンの製 法に關す る

研 究.

京大結研細菌血清學部

白 石 正 雄

國際聯盟法に從つて標準「ツ」に力便 を合せた各

種の「ツ」の力便は種 々の原因か らして動接する｡

即ち結核菌培養櫨液PHは 「グ ・プ」・培養にては

培養世代により酸性或はアルカ リ性に動揺するに

反し 「ソー トン」培養にては殆 ど常に酸性に一定

してゐる｡更 に次の如き 「ツ」製法にて「ツ」 を作

製する時濃縮蒸溜分 瑳,D,及 びD'3のPEが

「グ ・プ」培養にて非常に動揺するが、「ソ」培養に

ては一定 してゐる｡從 つてDs,D3}Dtsが 「ツ」
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P宜 動揺の原因とみられ且無蛋白「ツ9の性欺一定

してゐる利黙がある｡文 培養 日歎によりPH曲 線

を追及してみて も非常に憂動する｡之 も原因の一・

と考《 られる｡

結核海狽畿赤反慮にて各種「ゾ」製品を比較する

に感染早期程力贋の相違が著しいが感染の進展と

共 に差を認めな くなる｡亦 致死反懸及び腸管過敏
へぢ

反 慮 も共 に 皮 膚 反鷹 解併 行 して 進 展す る｡海 猿結

核 感 染 早 期 の 皮 膚 獲 赤 反 慮 にて は70｡-80｡C濃

縮 「ツ」は104｡C濃 縮 「ツ」 よ り も楕 強 い が次 第 に 、

現 の差 は認 めな くな る｡人 型 朝 倉株 に て培 養 日歎

30日 と50日 との 間 に 「ツ」力 債 の 差 を認 め す 又菌

髄 と共 に濃 縮 せ る「ツ」と培 養 濾液 の み の 濃縮 「ツ」

との聞 に も差 を認 めな か つ た｡更 に 「ソー トン ・

ッJと 「グ ・プ｡ツ 」と の闇 に も差 を認 め なか つ た｡

ジ ベ ル グ リ ン 製 法

ユ0一ユ2週 結核菌培養⑲.

滅 菌濾過

1一__
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阪大第≡三内科

多 田 ・秀 夫

菌髄成分 と代謝産物とを分ける場合には菌艦分

解 なるべ く少 ぐするために・培養…日数 を10～12

週間より6～8週 間位の方が適當と考へる｡

解 答

京大結研

白 石 正 雄

結核菌培養長日経過後菌艦 自家分解の介入し來

るヒとは勿論であるから、30日 ～50日培養 をも吟

味した 「ツ」Aは 濃縮の際菌膿物質を煎へてゐな

い「ッ」Bは菌鯛物質を加へて濃縮 してゐる相違が

ある♂

新 ツベ ル ク リン に就 いて

澁谷研究室

馨學博士 澁 谷 娩

助 手 原 山 こ と み

余等は超音波装置を用ぴ、人型結核菌(フ ラン

クフル ト氏結核菌)を 完全に溶解 し、之 を以て多

数の人艦にツ〈ごルクリン反懸 を検査 したる結果 フ

氏結核菌、三週間グ リセリン肉汗培養菌1csx、1mg

菌溶解液反鷹は魯 ツベルク リン(北 研千倍液)に
一致する事をみた り｡余 等は之 を志賀、澁谷ソペ

ルクリン原液 と名付けんとすq

本方法 を以てするときは、ツベルクリン力債を

毎常同一且正確になす事 を得δ故に余等は之を以

て國際ツ{ごル クリン標準液 となさん事を提唱せん

とす｡

次に予等は本結核菌溶液より、Lデ アリーぜ

液、2.リ ボイド液、3.含 水炭素液(多糖類液)

4.蛋 白質液 とに分つ事 を得Y目 下各液の性欣拉

にアンチゲ ン能力を検 しつ 、あ わ、而 してこの際

余等は蛋白分離液 としてB-lnd◎1y1-Essigsause(メ

夫レク製畿育ホルモン)の 他の如何なる除蛋白剤 よ

りもその力債に於て働れ、人髄動物に封して無害軍

なるを知れ の｡参

精 製 ツベル ク リンに よ るマン

ー トーn反磨(第3報)

傳研第三研究部

山 下 照 子

さ き に私 は武 田教 授 の 精 製 ツーごル ケリン(フ ラ

ク チ オ ン1)の 傳 研 製 薔 「ツ」2000倍 稀 繹 液 に 相

,當 す る 力 贋 はO・43γ で あ る事 を決 定 した が 、この

適 確 量 即O.43rと｡そ の 掌 量9PO.12・5r、 磐 「ッ」2000

倍 と4000倍 との 稜 赤 の 大 さ を同 一 の 「ツ」陽 性者
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に 就 て 比 較 す る と、精 「ツ」は その 比 率1.74で あ り、 赤40加m以 上 を示 す もの は 極 少撒 で あつ た の で

奮 「ツ」は1.15'で あつ た｡

然 る に 同 様 の 事 を精 「ソ」0.437'と その4倍 鐙 即

1・72r奮 「ツ」2000倍 と500倍 ・を比 較 す る と、螢

赤 の大 さは何 れ も1000倍 に近 付 か す その 比 率 は

精 「ツ」懸1.48、 艀rツ 」1.24で あつ た｡・この様 に

「ツ」の 濃度 と褒赤 の 大 さが 必 す し も比例 しな い理

由 に就 て は將 來 の 研 究 を要 す るが 、 この實 験 に よ

り精 「ソ」が 奮 「ツ」に 比 し鏡 敏 度 の 高V・事 が實 諦 さ

れ た と思 ふ｡

次 に 、蕾 「ツ」2000倍 に よ る陰 性 者 に 濃 度 を増

し、蕾 「ツ」500倍 と精 「ツ」1.72γ とで 再 検 す る

と、 陽 性 輻 化者 が 奮 「ツ」は13・0%で あ るに封 し、

精 「ツ」は 遙 に 多 く、45.8%で あつ たが 、 この事 は

注 意 す べ き事 で あ り、 又 用 ひ た精 「・ソ」は非 特 異 反

懸 が殆 ど除 去 され て ゐ る と見 倣 して よい もの で あ

る か ら、陰 陽 の基 準 は や は りこの 場合 もO.43γ の

時 と同様 に して 差 支へ な い と思 ふ｡

叉疑 陽 性=者に 濃度 を2倍 に して 、即薔 「ツ」1000

倍 と精 「ツ」O.867で 再 検 して も陽 韓 者 の 数 が 薔

「ツ」と精 「ツ」とで 鯨 り大 差 が な い の で この場 合 も

500倍 に 相 當す る1.72ア を用 ひ た方 が よい と思 ふ

が 猫 實 験 を重 ね たV・｡

又陽 性=者に醤 「ツ」4000と 精 「ツ」0.125γ とで

再 検 す る と陰性 とな る者 と然 ら ざ る もの とが あつ

た が 、.こ㊧事 は 綱膿 の ア レル ギー を考 慮 に 入れ 玉

ぱ何 等 か の 意 義 の あ る所 見 が 得 られ るか もしれ な

い が 、この 揚合 も陰牲 とな つ た もの精 「ヅ」82.1%、

薦 「ツ」6.25%で 精 「ツ」の 方 が 成績 が 明 瞭 に現 れ

た｡

質 .問

阪大第三内科

澤 村 邦 彦

/

その質問には答へ られない｡

2.検 査方法は同一人の左右前騰に精「ツ」と菖

「ツ」を同時 に皮内に準射 した｡済

3.BqG接 種 を受けた者 も混在 してゐたが受

けていなV・者之の畿赤の大 きさの度数 分 布 は精

「ツ」と藷「ツ」に於て大差を認めなかつた｡

追 加
ノ

,傳 輪 研

武 田 徳 暗

.演 者の研究目的の一部は精製「ツペルしクリン」の

力債 を測定するにあつた｡た めに蕾 「ツペ井クリ

ン」の2000倍 に相雷する部分 をます決定せし故

御質問の如 き弧き濃度は使用しなかつた｡街 被槍

者が大膿健康者であるため・此の濃塵に於ては御

話の如 き40m温 以上の焚赤ゐ 現はれた るものは

極めて少数である¢叉濃度 を奮 「ツペルク リン」

の500倍 に相當する量 を使用 したが被槍者が珍000

倍にて陰性なるものに就て調べたる故稜赤 の非常

・ に大きV・ものはなかつた｡

Tetiabrompbiuolplittialeineitny盤r

stu・Kaliumと ツベ ル ク リン力贋(豫報)

九大細菌學教室 、

武 谷 健 二

1.精 製「ツ」の畿赤が比較的早期爽現 し、しか

も其れ を持績する即獲赤が安定である事は既に私

共 の獲表したT460に つV・て も同様であつたが此

の事は如何なる程度の高濃度 まで認められ るや・
◎ ・

解 答

1.被 検者は健康な國民學校生徒であるため畿

Feigl及AngerはTetiabromplieuolph七taleiR

ま

ettTylestu-Kalium(以 下 丁.BP.E)の 蛋 白誤 差 を利

用 して 自然蛋 白 質忙 特 異 性 を もつ 徽 重 呈 色 反 懸 を

提 唱 した｡こ の 反慮 は蛋 白 全分 子 に よる もので 一り

定の基や蛋 白構成々分によるものではない｡こ の

反慮の際の色調は蛋白質のある濃度では濃度に比

例して攣化する｡そ れでツペ井ク リン(以下「ツ」)

のTB｡P.E.,反 慮呈色度郎ち自然蛋白量 と力便 との
ジ

關 係 を調 べ る た め次 の實 験 を行 つ た｡一

ソ・一 トン味 の 素 標 準 「ツ」の 各 稀 繹 度 に於 け る呈

色 度 をPbetom3terに よ り灘 定 す る と10x～80x

の闇ではY-'饗9ニ ー α に吸光係数とつ燗

示 す る と直 線 的 關 係 に あ りO・671x十y=5・57な る

式 で 表 わ され る⇔PHに よ る呈 色 度 に郵 す る影 響

を調 べ る にか な り著 し く試 料 は正 確 にPH7｡Qに し
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て 實 験 を行 つ た 石 炭酸025%、0｡5%、1.0%を 加 み 次 の結 果 を得 たび

えて も影 響 は ない｡先 づ 力債 検 定 に就 て 標 準 「ツ」と比 較 した虞 最 も

爽 に 各種 試 料 「ツ」 のTβ 」}E呈 色 度 及 び 強 い 力債 を示 す もの は、 グ ル タ ミ ン酸 瞥 達 「ツ」で

Xauthoproteiu反 懸 呈色 度 を測 ゆT.B.P、E.呈 色 次 に グ リ シン「ツ」、 アス パ ラ ギ ン「ツ」で 最 も弱V・

度 の 標 準 「ツ」に 封 す る倍数 に懸 じて 稀繹 して 人髄 力債 を示 す もの は 、 アラ ニ ン「ツ」で あつ た ◇

皮 内反 磨 を行 つ て 實際 の 力 債 との 關 係 を調 べ た｡保 存 に 就 て は 、 グ ルタ ミ ン酸 曹 達 「ツ」 を用 ぴ

S1016,S57,S93,(Sは ソー トン味 の素 混 合 「ツ」)・ て ぜ 一 レ ンゼ ン氏 法 に從 ひPH6・0、7・0、&0の 緩

N201.N501・(N蔭 ソー トン味 の素 輩 濁 「ツ」)で 衝 液 及が 生 理 食 盤 水 を作 り、之 れ をO.25%石 炭 酸

は よ く一 致 す るがS515,S521,N502,で は 一致 を加 えて 「ツ」 を稀繹 し、氷 室 内 、室 温 ・艀 卵 器

せ す 、又CIO1,C201,C502,C820(Cハ ソー ト 内 に保 存 して 力便 の動 遙 を比 較 検 定 した｡保 存 容

ン、 グ リ シン軍猫 「ツ」)も 全 く一 致 せ す 實 際 の 力 器 は キル クにて 密 栓 しその 上 をパ ラ フィ ンにて 封

債 の方 が 強 かつ た｡じ た る もの を用 ひた ◇
'以 上

の事 か ら ソ品Fン 味 の素 「ツ」相 互 間 で は 自 氷 室 内 に保 存 せ る もの に て は 、4ヶ 月 に於 て ・

然 蛋 白量 は 「ツ」力 債 は あ る程 度 平 行 す るが 、 ソーPH8・0、7・0及 び 生 理 食 盤 水 に て 稀繹 せ る 「ツ」

トング リ シン「ッ」とは平 行 せ す 、 ソー トング リ シ に は攣 動 を認 め なか つk｡7ク 月 に於 セ はPH

ン「ッ」は 力便 に比 例 して 自然 蛋 白量 が 少VbとV・ ふ 簿7・0、8・0の 「ッ」の 力 贋 は保 存 され て居 たe

.ことが いへ よ う｡確 實 な こと は更 に例 数 を重 ねて 又 室 内保 存 にて は・4ク 月 搾 てPH6・0の み 賃 下

報 告す る｡し7ヶ 月 に て は何 れ の 「ツ」 も力債 は低 下 して 居●
た｡轡

又 同様 に37度 鰐 卵器 内 に20旧 聞放 置 ぜ る も

、の に就 て 見 る と
、PH7.0、&0のrツ 」 の 力 債 が保

存 さ る 』を認 めた｡

一 質 問

阪大第三内科

多 田 秀 雄
の

Photometerを 用ひて蛋白呈色反慮を検するの

に 「ツ」が酸性になると潤濁 して測定上困難なら伽

すや｡

解 答

九大細菌

武 谷 健 二
'N

TBPE反 慮の際10錯 酸によくPHは4・4～5・6

位 となり而 も濃度大なるもの程PH高 くなるが こ

の際認むべき沈澱は認められないから特別の麗置

は講 じなかつた｡

♪ 無蛋 白ツベルクリンの力 便検

定 と保存に關する實験的研究

九大聲學部細菌學教室'・

戸田忠雄 池尻禧朗

私はグ リシンぐグルタ ミン酸酋達ぐアスノ汚 ギ

ン及びアラニン加無蛋白培地から作つたツペルク

リンの力便検定 と保存に就て學童に皮内反懸 を試
偽

ツベルク リンの理化學的性質
窟

(第4及 第5報)

國立療養所刀根山病院(院長渡邊博士)
阪大理學部化學教室(指導赤堀教授)

.山 村 雄 一

阪大理學部化學教室(指導赤堀教授)

笹 川 泰 治

1)人 型結核菌の無蛋白培地培養濾液に水蒸氣

蒸 溜 を行 ひ 、溜 出液 に2.4一 ヂ ニ トロ.フ ェ ニ ル ヒ

ドラヂ ン を作 用 せ 巴めて その ヒ ドラ ゾ ンを得 た｡

此 の 物 質 は緋 紅 色針 状 結 晶で あつ て 融 殿190｡C

綴 そ総 ンアルデヒド?ヒドラ終 よ
2)上 記 水 葬氣 蒸 溜 々禺 液 、 ク ロ トン ア7Lデ ヒ

ド及 び 之 に 馬 血 清 又 は ヌク レィ ン酸 ソー ダ を添 加

一した 物 を用 ひて
、海 漢 蚊 に 人腿 に就 て ツ〈ごル ク リ

ン皮 慮 反鷹 を行 つ た の に 、 ツベ ル ク リン と同様 な

皮慮 反慮 特 異 性 を示 した ゲ

一4ユ_一 ・ 蔑
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追 加

o國 立東京第二病院内科

糟 谷 伊 佐 久

私の研究 を追試撞張せられたることに封して深

き興味と敬意 を表する｡周 知の如 く「アル ドβルヨ

は配化によρて 「ク・ トンアルデヒー ド」に攣化

する故に得られた 「久ロ トンアルデヒー ド」が本

來の結核菌の代謝物中にそれ自饅としてあるか叉

培養巾又は水蒸氣蒸溜中に二次的に生するもので

ある｡今 尚研究 を重ねるべきと思ふ｡

質 問

東北大學抗酸菌病研究所

佐 籐 正 二 郎 し

ツベルク リン蒸淘液 を探取するのに水蒸汽蒸溜

の方法を探 られた理由は如何｡水 蒸汽蒸溜法によ

れば普通「ツベルクリン」を調製する際の濃縮の右

法と絵程條件が異 り普通の方法では出てこないも

の も蒸溜 し來るのではないか｡

質 問

億 紀研

武 田 徳 晴

1演 者のいわれた化學的物質の 「ッベルクリー

ン」反磨の力便は何程なるや 「ツペルクリン」の 磯

皮虜反慮物質は極めて微量にて作用を有するので

之が徴量で も混在すると屡 實々験成績の誤認 を起

捷 め注意すべき事と想 ふ｡

2演 者が 「ッベルクリン」様反慮の言葉 を使

用されたが貫の意味の 「ツベルクリン」反磨と如

何檬に異るや疑反鷹にあらすやと考ふが如何｡
　 ゆ

「ヅ(εルク リン」の有効因子の研究上マ重要なる

こと故精密に検査iされた成績の報告を承 り度い｡

解 答

1「 ツベルクリン」様皮膚反慮 とは 「ツベルク

ジン」の特異性 と類似の反慮を示すが完全に 「ツ

ベルク リン」反慮 と断定幽來ないものを云ふ｡

2分 離 したる物質はヒドラゾー ンなる故此の

ま 蕊にては 「ツベルクリ/」 様皮膚反慮 を検する

事は出來ない｡溜 出液の力便は極めて弱いものと聴

考 へ られ るの

ツベルク リン多糖鰻について

販大醤學部第三内科!

伽藤政}澤 村邦彦

荒見三郎

主 と して 物 理 的分 離 方 法 に よ り得 た資 料 に就 て

實 験 を試 み た｡

1P1劃 分 一rグ リシ ン」加 ソー トン培 地 培 養濾

液 中の 「A"iンゾール 」 可溶 性 物 質 を抽tt4後1/1Q

溶 に 濃 縮,硫 酸 「ア ムモ ン」 を以 て 盤 析 更 に 残液

をPH.7.0に 就 て350分 電 氣 泳 動 を行 ひ 、 吹 い

でPH.4.6と し 「カ オ リ ン」吸 着 を2同 繰 返 へ し

培 養 濾 液 の 濃度 に 迄 濃 縮 す｡

A｡呈 色 反 慮 及N含 有 量 ・

ピ ウ レッ ト(一)ニ ン ヒ ドリ ン(一)キ サ ン トプ ロD

テイ ン(一)ア ダ ムキ ー ウ イツ ツ(一)坂 口(士)バ ウ

リ(昔)モ ー リ ツ シユ(昔) ヤ
100c.c.中N含 量9.9mg.・Wt

B.ピ ノ ツ フ反 窓 吸 光 曲 線 、 吸 牧 波 長575、

、・476｡

C.生 埋 學 的 反 慮

イ 、 人髄 皮 内 反 感
ら ノ

P、100倍 稀繹 液O.lc.c.皮 内接 種48時 間 後判

定 司陰 性
ヘ

ロ、實験的結核梅猿に封する毒性並病竈擁大阻

止作用

強毒結核菌高恒菌1/loomg腹 部皮下接種10日

後 より、1週 間目毎に4同PiO.5c.c.注 射ぜ る海

狸剖見例｡一

肝内、脾臓、肺臓及接種局部に於て封象に比し

病竈輕 きを見る｡P接 腫により死亡せす強毒結核
ゆ ヒ へ

菌 高恒 菌1/leeemg.腹 部 皮 下 接 種 海 獲 た 於 て 菌接

種 前 後PIO・5c・c・ を十 数 同 接 種 せ る剖見 昭例 に於 て
}

も大髄前記と同檬の所見 を得た｡

P1中 のNが 如何なる結合に於て含有せられて

ゐるかは今後の研究にまつべ きものである｡樹P墓

が結核海猿に封 し憲性 を有 さす寧ろ病竈披大を阻

止する傾向あるは注目すべきである｡
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1活 性炭 を利用 しPH4;6と なし吸着せる場

会超泡分析法を利用せる場合等に就て も研 究 し

た｡蝋

結核菌及其の培養濾液 よリ得

たる多糖盤の呈色反磨の分光
瀞學的検

討 響

阪大竹尾結核研究所

伊藤政一 庄司宏
'

「ソー トン」攣 法「グ リシンぜ力曙 地6週 聞ナ議 の

青山B株 、BCG,及 鳥型結核菌(但 し6日 培養)の

「ツベルク リン」自髄或は加熱及非加熱の培養濾液
さ

並 び に菌 髄 抽 禺液 を歴 酸,三 蜷 化酷 酸 「アル コー

ル」及 「エ ー テル 」にて 塵 理 し得 た る多 糖 膿(此 の物

質 は もはや 「ビ ゥ レッ ト」、「ニ ン ヒ ドリ ン」「バ ゥ リ

氏 ヂ ア ゾ」 「坂 口」の 諸 反 慮 を皇 さなV・)に 就 き「ピ

ノ フ」氏 反 磨(ア ル フア ー ナ フ トー ル 、濃 硫 酸 反

確1)を 行 ぴ 吸牧 「スペ クbノ レ」を石 英 分 光 窩 貫 機 に

て 検 し 「ハ ー トレイ 、 ペ イ リー」 氏 法 に 從 つ で 吸

牧 曲 線 を描 け り｡○

實 験 成 績 絡 括

1)青 山B株 に 關 して は極 め て 明 らか に570卑 μ

附 近 に吸 牧 帯 を認 め其 他470,420mμ 附 近 に 、計

3掴 所 の吸 牧 帯 を認 む｡

2うBCG,鳥 型 菌 は相 似た る 曲線 を描 き570,

470hnPt附 近 に吸 牧 帯 を認 む る も420mμ 附 近 の も
穐 演

のは 認 め難 し｡

3)「 ツ〈s～レク リン」自艦 或 は濾 液 、 歯髄 に 由 來

す る多糖 艦 の間 に は吸 牧 曲線 上 に は特 異 な る相 異

を認 め得 す｡

-4)吾 々が 「ッ〈ごル ク リ ン」作 製時 に加 ふ る程 度

の熱 に ては 曲線 上 に攣 化 を與 ふ る程 の 多糖 謹 の攣

化 は無 き もの 玉如 し｡

5)「 パー5レ イペ イ リー 」氏 法 の適 用 に關 し更

に正確度の検討を要するものな りガ

反 覆「ッ」注 射の 「ッ」反 鷹 に及

ぼ す影 響

新潟醤大柴田内科教室(主任柴田教授)

鈴木 寛 小林直彌

身髄一・定部位に反覆「ツ」注射 を施行せる場合、

該部に現れる 「ツ」反慮の攣化、及び同樹構部位

に同時に 「ツ」反鷹を施行せる場合べ爾者の聞に

現れる 「ツ」反慮張度の差異に就て観察 した｡.

實験方法｡2000倍 薔「ツ」液O.1ceを 皮内に注

射 し、焚赤の短径を「ツ」反懸強度の規準とす｡

實験成績及び結論

1)反 覆「ツ」注射部位に於ける24及 び48時

闇値の比較

A)從 來全然「ツ」反鷹を施行せ ざる部位に初み

て「ツ」反慮 を行ふと、24時 聞値よわ48時 聞値の

反鷹及び陽性率が大である｡然 るに種々闇隔 を異

にし同一一部位に撒回反覆 「ツ」注射 を施行するとX

いすれ も初回注射時 とは逆に24時 聞値の反鷹が

48時 聞値のそれよりも大 となる｡

B)以 前fツ」注射 を施行せる部位に 「ツ」反慮

を施行すると、24時 聞値が48時 聞値より大 とな

る｡かsる 例に毎月1同 合計4同 反覆「ツ」注射を

施行すると、24時 聞殖は48時 間値より大となる ・

が、雨者の反鷹の大 さ及び陽性率は著 しく低下す

る｡.

巫)反 覆 百ツ」注射部位に於る 「》」反慮の攣

化 、

A)24時 胴燈は初同「ヅ」注射時に最小にして、

再注射時は其の闇隔に依 り非常に強 くな る場谷

と鯨 り攣化の無V・場合がある6併 しそれ以後反覆

「ッ」注射に依 り段々弱化する｡

B)48時 間値は反優「ツ」注射 を施行する毎に

弱化し、短期闇に頻回反覆「ツ」注射 を施行すると

殊に著明である｡

皿)反 覆 「ツ」注射部位 と同封構部位に於る反磨

ρ差異 騨,

各注射部位に於て別個に上記の如き反慮を呈す

る故に、雨部位の 「ツ」反磨にな反覆 「ツ」注射

の聞隔、同数に依 り琿々の差異が認められる｡斯

る差異は殊に 「ッ」反慮強き場合著明にして、弱

き揚合は殆んど認められなV・｡

之 を要するに同一部位に於る反覆 「ツ」注射の

「ツ」反懸に及す影響は相當大なる故、從來から
一般に行はれて居る「ツ」反懸測定方法は再考の絵

地あるものか さ思はれる｡
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追 加 豫 研 柳 一濯 謙

BCG及 び 「ツ〈sルクリン」反覆注射部位に近い

ところにツベルクリンを注射すると,そ れと封象

的の部位に行つたッ〈ごルク リン反慮 よ抄良 く反態

がおこることは私共が昭和16年 にはじめて爽見 し

た事實である｡そ の原因について多 くの研究者の

研究の結果それはBCGの 接種及び ツ〈ごルクリン

注射に 原因するものであることが明かになつた こ

とは欣快にたえない｡私 は、この事實は細菌冤疫

學上局所冤疫の部類に入れて論すべ きものと信す

る◇

追 加 梶 豫防會 熊｡野 好 治

BCG接 種集團に就て同様反覆の影響を槍討し

大罐同様 な結果を得た｡麟

身盤各部位に於けるツベルク

リンに封する反慮性の差異
陰

結核研究所

小 池 昌 四 郎

麹澤博士其他は数年前BCG接 種後の 集 團 で

・「ツ」反慮爽赤の大きさに左右上肢で著るしき差異

があることを偶然の機會から獲見したが其の原因

に就いては不明であつた｡吾 々はこの事實に基 き

以後研究を績けたので其の一部を獲表する｡

1.研 究封象集團は6ケ 月前に左前朧に2000倍

奮「ツ」O・1ccを注射して陰性である者に左上騰外

側にBCGワ クチン0ユcc(O・06mg)を 注射 し・1

ケ月後及2ク 月後の2同 に渡 り左前騰にドツ」反懸

をして経過を見た全員BCG接 種者の集團である｡

BCG接 種6ク 月俵左右前騰及左右上 縛外側(即

BCG接 種部 と封象部位)に 同時に落「ッ」1,000倍

液O.1ccを 注射して獲赤、二重爽赤の大きさ及び

硬結の有無 を24時 聞48時 間 と時間的に追究 し

各部位の大 きさの度数分布表 を相關々係であらは

し比較検討 したΦ

2.成 績と結論 イ、獲赤の大 きさに就いては

BCG接 種局析の反懸は封象他 側部位の反慮 より

も著 るしく大 きい｡即BCG接 種局所が原因の一

つ と思へる｡併 し「ツ」を酬 司注射 した左前騰 と右

前騰とを比較すると左前騰の方が大 き込｡こ のこ

とからすると「ツ」の注射部位 も相當差異に關與す

ることがあると言へ る｡

,ロ、硬結に就いては、前縛に於てはBCGツ ペ
ぴ

ルクリンを潅射 してなV・側に硬結 を鰯れる数が多

い｡左 右上搏では大差がなbo叉 上騰と前 聴とを

比較すると24時 間、48時 聞に上聴の芳に顯著に

鰯れる｡以 上のことはBCG接 種部位、「ッ」の注

射局所 とも關係が有るやうな所 もあるが上縛 と訪

瞬と組織學的の相異に相當の原歯が有ると思ふ｡
ハ、二重稜赤に就いては獲赤の場合 と全 く同糠

であるが24時 聞値では左前騰郎「ツ」を頻 同注射

した部位に極めて顯著に認められる｡.

又上騰のBCG接 種部位でも同一傾向が見られ

るが「ッ」の接種部位の方がより顯著に見られた｡

即BCG接 腫部位と「ツ」注射部位 と雨方とも關係

があると思ふ｡

ツベ ル ク リン皮 内 反癒 の 生態

顯 微 鏡 的観察

千葉冨大石川内科

北 條 龍 彦

ツ〈ごルクリン皮内反慮 を精細に研究する目的を

似 て生態顯微鏡を使用之を観察 した｡'

傳研製魯ツペルクリン2000倍 稀繹液及び同封

照液O.1ccを 健康者蛇に結核性患 者23名の前臆屈

爾中央皮内に同時に牲 射雨部にツエーデル油 を一一

滴々下、撰 大60～100倍 、深変4mmに 調整、

遷時逐日的に長きは4週 間に亙 り獲赤の各位置、

獲赤の周邊部及び正常部等を鏡瞼した｡徽 察勲は

主 として毛細血管の攣化で蹄係数の囎 減,蹄 係の

撰張度,血 流の遅速、蹄係の形熊の攣化及び潤溌

度、乳嚇下血管の朕況、基晦色調等である◎ ・

弾陽性例に於ては毛細血管の攣化顯著で特に蒼

白部に於ては24時 間前後に蹄係数は減少、蹄係

は狭小とな り乳嚇下血管の漕失と共に動艀脈爾脚

は漸次不明とな φ僅かに其の頂勲見得るに到る⇔
き

血流は促進するが流血.中赤血球少き所見がある｡

即ち滲出現象極めて著明で表皮及び表皮下の攣化

大且蹄係は結締織の膨化によつて燃迫されている

と推定される｡6日 日頃より乳嚇下血管現はれ蹄

葉
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・係の屈曲は著明である｡出 血拍t流停止を起せる例

に於ては登赤は濃赤色を呈し蹄係数は増加、蹄係

著明に搬張、恰 も蹄係は麻痺 した如 くに見菱る｡

血流 は24時 聞で一部蹄係が停止且輕度の出血が

認められ36時 聞で全蹄係が停止、48時 に於ては
o・部血流再開72時 聞で全蹄係が再開し嵐｡即 ち

血流は反磨の強度に從ひ永久的血流停止 よか一時

的血流停止及び血流綾徐等種々の段階があると推
藩

定される｡二 重畿赤部の攣 化は輕度の充血の所見

で血流は促進するが其の他の攣化は著明でない｡

陽 性度 を減するに從ひ毛細血管の攣化も亦漸次

聾度とな り険性者及び蜀 照液注射部に於ては5時

間r-10時 間に血流輕度に促進するのみで他の攣化

は殆んど認められなV・｡

以上よリツベルクリン反懸は反懸最高時に於て.
ノ

結締織の膨化の爲毛細血管の歴迫象が認められる

黙、輕度の血流停止及び出血の認 められる黙等 よ
も り

り血管性攣侮を主髄 と玄る攣 化であ り、登現時聞

に於て逞延するがアルツス現象と極めて類似の反

慮 と見徹 されるo

海｡、

蜜験成績

(1)市 内、澹線、僻村に於ける2000倍 反懲

獲赤値の0.2乃 至4粍｡5乃 至9粍 に於ける各陽

性轄示率は次表の如 くである｡

＼二千倍

反懸 0 2-4粍 5--9粍

市 鞭内 10'z/%jx8'5.% ・9・6%}

醐 聯 10.2% 2z4%
r"i
　

ウベル クリン反鷹陽性韓示 率

に就 て

・阪大第三内科

洵盛勇造 弘末元勇

堀本渚治郎

昨年7月 本學會近畿地方會に於て河盛は 「ツペ

ルクリン」皮内反磨紅於て警 「ツ」2000倍 稀繹液

により疑陽性叉は陰性を示す者の内、100倍 液に

よつて瞳かに反鷹 を呈す蚤 者の率(之 を陽性韓示

率と名附 く)が 大阪市内學童 と大阪府下農村學童
ね

に於て差異のある事 を認あて之を報告 した｡其 後

奈良縣下に於て奈良市内學童 、奈良大阪間沿線農

村學童及び都市 との楽通が著 しく不便な農山村學

童の三者に於て同様の實験 を行つた｡

實験方法は第1日 に欝ツ20∞ 倍液による皮内

反慮を行ひ第3日 に判定 し、焚赤9粍 以下の者に

薔ツ1∞ 倍液及封照 として濃縮「プィヨン」の100

倍稀繹液により皮内反鷹 を行ひ、第5日 に判定し

.嚢赤の直径が封照液による獲赤郷 を控除して1糎

以上を呈す るものを取 り、陽性韓示率、を算 出 し
響

僻村い 切い 叫 23.5タ6

邸ち市内及浩線に於ては犬差を認めぬが僻村に

於ては一般に低率で、殊に1000倍 反慮値4粍 以

下に著 しい差異が認められる⇔

(2)市 内及沿線學童に於ては年齢と共に陽性

韓示率は漸次上昇 を示す｡一

(3)約 一年前にBCG接 種 を受けた學童に於

ては陽性轄示率は高 く、91S;leに婁OOO倍 反慮値5乃

室9粍 に於て著 明である｡
＼ ＼

肺結核患者のツベルクリン皮

内反磨に關する研究

=.(第 二報 種 々なる稀縄度に依 ろ 珍ベル
グ リン反懸及 びツベル ク リン刺戟閾に

就 いて).

國立大阪顧泉療養所(院 長貴島定和博士)

高 木 善 胤

療養所入所患者及看護婦職員等総計700例 に

100倍 、1000倍,10,000倍 一一一1億 倍乃至それ

以上のツベルクリン稀繹液 を用ひて反 慮 を観 察

し、次の結果 を得た｡

1.稀 繹度別獲赤度敏分布｡千 倍では20～30

粍 を山とする軍峰曲線 を示 し1萬 倍では12～20

粍に山が移動する｡10萬 倍以上では0～3粍 に大

きな山が現はれる｡.

2・ 病症別獲赤度数分布¢分布曲線は輕、中、

重症の順に左へ移動(反 懸減弱)す る｡

1萬 倍陰性は重症 末期が大部分 を占め強陽性は

輕症に多b｡何 れの病症 も11～20粍 が過雫数 を
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占める｡腸 、喉頭結核の合併 あれば反慮弱 ぐ、輕

症に して骨結核合併あるは反慮強 し｡肋 腹膜炎滲

出期は反鷹弱 く、恢復期は彊い｡

3・ 病型別反慮度分布｡硬 化性、壇殖性、混合

性、滲出性の順に反慮減弱 し、肺門結核は概ね反
な ガ ジ

慮強V・｡経 過良好な者は反慮強V・｡

4・ 各稀繹度と反懸強度の關係｡稀 繹度を高め

るに從つて減賜する反懸の様相は逸減型最も多 く

若干ゆ急減型(前期型及び後期型)と僅少の逆行型

を見 る｡

5.ツ ペルクリン刺戟閾｡10-6瓦 最 も多 く重

症になる程、刺戟閾高V・◎ 、

6.1萬 倍「ツ」反と「ツ」刺戟閾 との關係1萬

倍で0～4粍 の者は刺戟閾10-4瓦 最 も多 く、5

～10粍 では10一 、11～20粍 では10一 δ、21粍 以

上では10二7瓦 多 く雨者闇に可成の相關 を認む｡

7・ 赤沈と「ツ」反 との關係 全患者総計では著

しき相關 を認めぬが、輕症では「・くJ反強 く赤沈遅

延め傾向夢 り、藍 末期では「ツ」反弱 く赤沈促進

の傾向を認む｡,.

「ツベ ル ク リン弓 「バラ レル ギ

'隔」(第 一報)

師阪大聲學部第三内科

伊藤政一 澤村邦彦

或る種の念性疾患の場合に見 られる一過性 「ツ

ベルクリン」(以下「ツ」と略す)「アネルギ」」の機

序に關 して余等は斯る急性疾患の病原艦が「ツ」と

何等か共通の或ひは類似の毒素産翌 し爲に一過性

に脱感作が惹起 され居るにあらすやとの着想の も

とに〔1〕腸「チフスJ菌其の他2、3の 細菌が培養

液申に 「ツ」檬の皮膚獲赤物質を産生するや否や

〔2〕腸 「チフス」菌培養濾液に結核海狽の「ツ」皮

内反慮 を脱感作する能力あ りや否や に就き槍
ノ

索 を行 つ た｡

實 験 方 法 及 成 績 腸 「チ フス 」 菌 、普 通 大 膓 菌

らプル セ ラ」 「バ ラメ リテ ン ジス」 及び 「ズ イ
ヘ

ス」を 「グ リシン」を以て 「アスパラギン幽に代

用せるソー トン培地に培養・加熱滅菌後りシレケフ

エル ドVを 以て濾過其の濾液を使用 した｡

1)人 髄皮内反磨｡右 濾液を生理的食盤水を以

て200倍 に稀繹 し 「ツ」と全 く同様にして人盟に

接種 した成績は腸丁チフス」菌,普 通大腸菌「ブル
ち

セラゴ「バラメ リテンジス」「ズイス」の培養濾液

は何れ も輕度の疹痛,色 調が梢 ぶ柿色味 を幣びた

事・反慮の出現が多少早期であつた等ρ外は「ツ■

に極め蓄類似の獲赤、腫脹、硬結 を呈 し其の獲赤の

大 きさは多少の個性差は認めるが略}菖 「ツ」の

其に併行する｡腸 「チフス」菌3昭 間培養濾液に起

泡分析 を行つた ものでの人髄皮内反悠成績は泡沫

部に於て畿赤の大きさが愛液のそれ より大である

が硬結の度は雨者の間た差異を認め得なかつた｡

2)結 核海狽股感作試験 白色雄性の胆重300・

～450gr.の 海狼後脚皮下た竹尾研究所保存の弧毒

人型菌高恒株の1/iooemgを 接種1ク 月経過せる

｡ものを使用 した｡即 ち之を4群 に分ち、

第1群 薔「ツ」0.01c.c.隷脈 内注射群

第2群 腸「チフス」菌培養濾液O.2c.c｡灘 脈内

注射群

第3群 「ブイヨン」O.2c・c.艀脈内注射群

第4群 無虞置封照群

以上各群に封 して塵置前日及び塵置後.24時 附

経過 して「ツ」皮内反懸を實施其の登赤を比較せる

に、第1、 第2群 に於ては、著明に 「ツ」減感症

が見られるが、第3、 第4群 では塵置の前後に於

て全 く差 異を認めなかつた｡

結 論
さ へ

(1)腸 「チ フ ス」菌 、大 腸 菌 「プル セ ラ」 「バ ラ

メ リテ ンジ ス」「ズ イ ス」培 養 濾液 は何 れ も「ツ」類

似 の 反 磨 を呈 し其 の 大 き さは 「ツ」 の それ に略 玉

併 行 す る｡一
ノ

(2)腸 「チフ」」菌培養濾液 を起泡分析 した も

のでの人燈皮内反懸成結は泡沫部に嚢赤が大でみ

るが硬結の度は泡沫部、残液 の聞に差異を認めな

v、o

(3)結 核海狽に封して腸 「チフス月菌培養濾

液静脈内注射により 「ッ」皮内反懸減感症が惹起

される｡.
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抗 酸雑 菌 とッベ ル ク リ 〆反 憲

に關す る二 三の 知 見 噺

岩手馨大第二細菌學教室

工 藤 瀦 是{,

當室にて喀疾 より分離せる抗酸雑菌(抗 雑 と略

す〉中、検萬頻度多き燈黄色系株について 「ツ」

アレルゲン性、産生する 「ツ」様抗元、並に接種

結核菌蔓延阻止能力の實験 を行つた｡.

1.天 竺鼠の三群へ夫 玉抗雑生菌、BCG及 びパ

ラフィン包埋結核死菌を1mg宛 接種 し、後毎週

各動物に菖「ツ」、BCGrツJ、 抗雑「ツ」を以て同

時に レーメル反鷹 を施行するに、抗雑接種には抗

雑 「ツ」が特異的に彊い反懸を示 し、BCGrツ 」、

蕎「ツ」ね弱陽性となる｡亦BCG接 種に封 しては

抗雑 「ツ」が最も強 く反鷹 し、BCGrツ 」奮「ッ」

の順序であるが、BCG「 ツ」と魯「ツ」の間に著差

を認めない｡結 核死菌接種には魯 「ツ」が最 も強

く反態 しBCG「 ツ」、抗菊ピツ」が、これに次 ぐが

この揚合3者 共相當強 く反懸する6

2.ζ の3群 へ更に封照を加へ、前庭置後、8

週にて、入型結核菌 を皮下接種 し9週 後、臓器磨

砕培養するに、樹照群には脾肝にも相當歎の菌を

見出すに拘らす、前盧置三群は大燈、所屡鼠膜淋

巴腺に結核菌を見出すのみであ り、抗雑生菌と

BCGの 間に著差を認めなかつた｡

3.更 に抗維「NV」様抗元の1000倍 、2000倍 稀

繹液を混合集團(1400名)に 接種 し同濃度同部位接

種の標準 「ツ」と比較するに輩に襲赤の大 きさに

由る陽性率及び度数分布は略平行乃至は一致する

結果となるが、質的には差があ り、且つ個 玉の封

象では爾者間に大差のあるものが存在するのを認

める｡

以上の動物實験並に人燈接種成績よ り、抗雑の

存在は、「ツ」反懸施行に際 し、その判定 を誤らせ

る程の大なる影響は無いであらうが、嚴密には考

慮の絵地あ り、特にrツ 」反慮疑陽性の場合、抗

難の存在が ツr歪ルクリン自膿の非特異性因子とは

別に何等かの意義 を有するのではないかと思はれ

る｡亦 抗酸雑菌接種に由る結核菌の蔓延阻止作用

ほ、生菌の場合、必すしも否定出來ないや うであ

り、結核と盟質の問題に關する隠れたる後天的因

子の一として、本菌の自然磁作がある程度章味が

あるのではないかと考へ る｡

結核 ア レル ギ ーの饗 動 に際す

る皮 膚毛細 血管抵抗 の消 長 に

ついて

東大馨學部沖中内科

戸塚忠政 三上次郎

森谷藤樹

結核 アレルギーの攣動 として

1)ツ ペルクリン反慮陰性者 にB｡C・Gを 皮内

接種 した場合｡

2)「 ツJ反磨陽性者に薔「ツ」液を皮下注射 して

「ツ」病巣反慮 を起 させた場合｡

3)「 ツ」反鷹陽性者にB・C・Gを 皮内注射し

Koch氏 現象 を起させた場合｡ ."

に就て皮膚毛細血管抵抗(C-P.)を ボルペ リー氏

法によつて計測した｡

第一の場合には17名 の健康看護婦にB・C・G

を接種 したる虞、第2週 頃よりC-Rは 徐々に低

下し第4-6週 迄に著明に低下 し、第10週 頃か

ら徐々に同復の傾向を示した｡・｡

第二の 「ツ」病巣反懸時については、「ツ」反慮

陽性蓉20名 に封 し108倍 薔「ツ」液O.1～O.5c.c.

上興皮内に注射した庭19例 に於て有意な低下 を

認めた｡低 下は第2--3日 より第6、8、10日 に

至るものが過半歎 を占めて居たe封 照10例 に於
'て は注射後"a1 --2日 に輕度の攣動 を示す ものが

あつたが第3日 以後に於て有意の低下 を認めた も

のは無かつた｡

、 第三のKoch氏 現象時については・「ツ」反鷹陽

性者20例 にB・C・GO.008mgを 皮内に接種せ る

盧、11例 に於て有意な低9を 認めた｡尚19例 中

11例;c於 ては第6日 以後に於て低下を開始した｡

これは「ツ」病巣反慮に於て第2--3日 に於て低下

を開始せるに比して明らかに反慮の現はれ方が遅

い事 を示 してゐる｡又 本反慮に於てはC-P.の

低下の恢復が10日 以前に見られるに比 しB・C・Gに

よる陽韓痔に於ては数週に亘 り低下を綾嫡た こと

は初感染 と再感染 との局部の反慮の相違に相嘗 し
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C-一一Rに も長短の差がみられた事 を示す ものと考/生 腱内に侵入した異物のとる行動 と生膿の反悠

へ られ る｡

質 問 阪大第ミ内科 麹 田 憲 ミ
黛

1海 照眼 ける動揺のどの程脚 幅 を正常 と
,

認めるか勉 .
2・ ボルベ リー氏装置による測定場所 は何虞か

3・ 陰歴抵抗 と「ツ」反慮 との間に相關係なきや

解 答 東大沖中内科 戸 塚 忠 政

(1)C--Rの 攣動につbて は10%以 上のも

のを有意 と見倣 した｡.

(2)c--Rの 測定は繭狽戯 骨下皮嚇に於て検

ル左右の平均 を以て麓とした｡局

(3)「 ツ」反鷹BCG獲 赤の大きさとの間には

有意の醐係は見當らぬ｡

人 型 結核 菌 々髄蛋 白フラ ク シ

ヨン の人 盤皮 内反 篠 に就 て

(結核アレルギーに關する硯究)

東大留學部沖中内科

戸塚忠政 森谷藤樹

人型F株 結核菌 をソー トン培地に1ク 月 培 養

し、之 より菌膿蛋白フラクシヨンを抽!ilし159名

に就て皮内反悠を行っだち｡'

(1)皮 慮反鷹は本物質の1000萬 倍生理的食

鷺水溶液O・1Rli皮内注射の場合は11名 に就て行

つたが5mm以 下であつた｡

(2)100萬 倍溶液0・1耗 の場合は、148名 に.

就て行つたが、 薔 「ヅ」2000倍 液 と略 玉相等 し

い嚢赤硬結 を呈 した｡而 て148例 中薔 「ツ」反磨

陰嵐 叉は疑陽 性)で蛋白フラクション反慮 も陰性

(又は疑陽性)者 は26例 、前者が陽性で後者が陰

性く叉は疑陽性)者 は舎例、前者が陰性(又 は疑陽

幹)で 後者が陽性者は8例 であつた｡

結核アレル‡一に於ける組織

透過牲拉びに局限現象に就て

東大醤學部沖中内科教室

膣學博土 島 内 武 文

擦 醸 士 三 上 次 郎

サ の

との間に巌種 々複雑な相互蘭係が存在する｡我 々

はB'C●G菌 の蝿 内組織透過性及び結核 ㍗ ル

ギーのこれに封する影響 としての局限現象を見 る

ことによつてアレルギー現象の解明に資するこご

を考へた｡從 來動物に於みる組織透湯性、或は局
｡

限現象に就ての實験は数多 くされている整が、人饅

に於ける観察は未だ聞V・ていない｡我 々は沖中内

科呑院患額2名 に封 しツベルクリン反憲と嗣時に

O・25%ト リバン青、 トリバン青加「ツ」、「ト」青加

B・C・Gを 各O.1cc上 縛皮内に接腫しヤ「f」青の

組織内移動 を槻察 し人膿に於ける所謂組織透過性

及びツベルク リン及びB・C・Gに 封する生罐の局

限現象(Fixation)を 観察 した虞、'、'

(1)rb」 敵 よる購 の組織透灘 は女性あ

方が男性より大であ り、年齢による影響は認めら
一れなかつたが

、結核症末期の陰性アネルギーの症

例で越透過性は抑制 される傾向を認めた｡

(2)「 ツ」による局限現象は「ツ」反鷹陽性者で

は色素が注射局所 に局限 され周園に搬散すること

をさまたげられた｡こ の局限現象は「ツ」乃至「ト」

青加「ツ」反鷹の獲赤が直径7mm以 上を示す揚合

に於て認められそれ以下は認められなかつた｡こ

の鮎より見 ると 「ツ」反鷹疑陽性 と云はれる5・-

9鋤=nの 磯赤の内7mm以 上は陽性 と認 め られ

る｡

(3)'B・C・Gに よる局限現象について も同檬

に 「ツ」反磨陽性者に於て局限現象が認められ、

且 「ツ」反慮獲赤、及びB・C｡G爽 赤が7通m以 一

上に於て認められ、それ以下では認められなかつ

た｡

結核血清のチモ シー菌抗原に

封する沈降反慮

傳染病研究所第八硯究部(主任美甘義雄教授)

江 藤 武 夫

非病原性抗酸性菌「チモ シPt」桿菌の 「ア?チ ホ｡

ル ミン、エキス」を沈降原としてH.Schlotzberger

氏の法により患者血清に就き沈降反慮 を試む｡

臨床的に肺結核 と診噺 されたもの及び結核性疾

患 と關連あるものの外、非結核性諸種疾患並びに
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臨床的に健康と診断 された もの総教235例 に就て

箕験 を行つた結果、結核性疾患は比較的高率に陽

性反慮(79.6%)を 示し、非結核性のものは大部分

陰性 を示す｡

尚聯 徽 く108例)蹴 き糊 病型別にみ撃

き滲出型病竈廣簡な もの程陽性率高 く91.3%に

達し、又本反慮強度陽性のときは明かに活動性結

核 を認め略々病勢に一致するものの如きも疑陽性

には必す しも活動性結核があるとは断定出來す、

少数に於て非特異性反慮を示す ものあ り、活動性

非活動性結核の決定には至 らざれ ども結核に特異

的に反慮する率大に して結核の診断上有意義なる

ものと認められる｡・

馨便濾液の抗人血清沈降反慮

知見(補 逡)

國立愛媛療養所

竹 内 正 義
ち

襲に今村教授中谷博士は腸管潰瘍性疾憲に於け
　

る糞便濾液の抗人血清沈降反鷹に關 し獲表せ り｡

余は之 を追試 しる肺結核に於ける臨家的意義を考

察すると共に、之が實験的研究を行ひ、二三の興

味ある知見を得た 垢 實験方法は重層法に依る今

村中谷法によれ り｡成 績概要次の如 し｡

1.國 立愛媛療養所に入所ぜる肺結核患者400

名に就き、その糞便中に含まるる血清蛋白を抗人

血清沈降反慮により検索せるに、抗人血清沈降反・

癒は肺結核患者中腸結核を合併ぜるもの110名 中

105名 、95.4%、 腸結核の合併 を疑は しむるもの

122名 中98名 、、80.3%、腸結核の臨床症歌鉄除

せるもの168名 中66名 、39.3%1陽 性なり｡

2.結 核屍27例 に就 き、生前の糞便濾液の抗

人血清沈降反慮成績及びその他の臨沐所見 と剖槍

灰見 とを比鮫するに、抗人血清沈降反懸は腸結核

を合併する24例 中23例 に於て陽性にして、1

例に於て陰性、腸結核 を認めざる3例 中1例 陽性、

2例 陰性にて、その腸結核vz1於ける適中率は92・6

%な り｡ト リプ レ反鷹の適中率は77.8%な り｡

3.胃 腸の炎症 性潰瘍性疾患 を全 く否定 し得 る

者10名 に就き、その糞便の抗 人血清沈降反懸除

性なるを確めたる後、人血液を10瓦 、5瓦 、

2.5瓦1瓦 と各2同 宛経 口服用せ しめ、服用後20

時聞乃至44時 聞後の全糞便を探 り、潜血反磨、

抗人血清沈降反懸及び トリプレ反磨 を検査せ 抄δ

人血液10瓦 を経口投與せし場合は全例全同に亙

り潜血反癒、抗人血清沈降反癒及び トリプレ反慮

共に100%の 陽性率を示せ り｡人 血液5瓦 以下の

投與にては抗 人血清沈降反慮は胃液酸度の如何に

より差異あ り、年常酸変及び過酸庫の3例 にては

5瓦 の投與にて糞便の抗 人血清沈降反鷹陰性なる

忙 、無酸症の2例 にては1瓦 の投與にて も陽性 を

示せる揚合あ りた り｡

糞便濾液の抗血清沈降反慮に

就て

竹尾精核研究所

三 辱 源 三

腸管潰礁性疾患就中腸結核に關 し、糞便濾液の

抗血清沈降反磨に就て、統計的、臨林的観察文肺

結核とρ關係等考察せ し一部は既に屡 玉本學會席

上に於て報告せし所なるも、更に該沈降反鷹が實

験的動物腸管系潰瘍にて如何様に現示せらる 瓦や

に就き槍討せ り｡.

實験方法 海猿 を用ひ、1000倍 盤化「アドレナ

リン」0.3蝿 を毎日其の腹腔内又胃及腸管壁に注

射 し、各 口排出せる新鮮な糞便の濾液に就き潜.血

収 磨並豫め作製せる抗海狸血清冤疫家兎血溝 を以

て沈降反礁を検し、逐時剖見す｡

實験成績1.健 康海狼42匹 に於ける糞便濾

液の潜血並沈降雨反鷹は何れ も陰性にして、剖見

4例 何れ も腸管に異常を認めす｡

2.胃 及十二指腸部に潰瘍性憂化を形成せる10

匹の海猿中8匹 に潜血反慮陽性に現はれ喪 るも沈

降反慮はすべて陰性な砂き｡

3・ 盲腸以下に潰瘍性攣化を生ぜし5例 中4例

に潜血並沈降雨反磨共陽性、1例 は潜 血 反 磨 陰

性、沈降反慮のみ陽性なりき｡.

4.盲 腸以下に潰瘍性攣化を生 じ且胃、十1:指

腸及小腸部に も攣化を併焚せ し17例 は何れ も潜

血並沈降雨反慮共 に陽性なりき◇

5.胃 以下小腸部に潰瘍性攣化を生 じたる6例

中、小腸上方 より略 玉5分 の4以 下下方に攣化あ
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りし3例 は沈降反鷹陽性に現はれたるも・それ よ

り上方に攣 化あbた る3例 に於ては2例 は陰性、

1例 は陽性に現はれた り｡

結論 海狸に於ける實験的腸管系潰瘍に際 し、

糞 便濾液の抗血清沈降反癒は、潰瘍性攣化が、腸

管の比較的上部帥胃、十二指腸、小腸上部に在 る

ときは陰性なるも、小腸の比較的下部以下に在る

擾合は陽性に現はれ得｡殊 に盲腸以下大腸部に生

ぜる比較的輕微の潰瘍性攣化も血清沈降反慮にて

陽性に現はるXこ とを確め得た り6

結核発疫元注射に因る結核患

者の喰菌力に就て

北 研

桑 ●原 忠 貿

結核の免疫學的検査は凝集沈降補髄結合溶菌増

養等あるが其成績不安定である｡絃 には喰菌力に

就て述鱒ん｡健 康人は1%内 外動物は2%内 外な

るも稻 よ4%以 上あ りて人型菌に感染せす因て余

は猫の喰菌」曾大且人型蔚に封 し免疫犬なるに因 り

人謄に封し免疫上重要なる標準として測定廿 り然

し動物及人闇は免疫元の接種に因 り増す其壇す程

度は接種冤疫元に因て異なるは歎年前 より實験 し

た り免疫元は無蛋白「ツペルクリン」志賀 「ワクチ

ン」「ワクナール」「コガミケン」AO鳥 潟「コクチゲ

ン」生「ホモグ ネ」培養菌蕗 「ツ〈sルク ゾン」BCG

の9種 な り人艦及動物に封し喰菌の増加は無蛋白

「ツベルクリン」を第一;・とし、次に「ワクナrル 」之 .

に次 ぐBCGは 人燈では 喰菌に影響なし無蛋白

「ツベルクリン」は人艦に於ては8%内 外高 く「ッ」

反磨(十)は(一)に 韓す從來年後は喰菌下 り反慮は

(十)に韓す 「ワクナール」は喰菌高まりrッ」反慮

陰姓は陽性に弱陽性は強陽性に之は約7年 以上 も

持結す注射局部のf七膿潰瘍後一暦「ツ」反懸強陽性

と共に喰菌牽高まる同時に結核患者の赤沈及臨床

並にrレ 」線所見其他一般所見良好とな り術健康

者に於ての注射局部の化膿潰瘍形成者は喰菌高ま

る健康者は例△ 「ツ」反慮陰性 も陽性 父妹強陽性

に轄 じ共に喰菌塘 し免疫 ノ月を獲得す此のことは多

年に亙 り多数の健康者及結核慰考に就て實験 し已'

に襲表せ り｡BCG接 種後其接種局部の化膿潰瘍

形 成 者 は 喰 菌 力 多 少 は高 ま る如 し樹 目下 研 究 中 な

り 「ワク ナー ル」 に 因 り健 康 者 及結 核 患 者 に封 し

冤 疫 を附 與 す る に は使 母 方法 に依 つ て効 果 顯 著 な

り｡余 の使 用 方法 は獲 病防 止 の 目的 所 謂 健 肇者 は

「℃ 購 陰陽 賭 共 に 「ワク ナ ー ルリ1號 液 α6cc

O.8ec1.cc1.cc1｡cc次 で2號 液0.66cO.8ec1.cc

1.ec1.ccと す 感 染 者 は初 期 第1.2期 に して「ッ」

反 癒 を先 づ 検 査 し8cc以 上 の者 タ る も債1上記 感染

者・に して 陰性 者 に て も先 づ1號O・2ccO・4ccO・6GC
as0

.8cc1.cc以 降 を6同 次 て2號 液O・2ccO・4cc

(}6ccO.8cc1・cc以 降1,ccを14同 一一20同 とす｡

注 射 間 隔 ば 豫 防 治 療 共 に3日 一4日 聞 隔 とす｡注

射 中注 射 局部 の結 飾 化 膿 潰 瘍 形 域 す る も之 に 考 慮

せ す 注 射 績 行 す｡街 注 射 局 部 の 化膿 潰 瘍 は3、4

ケ以 上 の 形成 を期 待 す｡●

「ビタ ミン」ABCの 結核 患 者

に封 する喰 菌 率及結 核 免疫 元

との 比較.
∂ 北 研

桑 原 忠 賓

ABcrビ タミン」を肺結核第1期 第2駕 並第3

期患著にも、4、5日 聞の間隔にて約15同 以上

の注射 し然後患者に封 し注射前並に注射絡了後の

喰菌率及 「ツ」反臆並に赤沈臨床所見 「レ」線等

に就て實験研究したるに次の如 し｡

1.「 ビタミン」A之 れは結核患者各期共注射前
ぎ ノ

と注射絡了後の喰菌率には何等の増減 もなく又赤

沈 「ツ」反鷹及臨凍所見rJ」 線所見上何等良悪

の攣化もなぐ唯榮養欣態に多少良好又は髄重に於

て僅かの壇加を認む｡

2｡「 ビタ ミン」Bi之 もA「 ビタミン」に同 じく

結核菌に封する喰菌率其他赤沈「ツ」反慮臨床所見

及「レ」線所見等にも何等墾 化なきを認めた り｡

3.「 ビタミン」C之 も「ビタ ミン」ABに 同 く大

差なきも赤沈及榮養歌態に於て以上2種 の 「ビタ

ミン」に比して梢 玉良妊かに槻察せ らる｡

次に結核冤疫元 「ワクナーノリ を肺結核躬1期

第2期 患者に接種 したるに注射局部の化膿潰瘍 を

形成すると共に喰菌率は高まり赤沈は良好に韓 じ

「ツ」反慮の陰性は陽性 一弱陽幽 強陽性に韓 じ其
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他臨床所見及 「レ」線所見等良好乏なることを實

験せ り¢

以上の實験に因 り三種の 「ビ女 ミン」結核冤疫

に何等關係なきが如きも術以後研究を必要とする

ものなり6
`

嚇

肺結核 患 者皮 内接 種の局 所 反

磨.

(所謂非症原性抗酸性菌の入髄皮内接種第・一回報告)

日本鋼管清瀬浴風院

中 村 善 紀

所謂非病原性抗酸性菌は病原性は全 くなV・もの

と考へられてゐるが、或種の菌株は補膿結合反慮

に於て結核菌と類驕反鷹著明で結核菌と近似性 を

有すると思はれるものと、そうσなV・ものとある

ことは寺田教授及び余の既に報告した虞である｡

結核菌と冤疫學上最 も類似してゐる木戸(黄)株

と傘 く關係のない牛便67株 とを結核愚者93名

の皮内に接種して其局所攣化を48時 間、1週2 、

週、3週 、1ケ 月半、3ヶ月と観察した盧、免疫學的

に結核菌に類似 してゐる木戸(黄)株 の接種局所は

大部分に膿萢、潰瘍 を形成して6ッ ホ氏現像と全

く同 じような局所反懸を呈して、その治癒機展は

邊々としてはかどらない｡丁 度それはBCGを 接

種した時 と全 く同様である.免 疫學的に結核菌に

非類似の牛便67株 は皮内接種して も膿萢、潰瘍

を形成することはない｡
へ

陰性アネルギー患者の場合には木戸(黄)株 及び

牛便67株 共局斬反慮は認められない｡

街之等の菌の接種によつて患者の病竈反慮及び

全身反癒はBCG接 種の場合 と同じく全 く認めら

れない｡

要之に試験管内免疫反慮で結核菌に類似してゐ

る非病原性抗酸性菌木戸(黄)菌 株は結核患者に接

種した場合 も結核菌類似の局所反慮 を呈 し、試験

管内免疫反慮で結核菌に類似していない牛便67

菌株は結核患者に接種 しても、結核菌に類似 して

いない事が認められる｡

亀追 加 慈 大 寺 田 正 中

木戸(黄)菌 は私共の抗酸性菌の抗元分折上興味

ある菌であ の、此の菌の蛋白折元を以て結核菌に

良く類聡 し、類脂燈抗元を以て鼠癩菌の類脂膿と

類霧 し・抗酸性菌の抗元今折上興味ある菌 として

暑々は更に他の方面に も、研究を進めて居る｡

追 加 久留米轡大 占 部 薫

供試木戸(黄)株 の海狽に封する態度乃至病原性

を検討 されたか｡

該菌の如き所謂非病原性萄にして・菌株に よつ

ては海猿に封 して結核類似の病攣 を呈するもの 』

あることは、われわれ もすでに報告して居るとこ

ろであるが、該菌にも演者の研究の内容成績から

推して或はそんな作用があるのではないかと思は

れ る｡'

追 加 九 大 戸 田 忠 雄

木戸黄(株)は 昭和10年 度太田教授だつたか太田

原教授だつたか一寸確かでないが人癩性材料か ら
ホ

離 した菌株であるがわれわれは當時から輩なる非

病原菌株 とは考えられなV・種々の性質を持つてい

ることを知つていたが、この様な菌の本態が果 し

て何であるかを究めることは極めて大切であると

思 う｡

追 加 灘 納 群 笹 本 浩

BCG適 量(0.005既)を 皮内接種すると陰性アネ

ル《一の豫後を相當詳しく知 り得 るdi即 ちBCG

による獲赤陰性の者β豫後が頗る悪V・叉上記の菌

量 を一般に用ふると 「ツ〈ごルク リン」とV・ふ物差

では測 り得な)斬 迄精しく知 の得る事が多い、即

ち我 々は、BCGを 豫防接種 としての意味許 りで

な く結咳診断の意味に も活用してゐる◇

「血液の結核菌鰻育阻止作用」

と血液像の關係 に就て

東京慈恵瞬大林内科
'大 塚 正 八 即 '

、

本 院 入院 の 諸 種 疾 患 々者 に 就 て 、 人型 結 核 菌

Frankfurt株 に よる,Slidecellcu恥reを 行 ひ 、

該 患 者 血 液 の菌 獲 育 阻 止作 用 を検 査 す る と共 に 同

一貞血液 に よる薄 暦 塗沫 標 本 を作 製 して 血 液 像 の 検
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査に當つた心その際には疾病の種類、病勢の如何

により爾者共に動揺はするが相關的な關係は殆ん

ど見萬し得なかった｡然 し要手衛惑者 に於て衛前

後に亙 り引綾いて該検査 を反覆すると、雨者の闇

には動摘の本態的な意味に於ける直接の因、果關係

はないが、結=果的にみて、相封的な連環關係が認

められる｡即 ち150名 の例数に於て之 をみると次
も

の 如 くな る.一 ・般 に は手 衛 後 中性 嗜 好 球 は増 加 す

る◎ 特 に 幼 弱 型 に 増 加 率 は高 く、 桿 状 核 球 は非結

核 性 疾 患 で は97.0±1.70%、 結 核 性 疾 患 で は70.5

±1.87%の 増 力ntみ 、淋 巴球 特 に小 淋 巴 球 は 非結

核性 で はge・1±3・03%、 結 核 性 で は76・4±1・74% ｡

が減 少 す る｡而 して之 等 は 経 過 順 調 な る もの は3

週 に して正 常血 液 激 に 同 復 す る｡一 ・方S.C.C.の

成綾 で は 手 衛 に よ り969±1.69%の 率 で術 前 よ

り菌 螢 育 阻 止 力 は減 弱 し、3週 後78.3±4.77%

に於 て 健 康時 或 は衛 前 の 阻 止 力 に 復館 す る｡帥 ち

Leucoindexを とつ て みれ ぽ 、之 の 値 の易 進 につ

れ て 阻 止 力 は減 弱 し、之 の 同 復に 併 行 して 阻 止 力,

も同 復 す るわ けで あ る｡叉 白血 球 鹸の 動 揺 と阻 止

力及 び菌 」曾殖 力の 強 さの關 係 を、菌 の檜 殖 力 を封

象 と して ぶ る と血 液 所見 の ほメ 安 定 す る術 後2週

目 を一 例 に とつ て も、菌 歌 核球 は γ:02245±

1068・t=2・02小 淋 巴球 は
｡γ=O・5282±0・0811、t=

・-5.34と な り、 菌 檜 殖 力O増 強 と桿 歌 核 球 の増 加

及 び 菌 登 育 阻 止 力 の減 弱 と小 淋 巴球 の減 少 とが 量
な ぬ

的に も相關々係にある事 を知る｡帥 ち手術後にあ

つては患者の結核菌に封する抵抗力並 に豫後 を推

測する上には上述の如き雨者の稠關的な關係か ら

i推Lて も血液陳所見特に白血球核移動の動的襯察

を{亙に行ふ事の必要性が諒承される｡

靭感染結核 に關す る研究 畢

・慶憲義塾大學露學部内科教室

根元儀一 村」ま…逼

慶鷹義塾大學留學部附麗看護婦養成所看護婦 中

ジ反鷹陰性であつた204名 に就て昭和17年4月

から19年9月 の間に精密集團槍診 をなし、更に

22年12月 現在で精密集團槍診期間に臨床的に嚢

病 した者及び レ線學的に所見 を認めた者に就て遠

精豫後を調査 した｡粛

ノ

1.ッ 反慮陽纏者は179名(87・7%)で 途に陽

韓 しなかつた者は25名(123%)で ある｡伺 陽 轄

者中不全ブレルギーを示 した者が相當に多 く全艘

の4815%を 示 し陽博者の55・3%を 示したρ

2｡精 密槍診中の臨床的畿病者は17名 で8・3%

を示 し初期結核が多V㌔BCG接 種群の方が非接種・

群に較べて獲病率が低い｡

3.臨 床的には磯病せす レ線學的にのみ所見を

認めた奢は77名 で37.7%に 當る｡ツ 反磨陰性

で活動性 レ線所見(石 次陳胸膜勝腿i及び毛髪陳を

除 く活動性と思はれるもの)の ある者が相當多数

にあるのは注目に便する｡レ 線所見畿現率はBCG

非接種群に高い◎

4,ツ 反慮陽韓前、臨床的嚢病前、レ線所見襲現

前に喀疾培養で結核菌を詮明する者が あるが、之

は疫學上大に關心を要する事である｡之 等の検萬

結核薗に就て其の毒性を動物實験 し之 を確 認 し

た｡

5・ 臨床的螢病前・獲病は、.レ線所見畿現前及

び畿現時赤血球沈降速度が促進する者が多い｡

6・ 遠隔豫後,臨 床的登病者の焚病率は レ線所

見獲現者の獲病率に比 して遙かに高い｡又BCG

非接種群の臨床的螢病者の豫後は接種の夫に比 し

て悪V・｡レ 線所見磯現者に就て見るとBCG非 接

種群は接種群に較べて酸病牽がたかい｡レ 線所見

爽現者中活動性所見のあつた者 と非活動性所見の 豊

あつた者との聞の豫後上の差異は認められな～～

初感 染攣化 群以 外 の 肺結核 初

護 竈 の起 源 に就 て

京大結研
一 岩 井 孝 義

肺内初感染攣化群以外の肺結核初獲竈が如何に

して出現するかと云ふ問題を解決することは膝結

核引いては結核全般の臨床的及豫防的盧理に甚だ

重要であるにも拘らすあらゆる可能の場合が主張

せられて塵理の昏迷 を招來せる嫌あ り｡併 し其主

流と思はれるものを羅げると(1)欧 米ではGhon

氏等、我國では緒方知三郎博士等の血行読、(2)

歓米ではAsgmann氏 等、我國では金子廉爽郎博漉

士等の外因性再感染設、.(3)欧 米では瑞典の
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)

Ma]mro・uaEedvall我 園では斉硲 岱藏博士等の

も初感染から引績 き進展するもので熊谷博士の其氣

道読等である｡我 國に於ては熊谷読に合致する璋

例の多ヤこと及外因性再感染の少V・ことは一般に

認められてゐるが初感染原獲竈 の萬現率少い肺尖

部に陽韓後幾何 もな く、而 も初感染攣能群を認め

すに、輩 一或は多獲性の薪病竈 を生 じた場合或は

初感染攣化群の雨病竈の周園に撒布竈のないのに

遠隔の部例へば上肺野琶噸 骨下乃至肺尖部に軍一・

乃至多褒性の薪病竈の生 じた場合、或は初感染攣

化群が明かに浩失 した ことを見届けた後或は既に

石友化してゐる時、或はツ反磨陽韓後久しぐ何等

の攣 化のなかつた肺野に早期浸潤、限局性撒布竈

等の生 じた場合之等の由來 を如何に解繹するかと

言ふことである｡京 大泌尿科稻田博士は剖検的紛

計で汎蛮性粟粒結核の一部 としてでな くて23.22

%に 腎臓結核を見出し其過半藪53%に は少数の

結節だけが見出されたので肺結核の血行読を支持

するや うに思はれるが何れ も死前期を経て居 るの

で初期への適用は吟味を要する｡入 院肺結核患者

1285例 中、 血行に依る他なしと思はれる腎臓結

核1.16%、 骨及關節結核0.5%、 眼結核O.1%結

核性臓膜炎O.5%で 可成少 く、文青年期以後では

雨側全肺野性粟粒結核は可成少 く雨側上肺野性は

更に少 く扁側性は腎臓から考へて も常識からも雨

側性 より少なかるべ く、叉事實少い｡叉 慢性肺結

核を初感染より追跡観察するに大部分初感染攣化

群或は其輕快乃至殆んど漕失した と思はれる塵か

ら二段或は三段飛に氣道性に撒布せられて肺尖部

に達するも¢)であることを知 り從つて血行性は可

成意義少V・ものと考へ らる｡

結核の血行韓移の研究(抄錬)
拶 京大結核研究所

笹 瀬 博 次

1.血 行 に入 る径 路 の 吟 味 、Ghoaは1926年 、

結 核 屍100例 中 、静 脈 角 淋 巴 腺 に乾 酪 化 、8`,1,例、

血 行 播 種54例 を見 禺せ り｡Andersは1928年

蝦 以上姥 人徽 屍26例 中期 結 噺 巴

腺結核の再燃 を見出 し之が上行性のみならす下行

性徳播径路 をも指摘せ りe私 は成人12,000例 の
、

胃腸「レ」線槍査に際 し、此の下行性淋巴腺腫脹に

て幽門、十二指腸に挾窄あ りて手衛せ しもの(17

例)手 衛せざるもそれに近い病豫あbし もの(22

例)計39例(0.34%)に てこれ臨床上成人「レ」線胸

部窮翼にて側氣管淋巴腺腫脹が経験 される頻度 と

大差なき様に思はる｡

2.血 行に依る他なしと思はるる臓器結壌頻度
の

を入院肺結核患者1285例 に就き調査するに、腎臓

結核1.16%(15例)、 骨及關齢結核0.5%(7例)、

結榎性脳膜炎O・5%(7例)、 眼結核0・1%(1例)

にして剖瞼報告は何れ も之 より遙か舵高率なり｡

之何れ も死と言ふ抵抗 力の最減弱したる時期 を通

過せ しこと、叉理なきとせす｡塚 本氏の刀恨山療

養所肺結核439例 中、294例(66.9%)に 眼結核

及其の治癒痕跡を認めしは注目すべ きなり｡

3・ 更に病理解剖學的に腎臓結核 をi封象 とする

に、京大稻田氏の泌尿生殖器結核の剖瞼的諸統計

にて結核屍431例 中、剖検的に汎爽性粟粒結核所

見なく、腎臓に少籔結節だけigbll)しは53例 、其

の中、雨側31例 、偏偲のみは22例 に して前者

の方多けれども、後者 も可成の率に窺はる｡慢 性

結核は47例 あ りた り｡故 に、腎臓に100例 の結

核ありて、汎獲性粟粒結核の一部 としてでな くと

も緩 臨 行弊 職 疎 る事を禰.叉 騒

に少数の結節だけのものが漫性結核 より多粧 りし

事は斯る結節より後日何等かの機會に褒者に進展

するのでなきかとも思はる故、結核の臓器親和性

の強き肺にては荷更多かろうと思惟 さる｡

シユーブに關する臨床的観察

國立栃木療養所

松 尾 公 三

結核は除々に進行するものとは限ちす、Schu-

b3veiseセ 進み、其機韓として奮病竈の再燃、氣管

支性吸引性新病竈形成、血行性勅病竈形成の3機

轄が考へ らる｡

シユーブには必す レ線的基礎が必要であるが、

自畳的他畳的にシユープとしか考へられない揚合

に レ線上其陰影中に明確 に滲出性傾伺の檜大を譲

影轟來ない時がある｡例 へば比較的短い休止期 を

経て獲熱等を俘ひ今迄漕失してゐた陳暫病竈部に
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水泡音等の理學的所見の再現 を槻察す る事 が あ

る｡雨 も再燃のものと考へられるが レ線上滲嵩傾

向増大 を譲影できぬ{列であつて、之 を演者は症猴

性 シユープと名付けたい｡

シユープの臨床症状に就いては獲熱及之に伊ふ

熱性症歌と、結核特有の症歌とに分 ち得る｡Ne一

㎜馨mは 感冒 との鑑別に舌苔及咽頭其の他粘膜

炎症の有無 を學げてゐる｡

演者はシユ・・一プ{列を3γ 例調査し(その中症候

性 シューブ30鋼)、 次の結果 を得た｡即 、季節と

は8月 最培も多く2月11月 之に次 ぎ、膿温は38-

39｡Cが 多 く獲熱期間は不定なるも典型的の もの

は馳張 し乍 ら除 々に高熱 とな り又馳張し乍 ら除々

に解熱 しその聞10日 前後であつた｡喀 疫中菌は

前後 を通 じ陽性化8例 、ガ氏號表増加せる例8例

計16例 が繊現乃至塘加を示し、血沈ば前李 均

18.6mnが 後平均38.8mmと なD約20.2五kmの

促進を見 、26例 が促進した◇過半数は熱中に理

學的所見出現 し解熱後始めて浩失し、薄竈は有26

例で右上野に多く、左11釧 で左中野に多V、｡

自畳症朕は熱感、咳歎、喀疫増加は殆ど全部に

見 られ 、頭痛、盗汗、睡眠障宮、食慾不振が之に

績き、胸癒 血湊等は20%前 後であつた｡舌 苔

は5・4%、 咽頭其の他結膜の炎症は8.1%で 甚だ

少 く、Neumamiの 読 く如 く冥のldi?と の鑑別に

は賛成 し得る絶果 を得た｡

肺結核の躍進 に關す る臨床的

観察(績 報)

千葉醤大堂野前内科教室

菊 池 孝 之

演者は先に本會に於て、療養所入所患者中の躍

進例に就き報告 したが、其後更に例籔 を増加 し、

総数100例 に就き躍進の時期、誘因、前騒症状、

躍進時の症欣及び経過等に閥 し詳細なる観察を途

げ大要次の結果 を得た｡

〈1)躍 進の時期は季飾的に見て、春季殊に晩

春 に多 く、叉散歩閥始後1--6ヶ 月のものが、全

骨豊の46%を 占める｡

(2)躍 進時の主要症歌 としては、獲熱、血沈

値の促進、燧重の減少、喀痩中結核菌の新出現、

喀血叉は血湊等であ り、又自畳的には、食慾不i振

睡眠障碍、胸痛、頭痛等を訴へるものが多V・｡

(3)躍 進の前徴、全例の91%に 於て躍進の

1--3ク 月前種々なる前徴 を認めた｡共 内最 も多

きは血沈の促進(51%)、 喀痩の増加叉は91i現(50

%)、 微熱の出洩(48%)等 であ り、典他髄重の漸

減、水泡音の再出現、喀湊中の結核菌陽韓、時々

の血湊等が主たるものである｡

(4)罐 進の経過、100例 の韓齢 は、輕快45

例、死亡36例 、不攣13例 、塘悪6例 であるe

而 して輕快例に於ける輕快迄の期聞は平均8ケ 月

k死 亡例に於ける死亡迄の期間は平均1年2ク 月で

あつた｡
の

(5)躍 進の誘因、最 も多きは散歩、作 業、外

泊等による蓮動過度(85%)に して、次は感冒(13

%)で ある｡

結 論 療養中の肺結核患者に於ける躍進は病

猷輕快 して、散歩開始後闇 もな く起 ることが多㌔㌔

而 して其の誘因としては運動過度及び感冒、又其

の前微としては血沈の促進、微熱の嵩没等が重要

なる意義 を有する故、之等の黙に注意 して躍進り

豫防に努むべきである｡

成 人 肺結核 症 シユ 網一7に 關す

る研 究(第 二報)

'流 犬醤學部第三内科教室

貝 田 勝 美 荒 川 ◎ 洋

茅 島 孝
　

私達は営内科教室に入院 し剖槍にて肺結核 を確

認せ る症例18例 に就一ご臨豚経過、病理組織學的

並びに細菌學的検索 を行ひ次の結論 を得磁

(1)臨 豚上 シユーブと云はれるものの中には

それ と臨林的に診断 し得るか否かは別として血行

性播種が可成 りある｡そ の成因は多 くの研究に待

たねばならぬが、その際淋巴腺、特に左静肱角淋

巴腺に多鍛の菌を誰明 し得た｡/

(2)病 竈部中最 も菌 を検倒出來なヵ・つたのは

粟粒結節の塘殖型である｡、

(3)病 竈の性状と結核菌の浩長との間には相

當の關係が見 られた｡即 ち乾酪化著 しき病竈は、

太 き球菌様或は穎粒様の菌甚だ少数 を見るが、太

一51_



く短き桿菌甚だ多藪集合せるを見る｡後 考は打抜

き室洞化せる部に多い｡乾 酪化輕度の病竈は稻々

太 く長き程厭の噛散在性に少数在 ㌦ 結核結節に
・ては類上皮様細胞冒、淋巴球暦に鞘 々細 く長い屈

曲の多少ある桿状菌散在性に少敬ある事多 し｡乾

酪性肺炎竈等では園形細胞浸潤部に太 く鞘々長き

桿歌の薦撒匹東歌導なつたのが散裡性に多敷存す

る事多し｡結 締織化せる部は屈曲に富む細長V・桿

歌菌或は小顯粒を綴つた如 く淡 く染 まれる菌が甚

だ少激散在姓に存す｡

(4)組 織内菌培養成績では肺は組織内菌染色

舵て菌を見出したもの及び灘織染色にて病攣ある

もの 製より最 も高率に培養陽性であ り脾肝等血行

播種の來易 き臓器は菌 を見出さないもの及び病攣

の無いものより最 も高率に培養成績陽性なり｡

結核牲肺浸潤のレン トゲン學

並に臨床的研究
、

千葉竪大堂野前内科敏室

・ 佐 伯 得 二
　

肇結核姓肺浸潤諸型に關する學読が肺結核の治療

及蟹豫防上大V・に貢献 した ことは否めない所であ

るが、然 し最近に於ける結核病學の趨勢は此等の

肺浸潤の本態及び臨床的意義に就き再検討の必要

を痛感せ しめる｡
澄

そこで演者は数年來一定標準の下に當内科外來

及び入院患者中より結核性肺浸潤233例(其 内ツ

反慮陽韓期の明らかなるもの92例)及 び之と比

較の爲め初期攣化群47例 を選定 し、'之等に就き

各方面 より詳細なる槻察を行つた｡其 の結果、結

核性肺浸潤中にはツ反鷹陽縛朗から見て比較的新

鮮なものと陳薔なものとがあることを知つた｡前

者は其の レ線像、臨床所見、経過等から見て初期

攣化群に類似してゐるが、後者は之とは種々の黙

に於て其の趣 を異にするものがあるこ と を認 め

1た｡其 の成績の大要 を報告 し度v・｡
肇

滲 出性肺結核の研究

京大結核研究所

西 岡 諄

X線 像上多 くは一箇所稀には二箇所に概 して均

・質性ρ淡いか或は中等濃度の雲第伏の多くは小輿

性と思はれる程度の大 さ及形を有する陰影が見II{

され、而 も久 しくない以前に寓翼が撮つてあつて

・'その存綾期聞が2ク 月以内のものは絶劉安灘で多

く侭2週 朋以内に痕跡なしに浩 プこし、4ケ 月存績

した ものは其の消失に大略4ケ 月を要 し雨 も時に

は跡に繊細な網格像を遺す翼もあるが大膿は浩失

する◎か Σるものを其の特性と臨床上の便釜 とか

ら肺結核の一病型 として研究 した｡其 の大部分は

「ツ」反鷹陽性である事、結 倭菌が嬰 三謹明される

事、必しも寄生錨卵や土オジン嗜好細胞増 多症が

謹せ られぬ事、明かに他に肺結核病竈が存して居

る者に現れた場合で 愁全身歌態の良い時は矢張 り

速かに消失する事、早期治療の出來なかつた もの

は泊失に長期間 を要 し或は悪死して肺疹に進襲す

る事等より此陰影は結核性 と考べられ、多 くは過

勢等が誘因となつて居 る｡

病理解剖學的所見は死の韓麟 をとる者がない爲

知る由も無V・が、推論の結果漿液性結擾性肺炎と

考へるのが至當と思はれる｡臨q所 見 としては全

く無 良畳若 くは輕い感冒症朕を呈し赤沈確も攣化

の無V・事多 く、特異な事ほ上記のX線 所見及其の

経過である｡此 の病型の屡する病期はランケの分

類では第三期に入 砂、緒方の分類に從へば第二次

肺結核症に屡すると考へられるが、何れにして も

其の早期のものであるδ豫後は極めて良好であり

治療は安静 と榮養増進のみで十分で之 を綾け乍ら

3週 間毎に胸部撮影 を行つて漕失を確認 し更に漕
勢失迄に要 した期聞の絶封安静を守らサ る可 きで・

ある｡其 の臨躰的意義としては注『ますれば屡3遭

遇する可成 り多い ものてある事、理論的には肺結

核患者の大部分に一度はこの時期がある筈である

事、この維験 より馨師及患者に結核治療に封する

熱意 を喚起 し得る事の3っ を暴げ度い｡

Typhobaci110seと 思 ほ るs

三 例の臨 淋観察

長崎醤大舞シー内科φ(室

楠 井 賢 造 白 髭 勝 世

後 藤 正 彦 小森 宗次郎

多比良 勉
◆
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第1例｡19歳 の男子｡生 來健康で、ツ〈ぎ孕ク リ

ン・反慮 を受けた ことはない｡"昭和22年9月20

日頃か ら風邪氣味で、同27日39度 以上の畿熱,

を主訴 として外來を訪れた、理學的並びに レ線上｡

左側陳菖肋膜炎の所見 を認め、血沈69血 液中性、白

血贈 多及び核左方推移、尿ヂアツオ反園 暑臨 血

中腸 チフス菌 、パラチフス菌培養陰性であつた｡

10月7日 結核性腹膜炎診断の下に入院 したが、

その後39度 内外の弛張熱 を呈し、尊 月11日 巧

亡 した｡尚 ほ入院後 もツベルクリン反鷹は陰性で

あつた｡

第2例｡28歳 の家婦1｡姉 の1人 が結核性臓膜

炎で死亡 してゐる｡既 往歴に特記すべ きものはな

bc.昭 勅21年3月 結婚 し・昭和22年6月 から
無月経 となる｡そ の頃からギ後37.5度 、v7月 か

ら38度 以上・抽 でpg度 以上の蝋 観 ・ッ

ベルクリン反鷹陰性、白血球減少症 と尿ヂアツオ

反顧陽性なので7月22日 腸チフスの疑ひで傳染

病院に途られた｡し か し、血液、尿 、糞便等の培

養試験及びWida1反 懸並びにWei1・Felix反 磨

は陰性で、漸次解熱 したので、8月5日 治癒退院 、

した｡其 後普通の生活 をして居たが、10月 申頃

か ら咳歎、喀痩、獲熱、等が現はれ、11月13日

頃から意識潟濁し始め、碕18日 妊娠第7ヶ 月で

A工 中絶 を受けた｡同21日 結核性HkfUt炎の疑で

當科に紹介入院 したが、脳脊髄液から結核菌 を詮

明 し、定型的踏膜炎症厭 を呈し、入院後6日 目に

死亡 した｡

第3例｡19歳 の女學生、母が肺結核で死亡 して

ゐる｡ツ ベルクリン反慮は14歳 頃既に陽性であ

つた｡昭 和2Q年3月 頃から全身倦怠を箆え、7

月初旬から時々悪寒を俘ふ37度4分 ¢壌 熱を見、

雨側の肩脚、肘、及び膝醐節に痙痛 を訴へた｡其 月

頃から38度 内外、翌年5、6月 頃から39、度以

上の獲熱 を見、敗血症の疑で當科に入院した｡當

時、理學的並に レ線上左側陳薔肋膜炎の像を呈し

脾腫 を設明し、個 肢閥節は輕度に腫脹 し、痙痛が

ある⇔血中白血球減少、中性白血球増多並びに核

左方推移 を認め、血沈111、 尿ヂアツオ反慮中等

度陽性¢漁 液チフス菌並に化膿菌培養陰性◎ペニ

シリン120萬 輩位無敷飢1ク 年開弛張熱 を呈 し・

その間温性肋膜炎を起 しよ が喀湊結核菌陰性、ツ

ベルクリン反慮陰性、 レ線上に庵著攣なぐ、昭和

22年6月6日 退院 し、目下猜ほ療養中である｡

所謂 第二 次饗 化 群 に就 て

結核豫防會結核研究所

岩｡崎 寵 郎

Terplanの 第2次 攣化群に類する攣化を150燈 の

結核屍剖検例中7例 に於て獲見 した｡こ れ等7例.

め石次化 した初期攣化群は皆肺及び肺門淋巴腺に・

存するが、新 しい被包 された乾酪化竃は肺門淋巴

腺及び翻 膜淋巴腺のみにあつたもの賂 瑚 で

他の例では肺門と腸問膜、肺門と頸部或は腕門、

腸闇膜及び頸部淋巴腺、ときに鎖骨上窩淋巴腺に

も存在する6初 期攣化群がこの檬に異つた臓器に

同時に1出來ることは稀な現象であるので、之の病

竈 も外來性再感染によつて生Oた 第2象 攣化群 と

は考へ難い｡叉 肺内の結核病竈はこの病竈の成立

以前から新 しV・ものまでの種 々の移行が見られる

、 のであつて、その鮎からも第2i次 攣化群に類 した

柄 竈も内因性姓 じたと鰍 趨 である.又 蜘

乾酪化との間に明確な匠別をつけ得ぬ所見 もあつ

て、この様な淋巴腺の乾酪化は初期攣化群、晩期 ・

乾酪化以外に結核菌胆の反慮性の憂化で経過の中

途に も稀に起 り得 ると思ふ｡魂 魂

(詳細は日本臨床結核昭二三年三月號に醗表)

結 核性膿 胸に 關す る研 究

竃をして剖検上より見たる
結核性膿胸の死因について

國立中野療養所

馬 場 治 賢

過去14年 聞に取扱つた結核性膿胸129例 中死

亡は62例 であるが、22例 は膿胸治癒後で あ る

ため膿胸 を有する儘のもの は40例qあ る｡fこの

内詳細は剖検桧査 を行つた18例 につき臨床所見

と照 し合せつ 玉死因調査 を行つた｡

その結果純結核性膿胸10例(内2例 は一時混

合感染を起したが混合菌は治療により治癒)で は,

全例共重症の肺、腸結核、・脳膜炎等膿胸がな くて

も明かな死因が認められたに反 し、混合感染8例

・一_56__



中4例 に於ては剖槍上直接の死因と認められる程

の結核性病憂 は認められなかつたeこ の4例 は溶

血性蓮鎖歌球菌(2例)及 葡萄状球菌(2例)に よる

混合感染例で菌感染に引き綾き高熱 を獲 し蓑弱が

念速に加はつて比較的速かに死亡したもので恐 ら
あ

く此等の菌感染が死の原因と推定 された｡

一方臨床上 より虚睨が効果的に行はれてゐる純

結核性膿胸で他側肺、腸其他に臨床的に結核病巣

が認められないものは生命に危険がないのみなら

す急性期 を過ぎた後は念胸患者 と同じく業務に從

事 しうる事實 を認めた｡・

以上のことより少 くとも適當な間隔に排膿、洗

瀞(氣 胸)が行はれてゐる純結核性膿胸では膿の存

在そのものは生命に危険がないが、混合感染が起

れぱ化膿菌の種類によつては、それのみで充分死

の原因と思はれる故 これが豫防並びに治療は特に

大切である◎

拘以上の全例に於て膿胸側肺は肺病集部虚睨の

如何に係 らす同時に健康肺野 も高度に萎縮 してゐ

た｡又 肺肋膜は2-3mm位 に肥厚 し肺の再膨脹

の困難 さを考へ しめた｡肺 病巣の虚脱が充分な7

例中虚睨期間が2年8ケ 月以上の4例 では、虚睨

前 「り 線上に認められた2--3cm大 の室洞が白

亜化叉は石次化巣になつてゐた｡

肺穿孔は18例 中7例 に認められ内1例 は膿胸

腔自身が剖検時認められた唯一の肺病巣(他 側肺

のi新らしい乾酪化巣)の 韓移源 と考へ られた｡

室洞の治癒ついて

北 露 錬 平

3例 の剖検例による室洞治癒の報告で、いすれ

噛 生前の レ線爲眞に於て室洞が浩失、叉は遺残し

ていたものである｡

第1例(SN17)右 肺下葉背面のクル ミ大楕圓

形室洞が開放性のま』、噌小部分の潰瘍面を残 し

て殆んど完全に重麿扁平上皮によつて覆われた も

の、3本 の灌注氣管支 も潰瘍面が重厨扁平上皮に
'よつて覆われて治癒 している

｡本 例の死因は結核

性脳膜炎であつた｡釧

第2例(SN249)左 側胸廓成形術後1年2ク

月で、右側辮歌氣胸のため死亡、左肺尖部にあつ

た室洞(1.0×O.5cm)の 内壁が浮化し氣管支上皮

に よつて覆わ篠かけていた｡灌 注氣管支は擁張 し

開放性のま 鮎残つている｡

第3例(SN316)右 側人工氣胸 をはじめてか

ら2年3ク 月にて、封側の室洞の動脈旛が破裂 し

喀血窒息死 を起 した もの、氣胸開飴前 レ線像に於
ま

て右鎖骨下に3.5×3.Ocmの 圓形薄壁の室洞があ#

つたが、氣胸開始後泊失 している｡組 織像では閉

鎖性の結締織被嚢により圃まれた階圓形乾酪樂と

たつている｡被 嚢はうす く場所によ り厚 さ不均等

でE細 胞及び圓形細胞浸潤がみられる｡充 満せ る

乾酪物質は構造一様でなく、周邊部は普通の乾酪

集の如 く、揮力繊維の遣残が肺構造 を示 している

が、中央部 はか 蕊ることなく、著明に圓形細胞及

び白血球或はその破壌 され たものが浸 潤 して い

る◇銀繊維は周邊部に僅かに増殖 した所があるの

みで、殆 ど全 く認められない｡結 核菌は多数バラ

バ ラに散在している｡灌 注氣管支ね繊維牲に閉鎖

している｡

以上は開放性又は閉鎖性の室洞治癒で、V・すれ

も所謂部分的治癒で ある｡室 洞治癒は剖検例では

稀であ り、例が示すように治癒は虚睨療法を行っ

て も困難である｡

結核患者虫垂炎の病理組織的検索

(抄 録)

天 龍 荘

眞 島 武

天龍荘入荘結核患者の急性症歌を呈し虫垂 を切

除 した ものを 「バラフイ・ン」切片 「ヘマ トキシリ

ン、エオジン」染色 したるもの を検鏡せ り◇

(1)92例 中 結核性病攣のあるもの31例

(33・6%)結 核性病攣 を疑はしむるもの17例(17・4

%)粍 膿性或は壊疸性炎の像を示 した もの21例

(22.8%)加 答見性炎或は増生炎の像を呈したもの

24例(26.2%)o

(2)結 核性病攣のあるもの31例 中 臨鉢上

或は手術時に肉眼的結核性病憂 を認めた ものは5

例のみ｡

(3)31例 中の16例 は白血球の浸潤等少 く他

の化膿性炎の型 とは著 しく異る｡斯 る型のものは
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結核療養所では珍 しくな く、この結核性攣化が偶

然な存在ではな く結核性攣化のみで念性虫垂炎の

症歌 を呈 し得るものである｡

(4)徒 膿性乃至蜂窩織炎性の機韓の強〉・もの

11例 餌血性機韓の強いもの2例 壌疽性機韓の強

い もの2例｡か か るtStH性機韓の強V・ものは混合

感染 を考へるのが愛嘗である◎

(δ)循 前 白血球は結核性病攣があわ化膿 性攣

死の強いものは7,800よ り19,∞0平 均12,470

輩純 化膿性炎の平均11,050よ り多 く、結核性病攣

のみ と考へ られるもの6,200よb10,360平 均

8・300で10・000程 度の もの3＼ 例で結核性攣化の

みで白血球敬10,000を 超えることは少い｡

(6)虫 垂に結核性憂化のあるもの も胸の豫後

は必ず しも悪 くなく現在迄31名 中9名 全治或は

略治せ り｡

結核菌染色、特に保存結核組

織の菌染色に就て

東北大抗酸菌病碑究所

大 池 彌 三 郎

結 核患 者 の 喀 湊 塗 抹 標 本 を、PH4.6～8.0の7

種 め10%フ オ ル マ リ ンに50｡～60｡、19日 聞 保 存

した 所 、結 核 菌 は 、PH5・4～6.0の もの に於 て 最

も多 かつ た｡2れ よ りP且 が 大 で も小 で も菌 は減

少 す る｡然 しPH5.4～6.0の もの で も、 封 照 に比

べ て 菌 は 明に 減 少 して ゐた ◎PH7,0のKaiSerli-

ng液 に於 て も日 の経 つ 程 、菌 は減 少 した｡20～

30年 間10%フ オ ルいマ リンに保 存 され た 結 核 組 織

に 於 て は11例 中9例 に結 核 菌 が 染 色 され た が そ

の フオ ル ℃ リンのPHは 殆 ん ど5以 下 だ つ た か

ら、 菌 は既 に 相 當 に減 滅 して ゐた もの と思 へ る｡

Kaiserling液 に30年 保 存 され た もので は7例 中

6例 に菌 が見 出 され た｡ .

結 核 組 織 の パ ラ フィ ン切 片 を室温(20｡～28｡C)

に50日 ～86日 放 置 す る と 、結 核 菌 ほ染 色 上減 少

す る｡

パ ラ フ ィ ン切 片 か らパ ラ フ ィ ンを除 去 す る際 、

キ シロー ル 履 召0分 浸 す と 、10分 浸 した も の に

此 し、結 核 菌 は染 色 上 減 少 す る｡

パ ラ フィ ン切 片 に種 々の結 核菌 染 色 法 を行 つ た

が 、結 核菌 は 、Fite法 、複 染 せ ぬZie困 法 に於 て

多 く、Johamson=澤 口法 、 これ に 次 ぎ、:Fite』 エ

オ ヂ ン法 、Zieh』 ヘ マ トキ シ リ ン法 、和 田=桂 法

に 於 て は少 なか つ 齢

結 核 菌 浮 游 液 を卵 白 グ リセ リ ンで 載 物 ガ ラ スに

固 定 し これ をziehl液 で 染 色 、2%麹 酸 アノ日 ホ

茅 で 脱 色 後 、種 種 の 後染 色 液 で染 め る時 は 、結 核 菌

は、 ビク リ ン酸 、 ヘ マ トキ シ リ ン、ノ チ レン青 に

於 て は減 少す るが 、 ビス マル ク褐 、 ア ラカ イ ト緑

に 於 て は滅 少 せ ぬ｡Zieh1液 で染 色 す る前 に 、.ヘ

マ トキ シ リン或 ひ は メ チ の 青 を作 用 させ て も同

様 に菌 は減 少 す る｡即 ち ピク リ ン酸 、 へ や トキ シ

リ ン、メ チ レン青 等 は 、Zieh1液 に依 つ て染 め られ
も ゼ

た 結 核 菌 自身 に も作 用 して その 赤 さ を失 は せ る曾

組 織 中 の菌 はziehl二 ヘ マ トキ シ リ ン法 で は複 染

な きzieh1法 に 比 して 少V・｡

結核組織の石茨化 に就ての研

究

,北 里研究所結核室

田 中 邦 雄

結核諸臓器の石友含量の増減 を白鼠 と海旗とに

就て追求し、白鼠は最高6｡5ヶ 月聞迄槻察したが石

次量の増加を認めなかつたが、海狸は2ク 月以上

を経過すると卒然 として堰 を切つた奔流の様に肺

結核病竈に石次が集積 して來 る事 を知つた｡之 は、

臓器に依つて差があり、又艀脈内感染群にのみ認

められた｡石 友量増加の本態は結核結籔中心の乾

酪化物で白墨歌、砂歌、粘稠性叉は膿様 を爲し、

膿瘍乃至腔胴の内容である事 もあつた｡

1.形 態學的顯微鏡上と相まつて定量分析ekh)

ら如上の事 を謎明した｡

2.鳥 類及哺乳動物は殆 ど全部乾酪化より石友

化 を起す と云ふが白鼠には認められない｡

3・ 結核の石次化は病竈中心に起る乾酪性退行

性石友化で病竈の周園の包嚢組織繊維細胞暦或は

肉芽組織の外暦に石次沈著 を來すと云ふ読は改め

られなければならなV・◎

4.叉 雨試獣に石友を投與したが肺病竈の石次

量從て石次沈著に何 ら影響 を與へなかつた｡
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コル ヒチンの結核鋤物に及ぼ
あ 　メ

す影響

澁 谷 研 究 室

馨學博上 澁 谷 嚢

・ 助 手 原 山 文 子

余等は七年前よリコルヒチンの生物學的研究を

志 し、コルヒチンを動物に蓮績注射する事によりぐ

心筋細胞、肝細胞、肺上皮細胞、腎上皮細胞、間

質細胞等に激多 くのミ トーゼを出現す る をみ た

り｡

こ蕊に於て余等は本測の結核動物に於て結核病

竈に及ぼす影響を検せんとして動物實験 をなし左

の結果を得た り｡

1.肉 眼的に脾臓拉に肺、肝臓に於て結核結節

褒生率著 しく減少せ り｡

2.病 理組織學的槍査に於て、病竈部に於ける

肺胞上皮の増殖、聞質細胞の増殖、ミトーゼの嚢

生 をみたり｡

淋巴腺の酵素學的研究(抄)

京大結核研究所

西 岡 誇

結核性淋巴腺の軟化融解現象に封する蛋白分解

酵素の意義 を知るべ く人及牛の非結核性及結核性

淋巴組織抽出液の「ゲラチン」分解作用を槍した｡

實験材料には人肥大扁桃腺、牛正常頸部淋巴腺、

人結核性頸部淋巴腺及牛結核性乳房淋 巴腺 を選

び、重量の2倍 量の50%「 グ リセリン」水(0・15%

に氷酷含有)を 加へて播鉢中で磨砕の後4時 彫艀

温聯 置し氷室にて瀧 し揃 薩 得た.該 抽出

alE3.Oec、8%「 ゲ」溶 液3.0c咽 緩 衝液(PH3-8)

9.Occ及 溜 水O.5ccを 混 和 し、 その5ccに つ き艀

温24時 間 静 置前 後 に於 け る酸 度 増 加 量 を セPtレ

ン ゼ ン氏 「フオ ル モ ー ルJ適 定 法 に依 り 測 定 し

「グ 」 分 解 度 と した｡更 に前 記 溜 水 の代 りに0・5cc

rチ ス テイ ン」溶 液(「チ」5mg含 有)若 は10%青

酸 加 里溶 液 を加 へ て之 等 に依 る該 酵素 の賦 活 歌 況

を襯 察 し以 下 の 知 見 を得 た｡邸 ち人牛 共 に非 結 核

性 淋 巴 組 織 抽 餌 液 に は 至 適 反 慮 を酸 性域(PH4一

5)に 有 す る 「カ テ ブ シ ン」 檬 酵 素 の 存 在 著 明 に し

,て 、中性 乃 至 「アル カ リ」性 域 に於 て働 く 「トリプ

タ ー ゼ」作 用 は殆 ん ど認 め られ なか つ た｡之 に 反 し

て 結 核 性 淋 巴組 織 抽 出液 で は至 適 反 膨 を 「ア ル カ

リ」性域 に 有 す る 「トリプタ ー ゼ」作 用 顯 著 に して

其 他 に前 記 「カ テ プ シ ン」檬 酵素 の存 在 も認 め ら

れ た｡曲

又 青酸 及 「チ ス テ イ ン」は酸 性 域(PH4-5)に 於

て は著 明 に 「ゲ 」 分 解 を賦 活 す る に反 して 「アノ乙

カ リ」 牲 域 にて は斯 る事 な く、抑 劇 的 に作 月ゴす る

事 さへ あつ た｡即 ち非結 核性 淋 巴組 織 中 に は 「ト

リプタ ー ゼ」 存 せ す 「カ テ プ シ ン」 の み著 し く認
㌧

められるに反し結核牲淋巴組織中には 「カテプシ

ン」の他 に、より顯著に 「トリブターゼ」の含有

せられる事を知つた｡

この 「トリプタ炉ゼ」が該組織の軟化融解に或

る程度の意義 を有するものではなからう知 と思は ・

れ る｡

結核性疾患と酸化還元現象と

の關係に就て

京大細田内科

田 中 惟 人

余は結核罹患生髄に於ける酸化遺元機轄を追究

せんとし肺結核患者三 ツベルクソン虞置並に實験

的結核罹患海狽に就 き血L液カタラーゼ量、メチ レ

ン青皮内反慮並に各臓器組織の メチレン青還元能

力を検 し次の如き結果 を得た り｡肺 結核患者は健

康者に比 しメテレシ青皮内反慮は延長 し輕症例に

於て輕度にして重症例に於て著しく高度 とな り、

血液カタラーぜ量は輕症にあ りては減少の傾向を

中等症 より重症 となるに從ひ総々低薩となるを認

めた り｡ツ ベルクリン注射海狸の血液カタラーぜ

量は一時S曾加の後誠少するもの多 く、メチ レン青

皮内反鷹は経過 と共に延長 し、各臓露組織のメチ

レン青還元能ガは一般に減弱す｡結 核罹患海狼に

ありては、血液カタラーゼ量はRで藺er反 懸陽韓

と共に増加 したる後漸次減少し正常値に復するか

或は釜々低値を示 し、メチレン冑皮内反嬉はRu・

mer反 慮陽韓時には輕度に延長 し、経過 と共に釜

々高度 とな の、其後再び漸次恢復の傾向を招床せ
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'り ◇各臓器組織のメチ レン青還元能力は一般に著

明に減弱し殊に肝臓た於て高度にして、肝臓及腎

臓皮質のメチ レン青還元能力の減弱度は時 日と共

に恢復の傾向を認むる庵肺臓、筋肉及び大脳皮質

の夫は之 と反封の傾向を有す｡而 してメチ レン青

皮内反慮の延長度大なるものは各臓器組織のメチ

レン青逡元能力の減弱度高度にして、血液カタラ

ーゼ量亦劣 り上記三者の朋には略平行的關係ある

を認めた洗 以上の事實は結核個髄に於ては経過

の悪化に俘ひ漸次その酸化還元機能が低下する事

を示す ものに して、ツ〈忠ルク リン威置並に結核罹

患海猿に於て初期に血液カタラーゼ量の増加 を認

めたるは初期に於て髄内酸化機轄が一時充進ぜる

謹左にして、生膣酸化還元機韓障碍の一時的代償

機序に依 るものなるべ し｡

組 織 盤外 培養 に於 け る肺 臓の

自働能 に就 て の研 究(第 一報)

國立療養所大府荘研究室

勝 沼 六 郎

心臓に於ける所謂特殊なる自働中椹装置に關 し

ては、1932年(昭 和7年6月)帝 國學士院紀事、

8雀 、6號 に報告掲載せられ且つ恩師 アシヨフ先

生よりも親 しく確認を與えられたものであるカ㍉

余は自働能は心臓のみならす樹ほ其他の臓器に も

存在するものとの確信を得、其後、腸管(島 袋博

士)謄 管(藁谷博士)等 の業績 と爲 砂たるものなる

も余は肺臓に於て も亦、肺臓は猫立的に、自働能

あるものとの生理、解剖、臨床病理學の方面より

の研究(昭和8年 以來)の結果塗に、組織艦外培養

法に依つてのみ此の難問題の解決の鍵と信 じ、途

に家鶏胎兇10-B日 の肺臓 を各部位に分けて研

究 し、苦心 と忍酢を以て肺臓に も猫立せ る特殊の

自動中橿装置(づ實在することを確謹し得 ることに

成功 したるを以つて、肺結核に最大の關係ある肺

職の猫立的に自働 し得 るものであると謂ふ此新事

實は、今後、基礎馨學は勿論治療學上肺結核のみな

らす喘息等にも藥物學的にも興味ある余等の試験

あるも、人工氣胸療法其他の肺結核外科的治療上
が

重大なる研究課 臼となる可 きことを信 じ舷に報告

し、.今後贋汎に汎る余等の研究の第一報 と爲す も

の で あ る｡

結核性疾患に於ける水分代謝 ・

に就て

京大細田内科

西 村 幸 之 助

6

演者は實験的結核に罹患せ しめた海猿に於て血

液水分量並に生理的食臨水 「ぞアツデル」の吸牧

時間 を検 して肺結核患者の成績 と比較 し更に各臓

器組織の水分量を測定し、他方 「ツ《ごルクリン」

の反復注射或は人工氣胸による水分分布の愛化を

併せ検討 した｡

結論 肺結核患者並に結核罹患海狼に於て血水

量の増加、「Q.ZJの短縮に俘ふ、 各臓器組織の水

分量は皮膚、筋肉及び肺臓に於て壇加 し、肝臓及

腎臓に減少す｡然 して疾患の場悪進行により益々

高度 となる｡而 して 「ツA・"ルtクリン」注射並に氣

胸により血水量の増加、「Q.Z」短縮傾向 を示すが

「ツ」注射海猿にて組織臓器の水分量の攣化は結核

個髄 と略 玉相等しく、生理的食盤水中に於ける膨

粍度の壇大 を招來す ることを認めた｡氣 胸により,

著攣な く氣胸側肺の水分量は反封側に比 し櫓加傾

向を示す｡

以上の愛化が肺結核病機 とゼ定 の關聯を以て清

長することにより結核個膿に於ける水分代謝の徐

索は臨床的意義大な りと認むべき結果 に到 達 し

た｡

要之肺臓機能は生燈の水分代謝に一定の役割を

演 じ該代謝障害 と肺に於ける病的機縛の動向との'

聞に亦密接 なる關蓮の存する事を認むべ き結果に
○到 達 した

｡

ノ'
漏 性肋 膜 炎患者 に於 ける水 分

代 謝 に就 いて

東北大賂學部中澤内科教室

五 十 嵐 喜 挽

肋膜炎の滲萬液瀦溜期に尿量の減少を來 し、吸

牧期に尿量のi曾加をみることは古來周知の事實で

あるが、その際個艦の水分代謝機韓が どの程度 ま

で之に俘ふものか、又一歩進めて水分代謝の歌態 ・

を窺ふことにより逆に患者が滲萬期にあるか吸牧
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期にあるか を豫測臨來るならば、豫後或ひは治療

効果の判定に何等かの貢獄 となるであらう｡故 に

既に古 く1924年Peyrerは 肋膜炎の滲出期か吸

、牧期かの時期 を決定する目的で肋膜炎患者に就V・

て水試験 を行ひ、その有意義なるを述べ、次V・で

翌1924年Greuelも 同様の實験 を行ひ、これを

血沈、蛮熱などと比較考究してその有意義 なるを

力読 した｡本 邦に於ては大正15年 岡崎 その他が

若干の實験 をしてゐるが、原著が不明でrよく分 ら

1ない｡一

私は昭和21年 以降中澤内科に入院せ る漏性肋

膜炎患者の中、實験結果の判定を誤 らせ る如き條

.件、即ち明らかな肺疾患あるもの、高熱多汗のも

の、腎或ひは心臓疾患のため浮腫あるもの、或ひ

拡下痢、祓結等のあるものを除きv獲 病初期にあ

るもの及び臨躰上の症歌並びに経過 より吸牧期に

あると思れるものに就V・て、水分代謝の猷態 を検

測した｡
　

實駿方法は所謂Volhardの 水試験により稀繹

濃縮能 をしらべると共に、最 も尿排泄量の多かる

べ き時期に於ける腎新毬瞠濾過量(GF),細 尿管

再吸牧量(RA)及 び細尿管再吸牧率(RA%)を 測
ぎ

定 した｡Volhardの 水試験は型の如 くに行ひ、G

Fの 測定はRehberg氏 の方法 を改攣 したクレア

チニン法によつた｡RAはGFか ら尿量 を引いた

ものであ り、RA%と はGFの 何%が 再吸牧され

表かと云ふことを算出した ものである｡こ のGF

及びRAは 尿排泄量の最 も多かるべき午前9時 よ

り10時 までの血液及び尿に就いて検測した｡

實験 の結果によれば、漁性肋膜炎の滲出期に於

ては豫想の如 く腎臓の稀繹力即ち水排泄が極めて

不十分である｡こ れをGFの 襯鮎よりすれば、主

として腎綜毬罷濾過量め減少に蹄すべ きことが分

つた｡故 に勘膜に於ける炎症旺ん一ならざる限 り、

この時期にGF増 加の手段方法、例へばザ リルガ

ンを與へるなどの手段 を講するならば、水分排泄

綴 つて滲出液瀦溜 を抑止することが出來る筈であ

らう｡次 に吸牧期に於ける測定よ り判するに、此

塒期には矢張 り期待の如 く良好なる水分排泄がみ

られる｡慮 をGFの 方面から吟味すると、GFの

噌大とRA%の 減少に露することが餌來る｡以 上

により経過の不明なる肋膜炎患者に劉 し水試験及

びGERAの 測定 を行ふ ことによりこれが滲嵩

液増加の時期にあるか、或ひは吸牧の時期にある

かが略擶 き腐來るのではみか らうか・又 このこと

は輩に肋膜炎のみならす腹水の瀦溜 した場合など

に も或る種の示唆 を與へ得るであらう｡従 つて治
　

療方針の確定にも何 らかの参考とはならう｡未 だ

症例が不十分であるから今後なほ研究 を纏綾 して

ゆ く豫定である｡

肺結核患者に於ける上肢從属

筋クロナキシー

e京 大飯塚内科

直 太・ 作 一

本症患者全身症歌の重要なる一つとして墨げら

れてゐる痩削は一様に筋肉及び皮下脂肪組織の雨

者に現はれ、その原因としては新陳代謝充進 と結
聾

核菌毒素が畢げられてゐる｡余 は昨年の内分泌學

會に於て榮養失調症の筋退行機構 をクロナキシメ

ーターに依 り検査 して報告せ しが、今肺結核患者

の筋退行 を同方法に依 り検討 し、次の如き成績 を

得た り｡'

槍査に供したる材料は我が飯塚内科の入院拉ぴ

に外來患者中可及的合併症無き.11例 なb｡測 定

は英弘クロナキ シメーターに依 り上肢を撰び背位

にて行ひた り｡測 寒値は凡て右側 を用ふ｡

表に示せる如 く神経クロナキシー(以 下chと

略す)は 各症例 を通 じ低纏の傾向を示 し、筋chは

輕蚊びに中等症に於ては正常値の範園にあり、然
ヤ

るに重症例は平均値に於て上昇 し、其率は前膝よ

り上騰に著 しく、且つ上臆は伸側に前騰は屈側に

上昇率大なる傾伺 を認む｡

之 を要するに本症に於ては神経は寧ろ刺激厭況

を呈 し居るものの如 く、筋は重症にて他畳的に痩

創著 しきものに初めて輕度攣性 を認 め、其の程度

は末梢程輕 く、上膝にては仲側より前騰にては屈

側 より始まるものの如 く思惟せらる｡

夢
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肋膜炎恢復期患者の疲勢に就

いて

東北大轡學部碧澤内科教室

佐 々 木 公 男

健康人,50例 、肋膜炎恢復期患者38例 に廻韓

走行襲置 を用ひて1分30秒 間に趣00米の連歩 を

課 し、其の直前直後に於て尿の ドナジオ反鷹、血

糖並に血液乳酸量 を測定 した｡健 康人の ドナジオ

反鷹値の逼動後の檜加は2.8、 檜力n率25.6%に
"封 し、肋膜炎恢復期患者のそれは、夫々4.2、27.8

%で あ り、明らかに健康 人より大である｡父 血液

轍 の鵬 後囎 加は海 鰍 では、玄88〆

膿 撒 鯛 賭 では 謝 魔 で儲 の方カミ

大である｡血 糖に就いては健康者では運動後増加

す るもの大多鍛であるに反 し、肋膜炎恢復期患者

.では、その過半数に於て却て蓮動後減少する｡

即ち肋膜炎恢復期患者は、健康人に比 して疲勢の

度が強い｡
A難

肺結核患者に於ける赤血球の

膨化に就いて

東北大賂學部中澤内科

高 萩 浩

血液組織闘液分嵐入の機纏に關しては、從來濾

過歴・膠滲歴 を以て読明されてゐたが、Ellinger

は之等のみ を以て しては尚不充分であるとし、更一

忙組織の膨仕なる表現 を加へた｡こ の膨化なる現

象の本態は今尚充分には繹明せ られてゐないが、

何れにせよ蛋白罐と之と或種の透過膜 を隔て 玉存

する液禮 との聞に起る一種の物理化學的現象であ

り・その結果 としつ・該蛋白の存する仰りに鮒 の

移動・滞溜が起るとされてゐます｡そ こで私は赤 ,
白球を蛋白艦と見倣 し、外界の液髄にNaCl,KCI

CaCl・,MgCl・ の等張液 をとつた場合、 赤血球 と

之等等張液との間の交渉の如何 を覗ひ以て病状拉

に豫後を知 らケとした｡ず

破験者中澤内科外來虹に入院 患者であ り、早朝

食前、患者の肘翻脈 より溶血 を起 さぬ様約10cc

採 血・直ちに繊維素 を除 き・、15分 聞(3000廻 韓)

遽心、血漿 を分離 し、之の赤血球 をNaCl,KC1,

一一_62__囎

CaClx,MgC12の 等 張 液2.55cc中 に 「メス ビペ ヅ

F」 を以 てO.5cc宛 注 入混 頼 後37｡Cの 卿 卵 器 に

30分 闇放 置 した｡上 記 の 材 料 を用 ひ一…d■方 で は「ヘ

マ トク リッ ト」 法 即 ち内径5mm,長 さ100mm,

150匿 分 に 目盛 せ る1.5cc容 量 の ガ ラ ス管 に試 験

液 を満 し、20分 聞(3∞0廻 輔)遠 心 して 、赤 血 球

の 沈 澱 暦 の 高 さ を 目盛 の欝 で 讃 み ・他 槻 醗 吟

試 験 液 を以 てWestergren血 沈 器 具 を用 ひ 一 時 聞

置 きに6時 間 迄 血 沈速 度 を測 定 した｡成 績判 定 に

脅 たつ て は ・ 「ヘ マ トク 、リ ツ ト」法 を主 に し、血 沈

測 定 法 を補 助 法 と した｡而 して ヘ マ トク リ ツ ト沈

澱 暦 の 導m値 の 高値 、 低 殖 に よ り膨 化率 の 大小

を云 ふ な らば 、先 づ 健 康 者 に あつ て は、 膨 化 率 の

大きさはNa>K>Mg>Caの 順となり、 輕繍

結核にあつては、健康者順列中のNaとkの 位置が
ル

逆韓 して、K>Na>Mg>Caの 順とな り、このK膨

化が最大値 を示す ことは凡ての結核に共通に見ら

れた｡肋 膜炎、腹膜炎蛇に脳脊髄膜炎にあつては

膨化率の大きさは、誘 己輕症瞬 骸 暢 合と同榛

K>Na>Mg>Caの1碩 とな り、 この場合Mgと

Ca特 にCa膨 化は不定値 を取 り、然かも一般に低 驚

値 を示 し、向復に向ふに從つて、健康者の膨化率

に近づV'て行 くげ重症肺結核にあ?て は、結核特

有 とも云ふべき順列K>Na>Mg>Caの 順序に

は攣 りはないが、病歌が重症であればあるほど晦

膨仕が高値 を取 り、それと共に 伽 膨化も術一暦

低値を示 して來る｡以 上非常に複雑に亙つたが、

こ玉に再び要約すれば、

1)健 康者にあつては、赤血球の膨化率の大を

さはNa>K>Mg>Caの 順 とな り、'

2)之 れが結核に罹つて來るとK膨 化は、病状

が重ければ重いほど、一暦高値を取 り、それにひき
ゴ

かへて、Ca膨 仕は反封に噌暦低値 を示 して來ます

が・病状が輕ければ又その程度 も少粋ものである｡
3)Mg膨 化は割に憂化がな く安定性の強いも

のであるが・重症者に限 り高値 を示 し、申には最

高値 を示 した ものさへあつた｡

4)Xa膨 化 もMg膨 化に次いで安定性の強い

ものであつた｡・

、



・ハインツ氏小鰻の試験管内形

成 による結核重篤度の診断

.京 郵府立醤大飯塚内科

吉 田 秀 雄

.一 直 太 作

何等の毒物 を加へることな く揺氏37度 の生理

的食盤水或は血清中に蓄へ られた赤血球は試験管

内に於てハイ ンツ氏小髄 を形成するといふことを

知 りましを〆}》くの如 く赤血球の退行攣性産物と

してのハィンツ氏小燈形成歌況 を観察することは

赤血球の生活力を知ることであ りひいては生艦の

生命力を測定 し得るものであるとの考へ を以て、

臨床上に意義 を有する一i新反慮 を創案 しました｡

即ち洗漁赤血球 を37度 の生理的食盤水中に蓄へ

24時 朋後にハィンツ氏小朧 襯 率 を%を 以て測

定 し、101以 上の時はこれが最絡反慮値であ り、

100以 下の時は更に24時 聞後に測定 しその値の

ナ分の一 と前の値 との平均値を本反慮の値 と定め

ました｡操 作 は総て無菌的にします｡健 康者に於
ぶ れ

て は30以 下 で平 均15で あ り、100以 下 を輕 度
ヂ 　

促進、300以 下を中等度促進、それ以上を高度促

進 と考へます¢氣管支炎、腎臓病、脚氣、急性胃

腸炎等は比較的低値を示 し、腸 チフス、結核、肺

炎、癌、肉腫㍉マラリア等は高値 を示 します｡殊

に興味ある成績は結核に就てであつて、輕症肺結

核29例 の平均140、 中等症28例 の平均217、

重症16・ 例q平 均450を 示 し本反慮の値は全 く結

核の重篤度 と一致する様であります｡肋 膜炎17

例の平均201、 腹膜炎10例 の平均154で あ り

ます｡肺 結核に於て本反慮 と赤血球沈降反慮 との

關係を見るに成程度の平行關係 を示すのであ ウま

すが赤沈は輕症、中等症、重症の各々に於て早V・

ものから遅いものまでそれぞれあるに反 し、本反

磨は輕症 より重症に至 る一貫 した増加 を示 してゐ

ます6印 ち赤沈より遙かによく結核の重篤度を示

す ものであります｡又 結核の病型 より見るに塘殖

型 よりも浸嵐型は高値を示 し、乾性肋膜炎よゆも

温性肋膜炎は高殖を示 します｡本 反慮が疾病の種

類によつて必すしも同一の値を示さなV・ことは又

或種彩病 例へば氣管支炎 と肺浸潤の鑑別にも慮用

し得 るの で あ ります｡

結核患者の ドナヂオ反磨

結核豫防會結核研究所

湯澤健兜 上田義衛

山縣義人

國立清瀬病院 阿 部 武 夫

ドナヂオ反慮は疲勢判定法の一つ として用ひら

れ し反慮であ り吾國に於ては日華事攣殊に大平洋

職事の戦時中そのタ鷹機序並に反磨生成條件につ

いてさかんに検討せ られ しものである｡著 者等は
　 ノ

この方法を結核患者の尿につV・て行つた｡其 方法

は昭和16年 「髄育研究」誌に畿表せられし吉川

佐藤の攣法である｡其 實験成績は次の如 くで あ

る｡

(1)安 静度高き結核慰者の尿 ドナヂオ値をあ

る期間時間的経過 を追ふて調べてみると大艦次の

三群に分けられる｡

第一群はD値 が常に正常値をもつ もの

第二群はD値 がある時は正常値ある時は異常値

をもつもの

第三群はD値 が常に異常値殊に高き ドナヂオ歎

をとるもの

こ Σに正常値とは ドナヂオ藪15以 下の ものを

v・ふ｡

(2)第2群 第3群 には死の轄節 をとるむのが

あ り恐らく第2群 はある時に第3群 に移行するも
ゆ

の 玉様に思はれる｡

第2群 のある時正常値ある時異常値をもつ もの

M検 討並に第3群 となつて死の縛館をとるまでの

時期並にその機序についての検討は目下綾行中で

ある｡

(3)蛮 熱、赤 沈とD値 とは蘭係あるように思ノ
はれる｡'

(4)D反 鷹は非特異性反慮でチフス獲熱期患

者及無熱の癌息者たもその高き ドナヂオ藪 を以て

萬現する｡

質 問 國立新潟療養所 石 田 啓

余は國立新潟療養所に於ける患者のD反 鷹測定

に關 し起床時、尿のD僖 は湯澤氏の如き大膿の平
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均値に一致するも患者全膿について豊食時夕食時

の値は殉、充進 し高値を示す荷健康者のD値 も午

後は非常に高値 を示す、故にD値 の翼の便は起床

時尿にあらす して、疲勢曾加せると思われる午後
'n
の値を主當と考へます｡荷1日1同 尿だ就V・ての

D値 は無贋値である｡

解 答 結核豫防曾研究所 湯 澤 健 見

1・ 早朝室腹時に行ふ｡

2・ 午前午緩D値 が異なる、との御質問は私に

もわか りませんか ら御研究 をお願ひ します｡

喀 疫の研 究STUDIESONTEE

SPUTUM

名古屋大學督學部勝沼内科教室國立療養所
'東 村 道 雄

喀 湊 中 ウ ロ ビ リノゲ ン(喀 ウ ト略 記)に 關 す る文

獄 は存 在 しな い｡又 喀 痩 中邊 元 性 物 質(R.S.と 略

記)の 量 的 測定 に關 して も記 載 が ない｡著 者 は 次

の 方 法 に よ り此 等 を槍 索 し些 か 興 味 あ る所 見 を得

た｡即 ち喀 療 をNaO且 に て 融解 しHC1及 び酒'

石 酸 にて 酸 性 と しLigr・inに てIndolを 除v・た

後Aether-Alkoho1に よ り抽 出 し、EigeibeDi-

azoreaktionを 行 ひ喀 「ウ」を詮 明 した｡簡 易怯 は
る

Ligt・inを 用 ひす 直 ちにAether抽ti{を 行 ふ｡
.

R・SはNaOHに て 喀 湊 を融 解 しPikrin酸 液 を

の ぽ

;加へ て12K2Cr207液 と比 色 しCreatininの 還 元能

力 に 換 算 して 表 は した｡喀 「ウ」反 慮 は肺 結 核53

例136同 其 の他 の呼 吸 器 疾 患14例 、R.S.は 前 者

74例344回 後者29例 に就 て 検 査 し大 凡 次 の 檬

な結 果 を得 た◇

病 名 喀 「ウ」R.S.

肺結 核(重 症 進 行 性)(十)100以 上

肺 結 核(輕 症)(一)50以 下

(74名344同 の 平 均 値75.9)

念性肺炎(定型的)

肺膿瘍及壊疽

氣管支擦張症

氣管支炎及氣管支嚇息

)

ヘ
ノ

)

ヘ
ノ

十

蜘

一

一

/
＼

!
㍉

(

(

oo

oo

oo

下

級

級

畷

以

50

50

50

50

(数 値 はm9/d1のCreatininを 示 す)

荷 肺 結 核 に て は 喀 「ウ」反 慮 は29例62同 に陽

性であ欄り赤沈の促進喀湊中結核菌出現≦蛋勲、尿

「ウ」反慮 と大凡拉行し、一般に進行性のものに陽

性であつた｡R.S.は10～900に 到る値を示 し興

.の増加は赤沈の促進、結核菌の幽現、蛮熱と大凡
と

虹行關係 を示 し其増加を動的に襯察すると病症の

経過 と一定の關係 を示 し、概 して其培加は病症の

.増悪・其減少は病症の輕快 と一致 した｡重 症例で

は死亡迄増加の儘の例 と死亡前減少す る例 が あ

る｡100以 上の値 を示す ものは肺結核に限 られて

をり、葡 も其の患者の経過は不良なる如 く思はれ

た｡ 、

結核患者綱状織内皮細胞系機 勺

能検査に就いて

國立北海道第一療養所

、 宮 城 行 雄

結核症 を綱内系機能の角度から吟味する爲に33

例の各種結核患者に就いてアドラー ・ライマンの

コンゴー赤法に依つて綱内系機能の検査を行ひ得

た所、見に就いて述べる｡

(1)病 症程度とコンf'一一赤系鐵(以 下K1｡と
の

稻 す)と の關 係 は重 症 群11例 で は92・O-67e5 .

平 均80・9、 中等 症 群…16例 で は8&5-49｡1平 均

70・3、輕 症 群82.(Y-56.3平 均67.4と な り症 歌 の

重 き につ れ てK・1・ は大 とな る｡叉 病 型 別 に之 を

見 る と増 段 型 硬 化 型 混合 型 滲 出型 の順 にK.1.は

大 とな る｡

(幻 綱内系機能とツ反懸 との關係を見 るに全

例中17例 が(十)で 原著に從つてKI.の 正常範"

園を70-50と する、と其の中12例 脚ち71%は
ご

機能低下 を認め(±)群5例 中には機能低下 を示す

者1例 もなく、(苔)群10例 は機能低下と正常の

雨域に各 玉5例 宛の同撒に分布 してゐる｡

(3)赤 血球沈降速度 との關係は強度促進群

(41mm以 上13例)輕 度促進群(13mm-・-440mm

11例)正 常群(12mm以 下9例)に 珊けると、各

群のKI・ 平均値は76・6、73・8、,67.9と 階段状

に低下し、促進群では機能低下を示す者62.5%

なるに比 し正常群の夫は333%で ある｡

(4)此 の検査に於て赤血球激 ♂450萬 ♀Ut

萬以下の貧血を認める者は重症群9例 中71列 中輕
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症群23例 中12例 で重症群に貧血断然多 く中輕

症群では牟鐵が貧血を示 した｡重 症にして貧血あ

る者7,例 中5例 は何れ もK.1.80以 上で綱内系機

能の低下を認めるに反 し、中輕症にして貧血ある

者12例 中8例 はK.1.70 .以下で機能正常若 しく

は充進を認めた｡以 上の事實は今村教授明石教授

の　所詮に關連 し結核貧血の一端 を読明するに足る

と僑する｡',

(5)此 の検査 と平行 して肝機能槍査の目的を'

以て尿中ウロビリン騰測定 を行ひ之 との關係を観

察するにウ燈量の強度増加群、中等度増加群、正

鴬群に別けるとK;1.70以 上 を示す君の占める割

合は875%、57.0%や37.5%で あ わ、K.1.平 均

値は82.5×71.0、70.0と な り、綱内系機能低下と
・肝機能障害 との聞に平行踊係 を認めた

p
戦

肺結核患者に於ける毛細管抵 ・

抗に就て

國立北海遺第一療養所

伊 藁 忠 人

肺結核では毛細管抵抗に「ビ」C植物神経系機能

不全、出血性膿質等多数の影響を及ぼす因子あ、

て、既に田中、名和田、野肩氏等の肺結核に於け

る毛細管抵抗に關する報告あり、今同220例 の肺.

結核にてBorb61y氏 装置に從ひ鎖骨下窩一分間

吸引を行つた成績に就て報告テ6封 稻健康者100

例では150粍(水 銀桂)以 下9%150乃 至300粍

85%3∞ 粍 粍以上6%で 個人的差は可成 り著明な
1り

、左右の差は20粍 以内にして日時動揺も期闇

的差なく20粍 以内な り｡

肺結核220例 では150粍 以†1&6%150乃

至300粍59.5%300粍 以上21・8%で 減弱9・6

%増 強15.8%共 に健康者 より多し｡一 側病巣者

の左右の差は20粍 以下な りき｡病 勢捌1に見れば

増強は重症群に最も多 く次第に輕症に改るにつれ

%は 減 じ減弱は軽症群に多 く逆に重症へ と%を 減

す｡病 型別では抵抗増強は滲出型に最 も多 く%は
◎混合檜殖硬化型 と減 じ減弱は硬化型多 く滲出型

へ

と%を 減す｡日 時動揺は50:粍 以上に及 ぶ もの

3716%で 特に重症群ほど多 し｡次に喀血時抵抗は
が 　

減弱25%正 常以上75%で 其の前後の抵抗動揺

は低下50粍 以上583%『 に認む｡又 減弱は喀血

型に多 く増強は非喀血型に多 く、50粍 以上の日時

動揺を示めす者喀血型に多し｡赤 沈1月 平均・と抵

抗は減弱は赤沈正常群に多 く赤沈速進群ほど%を

へ の増強はその逆なり、熱型との關係 も減弱は平

熱群に多 く高熱程%は 減 じ増強はこれ を逆行す一

側人工氣胸神経捻除で左右の差30粍 以土のもの

僅にあ り◇人ユニ氣胸の時間的動揺は、5乃 至15分

後60%抵 抗上昇13%下 降26.6%攣/七 なし

「ツ↓反鷹陽韓健康學童30例で 「ツ」反慮嚢 赤 面積

と前騰内面抵抗 とを比べ第1群i(畿 赤49平 方粍

以下)平 均482粍 第2群(獲 赤50乃 至100)平

均469粍 第3群(焚 赤100以 上)449粍 患者30

例では第1群402粍 第2群366粍 第3蓉1?73粍

で、ツ反慮強き者は抵抗弱 く虹行驕係は認められ

る｡「 アルギン酸曹達盤蓮績1月 注射10例 では

7例50粍 以上低下し各週平均抵抗動揺は第1、

第2週 と漸次下降 したるも第3週 より楕5上 昇の

傾向を見た｡

要之肺結核の抵抗は減弱塘強共に健康者より多

く日時動揺著しく興味あるはツ反磨 との虹行關係

なも

吏にビタ ミン植物神経系膿質との關係に就ては

今後の研究によのたい｡

結核 病 竈のN及Pに 就 て

結核豫防會結核硯究所

熊 野 好 治

病理解剖學的乃至組織學的に肺結核病竈の病攣

に種々の型 を分類 してゐるが、其の化學的組成に

關 しては絵 り明でない｡2例 の剖瞼直後の新鮮な

病肺及数例のホルマリン浸漬の病肺について固形

分 、絡N、 維Pに ついて分析 を行ひ不充分乍 ら病

肺の化學的組成の一端 を知 り得たので之を報告す

る｡材 料は非結核性病攣で死亡した、在 常肺(ホ

ルマ リン漬)3例 、結核肺(ホ ルマリン漬)4&ij、

剖瞼直後の新鮮な結核肺2例 で、病肺に於ては乾

酪肺尖部・小薬性塘殖性乃至乾酪盤部・細葉結齢

性の部、正常部、肋膜勝脹,腫 大肺門部淋巴腺寒

について別々に材料を検査 した｡

総Nは ミクロキエルダール法s総PはBeU
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雛

Doisy(ベ ル ドアー シイ)法 で 定 最 した｡

域 績 は 、1)非 結 核 肺(正 常 肺)で は周 形分Ca

13,30%、 総N同 形 分 封Ca13.66%、 漏 重 彙 劃ca

1.85%、 総Pは 固形 分 封CaO.59%、 滋重 量 封

O・08%で ㍉A.Rebinの 得 表 成績 固 形分19.91%
わ の

総N12.20及2.43総PのO.58%及O.11va比 し

固形分の値從て又灘重量封の総N総Pの 値が低い

が 、固形分封の総Pは 大髄同値であるe

2)同 一病 肺の各部 を比較すると

の 固形分は病攣部で正常部に比 し大、肋膜腓

砥、腫大淋巴腺で大なる値 を示す｡

b5総Nは 圃形分封の値は病攣部は正常部より

や 玉低い値 を示すが、温重量封の僅は勿論病攣部

で大｡

c)総Pは 固形分封の随も叉漁重量封の値 も病

愛部は正常部に比 し大｡

3)新 鮮材料ではホルマ リ諺漬の材料に比 し各

部の差が小さいc叉 総Pの 量は各部 とも高V・値を

示す｡

4)病 攣部にて水分の増加,從 て逆に正常部に

水分の減少は見られす逆に病攣に水分は少い｡叉

ホルマリン済材料では相當多量のN.P.が ホの マ

リン中に滲出 してゐる事を確めたので、材料とし

剖槍直後の新鮮材料につV・て検討 をすべきで、更

に各分劃別にN.P.其 他につV・て槍討 し各病攣 と

其の化學的組成の差に意味付を行ひ得るた到る迄

検討 を將來行つて見たい｡

肺 結核 患 者に 於 け る 「ツベ ル

ク リン 」附加 血 液の赤 血球沈'

降速 匿 に關す る研 究

傳染病研究所第八研究所(主任美甘義夫教授指導)

香 川 修 事・

肺結核患者に於ては赤血球沈降速度が診断豫後

の判定等に看咽3せ られるが、之け赤沈が肺結核に

特異的である爲めではない｡そ こで赤沈を肺結核

に封する特異的反鷹に攣へようと云ふ見地から、

奮「ツベルク リン液 を試験管内に搾へて赤沈を試

みた者にF`瓜Glaser,Le且zi・Fischer,石 井等が

ある｡私 は之等の追試を結核性疾患62名 、非結

核性疾患42名N健 康者31名 計135名 に就て

實施 し次の如き否定的結論に達した｡

1.Le"ziの 追試｡Leuziと 一致する戒績を得

た例は肺結楓 患者に就て見ると「ツ」液 を加《た場

合が10・4%、 樹照液12.5%、 生理的食臨水8・8%

でその間に差異が認められない｡

2.Gla臓 の追試｡Glaserの 云ふか如き赤沈

値曲線を示したものは結核性疾患に於てのみであ

つたがその陽性率は12.1%に すぎない｡

3.石 井の追試｡軽 症結核患者の揚 合 の み に

「ッ」液加赤沈値が強 く遅延せ しめられる 製と云ふ

特徴が私の場合には認められない｡

4・ 精製「ツ」を以て實験を試みたがすべて陰性

の成績である｡・

以ゼの様にすべて陰性の成績であつたが、活動

酬 瀦 擁 於ては「ツ」灘 撫 液・食鰍 のいつポ
む

を加ふるも・その赤沈値マ)遅延又は速進に強 く影.

響喫る例があつて・活動性肺結核賭 血液の膠賢

不安定性の存在を推定せ しめ得る｡即 ち膝結核患

者の「ツ」加赤沈値はその血清の不安定性を「ツ」液

を加ふる事によつて攣化せ しめ、且赤沈と云ふ反

癒 を通 して眺めた姿であつて、決 して結核に特異

的な反慮 とすることは餌來ないと考へる｡反 か く

考へ ることによつて、測定時の濫度、加ふる「ツ」

液 の量及濃度の關係に依つてはGlaser海 下の得

た如 き成績とな1)、 或は多 くの追試者の得た否定

的結果 ともなる事が設明lll來ると思ふ｡

追 加 京大蔽塚内科教室

.井 上 哲 男
1

余 も各種病機病型の約100例 の患者ldOO倍 、

300倍 、500係1000仏2000倍 稀繹の .砂 ぺ

)レク リン」液を以て拘構酸 ソーダ溶液を作製此を

・以て血沈を行ひ通常の血沈の値と比較したが多少

の差異あるも約孚撒に於て封照と一致他は特に一

定の成績 を得 られなかつた｡

胸部X線 所見の敷字による新

表現法(岡 田法)｡

國立千葉療養所所長

岡 田 藤 助"

肺のX線 罵眞所見の記載法は種々考へられてい
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るけれども、・十愛に左程漏足な ものは見 営 ら な
酢)
㌔ そして多 くの場合に鴇翼の所見 を周示 されて

いる｡これでは多婁翅列の比較は仲々困難である｡私

は肺の病竃 を記載する場合には次の様に5種 の項
ヤ

目に付いて記述する事 は最小限度必要であると思

ふ6帥 ち第1・、竈の位置、第2、 竈の大さ乃至廣

が り、第3、 竈の示すrX線 自艘の陰影の性質、

例へば均等平等性か、斑黙駄であるか、乃至粟粒

結核猷であるか等の性質｡第4、 竈陰私 と正常肺1

部との境界の性歌、即ち健常部と鏡利に界せ られ

ているか否か等について｡第5、 塞洞の位置、大

さ、性歌等｡私 は此等5種 の基本因子の夫々を各

々鍛個の小部分に匿分 して夫 々に一定の撒字を與

へた｡更 に叉 この基本五因子の配列を一定の順序

にした｡即 ち一つ又は一・種類の病竈は一個 の分歎
り

で示す様にした｡そ の分歎の分母は竈の位置を示

す数字のみにし、分子には竈9)大 さ、陰影自膣の

性歌並に健常肺 との境界の性歌、最後に室洞等の

四因子 を願次に、記載することにした｡分 子 も亦

勿論数字のみてあつて…般にぼ四ケタの撒字 とな

る｡竈 が2姻 傑 は2種)以 上認められる時には

分敬 も2個 以上併記すればよV・｡「

私は本法を作つてから5年 になる｡比 島に居つ

ダた爲獲表が出來なかつた｡本 法 を用ひて私は今迄

凡55,000例 を記載 して便利な事を知つているd

集團検診に使用すれば一番便利であらう◎又今迄

不可能であつた所の多歎例の肺結核症の(例 へば

全日本の結核例についての)統 計 を種々の立場か

ら容易に集計することが出來る｡

六 六判X線 間接撮 影 法の研 究

(第2報)

垂 東京都衛生局

・ 清｡水 寛

年 後 の 今 日、 充分 賀 用 に 適 す る域 に達 した の で 、

本 法 を紹 介 し、 爲眞 を供 覧す る｡.'

一用 ひた 管 球 はSealex
,W-10KW,螢 光板 は極

光 、 レ ンズは(lauonSerenarf2.0,F=80mm,

フ イル ムは富t6×6用 で 、 レンズ螢 光板 距 離

68・2cm.,螢 光 板 管 球 距 離90cmX線 装 置 島 津

P・lex・全整 流 固定 型300通Aの 揚合 は 、 電 墜68

KV,電 流100thA,時 闇O.7～018秒 、又 日本馨 科

及 び シプ ヤ無 撃 流 可 搬 塑100mAの 場 合 は's電 墜

80KV,電 流40～45mA,時 鮒1.2～1.5秒 で撮 影

し、 何 れ も窟 士指 定 現 像 液 で 盧 理 した｡

この66判 と35粍 判 の雨 法 を同 一・人 に行 つ て

爾 フィル ム と もよ く撮 れ て ゐ る もの の み133例 を

選 び 、所 見 を比 較 す る と、
…　 甦

簿欺諺状馨状幽 計l

l4i3｡268{6｡
}一

噸

病攣が一致ぜる もの

病攣の確 定又は薪塑
見
病攣 が六六判で認 め
られぬ もの
疑 問の陰影が正常 と
判明 しぬ もの

合 計

7

6

16

43

6

8

20

64

1

1

4

'■

ユ

i
魯

9

ユ

1

3

13

16

16

41

133

余は7年 前結核豫防會に於て川崎 ・坂本と共に

本研究を行ひ、昭和17年4月 日本留學放射線學

會に第1報 を報告 した｡當 時は レンで、螢光板 と

竜外國品を用ひた｡

職後Can"uの 安東氏等によつて國旋の裟置が

完成 されたので、余は雨角｡大 澤 ・堀内 ・佐藤 ・

内団 ・竹中等 と共に本装置の試験を開始し、約1

となり、明らかに六六判の方が優れてゐる｡、

結論(1)本 法は35粍 判に比 し書面が約5

倍 となるので親察が容易亙ある｡

(2)可 搬型100mA装 置よりも固定型300

mA以 上の装置 を用ひる方がよい｡

(3)35粍 判に比し本法は診断の確實性を増 し

得る｡特 に質的診断に於て著 しい｡

術IIFに よるレンズのC0ating,六 六判ロール

フ≧ルム、曙籍等につき希撃を述べた｡

6×6間 接 撮影 法に よ る肺結核

の 臨床 的観察

阪大第語内科

寳 來 善 次 瀬 良 好 澄
　

昭和22年9月 以降6×6間 接撮影の研究に着

手せ 秒｡現 在我國で整備 し得る機械 を用ひ撮影を

行ひ主 として直接撮影四 ツ切 フでノ・ムと比較槍討

せ 尻 實験到照は阪大第3内 科入院患者及外來受

診著を選集b｡昭 和22年9月 一23年11月 に至
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る 闇 約1,bOO人 に就 き四 ツ切 ブイ ルLム直 接 撮 影 と

6×6聞 接 撮 影 を同 時 に行 へ り｡観 察 方 法 は 四 ツ

切 フ イ ル ムは 「シ ヤ ウ カ ス テ ン」 を用 ひ β ×6フ
ち

イルムは特別装置の2倍 鑛大の透過装置を用ふ◎

其成績の大様は次の如 し購

(イ)概 襯的に四ツ切は見 易く6×6は 見難 き

感あ り｡併3.5×3.5に 比 し遙に見易 し、四ツ切の

優れる事は議論の藤地なし｡(v)肺 門像は6x

6撮 影距離の關係 より比較的大きく見え肺門際濃

度は爾者共大差なし｡遺6×6に 於て肺門像の濃

陰影と心臓陰影との闇に僅な闘隙を認むる場合あ

り¢(ハ)肺 尖部に於ては6×6に 於て も直接撮

影に於けると同様肺尖野の狭小 を感ぜす｡病 的陰

影の濃度に就ては6×6が より強き感あ 砂｡(二)

肺野全搬に亘 のては6×6に 於ては側方周邊部に

於て稚明確を飲 くを認むるも中心部に近づ くに從

ひ四ツ切と大差無 し｡陰 影の性質に就ては形の上

に於て四 ツ切にて直径4粍 以下の陰影は現はれ難

く、毛髪陳の如 き線様陰影 も現はれ難 し｡小 斑黙

陰影の密集 して存在する揚合は禰蔓姓陰影 として

現はれ融合せる漏蔓性陰影は時に濃度強 く時に濃

度淡 く常に一定せづ㌔ 室洞に就ては甚だ小なるも

のは現はれ難きも大膿四ツ切像同様に現はれる｡

石次化像の如 く甚1ぎしく濃度強き陰影は6×6に

於て も充分認め得｡(ホ)横 隔膜陰影に就ては四ツ

切 との開に大差なし◇ ・

以上概括的なる成績 を得しが肺結核患者に就き

て教字的に統計的槻察を表を揚げて読明報告せん

とするものな蛎

喉頭結核のX線 診断特に断層

撮影を併用せる診断的償値に
撫

つ いて

東北大學抗酸菌病研究所 一

及 川 芳 雄

肺結核と喉頭結核とは密接なる關係を有するこ

とは勿論である｡然 るにこの喉頭結核に樹 して我

々内科馨及び結核馨は之れ を耳 鼻科馨にのみ委ね

ん とする傾向がある｡こ れは要するに内科馨及び

結核留は喉頭鏡使用に不酬であるばか りでな く、

肺結核繍 は紳縮 なるもの多く叩1椥趣 が彊く

検鏡 を妨げることがしば しばあ り、而ゐ咽頭痛が

存する揚合は尚一暦困難であるからである窃この

時に於て検鏡に寄らす してX線 像にて喉頭結核の

診断 をつけ得たならば患者にとつて も馨者にとつ

て もこれ以上安易なることはない｡そ の上X線 豫

は會厭軟骨披裂軟骨が著 しく肥厚 して内部 を楡鏡

すぎこと力遭1來 なv、揚合に於ても充分解 り得るし

検鏡では喉頭粘膜の表在性の攣化しか解らないに

も拘 らすX線 豫では深部へ、又は周團への擬が り

・軟骨の攣化、特に喉頭結核に重要なる役割を果す

モルガニー氏盤の攣化を知ることが出來 る¢今ま

でx線 撮影は横位撮影のみ行はれてゐたが横位撮

影は病攣の偏位及び横への鑛が りモルガニー氏實

の攣化を示す ことが困難であると云ふ訣勲があつ

た｡然 るに断暦撮影は重要なる椴聾帯、聾帯、モ

ルガニー氏寳、梨子罐 運の病錘 個 砺il々にはつ

きりさせることが出來るばか りでなく内部への撮

が りを教へて くれる｡余 は横位撮影及琶断暦撮影

の二者を併用 してX線 診漸 を行ひ、同時に喉頭鏡

を以て凱察せ し｡ところ、喉頭の所見とX鷺:虞 と

は大膿一致せるばか りではなく、喉頭鏡にては見

得ざるモルガニー氏蚕の攣化及び喉頭病攣の立艦

的攣化を知ることが出來た¢

撮影條件 ㌦

横位撮影 管球、フヰルム間距離1米 、彊 キロ

ボル ト、100ミ リアyペ アO.6秒

断暦撮影 管球 フヰ〉レム闇距離1米20セ ンチ

メーNレ75skll
,ボノ叶 、98ミ リアンベ ア1｡5秒

・非 結核 性非腫 瘍 性喀 血に就 て

京大結研

朋 田 淳

喀血乃至血湊 を訴へる時、先づ結核 を考へるの

が臨床的常識であるが、詳 しく検査 し他の結核所

見が貧弱か、又は全 く鋏如せる上、喀血乃到 血湊

の出具合から結核性 と思はれな｡い揚合、腫瘍或は

以下述べる諸症 を考慮 し、叉診断確定 した揚合 も

結核と合併 した複雑な揚合 を考慮 し、其眞實 を把

.握 し善虞する事は我 々臨床家の責務である心

(1)肺 ヂス トマ症は文献多 くN只 槍疫に依 る

錨卵及慨錨の諦明の肝要なる事、 レ線所見の無い
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カが多い事のみに止める◇.

(2)肺 炎の喀血例、結核家庭の19歳 の女子、

突然の高熱、右胸痛の後第3日 から喀血始ま り約

3日 聞績 き、3ク 月前のツ反鷹陰性、腕炎双球菌

を多 く設明したので肺炎虞置 を施 し下熱、後のツ

反鷹、 レ線所見共に陰性｡

(、3)急 性上部氣道炎、57歳 の會肚々長で努働

事議が起 り協議演設 を績けた爲、約5eceの 血液

を喀娼し、耳鼻科で上氣道に急性加答見の所見 を

認められた｡畿 熱無 く、喀疫中結核血陰性、約4

日間で血疾は止ま り、後の レ線窩貫何れ も攣化な

し｡

(4)ビ タ ミンC鋏 乏症の喀血2例 、1は32

歳の婦人、3同 目の分娩以來過勢が綾 き、突然大

きな咳と共に血湊 を出し、爾來一週聞日位に血疾

を喀萬一度約50ccの 喀血あり｡孤 熱、レ線所見、

血沈、検疾及血液像に著攣な く、果物野菜を忌避

せる事、薗齪出血等生する事 より本症とし治療 し

良 くなつた｡

2は37歳 の主婦で突然血疾、次で小喀血ある

ので入院 したが、前例同様異歌所見無 く、本症 と

し虞置 し、3週 問で全 く止つた｡撃

ぐ5)結 核家庭の31歳 の婦人の月経代{賞性喀

血、20歳 頃よ り月経少いか、鉄如する時に多 く來

り、 レ線所見無 く、董會投與で浩失、其後始めて

妊娠 し出産後10年 間喀血無 し｡

(6)大 動脹瘤碗綻に依る喀血・突然大喀血 を

し死亡 し剖瞼に依 り大動脈瘤 を詮明された｡

(7)不 明例3例 、結核に由來するものと考へ

なが ら其の病竈の見出せない もの｡

余等が分離せる放線状菌の産

生セル「ス ←レブ トマイ シン」

様物質に就て(第1報)

九大露學部第三内科教室

池 見 西次郎 北 崎 智 彦

小 崎 操

、

「ス トレプ トマ イ シ ン」は「ワ ツク ス マ ン」教 授 が

A.GriseUfの 培 養 濾 液 よ り抽 萬せ る一 種 の抗 菌 性
オ

物質であるが、最近の我が國の各研究所の實験報

告に徴しても 「ス トレプ トマイシン」様の抗菌性

物 質 を産 生す る放 線 歌 菌 は 猫 りA・Gr娩 獺 搾 隈

らな い こ とは 明 らか で あ る｡余 等 は 幅 岡 駆 下 の土

壌 よ り分 離 せ る放 線 歌 菌 千 蝕 株 の 中 よ り相 當 強 力

な る 「スbレ プ トマ ィ シ ン」様 抗 菌性 物 質 を産 生せ

る数 株 の放 線 歌 菌 を得 た｡㍉

A価 株 はA・flaVusに 、Cy6株 は/A. .reticUlus

ruberに 、E,7、D3eの 雨 株 は.A.citreu$に 相 當す

る放 線 朕菌 で 、此 等4株 の培 養 濾液 は1000倍 稀

繹 に て 黄 色 葡萄 菌 寺 島 株 の螢 育 を阻 止 す るが 「グ

ラ ム」 陰 性 菌 に は作 用 せ す 毒 性 が 強 ㎏｡、

H王e、H2、 、Hψ 、H9の4株 は 同一 種 類 の放 線

猷菌 で 、増 養 濾液 の抗 菌 便 は 黄色 葡菌 に1萬 倍 、

パ ラA菌 に120倍 、大 腸 菌22倍 で あ るが 、有 毒

で あ る｡

H撫H47の 雨 株 の 培養 濾 液 の抗 菌債 は黄 色 葡

菌 に 、12,000倍 大 腸 菌 に24倍 、 バ ラA菌 に二 百

倍 で 、毒 性 は僅 微 で あ る｡

H70、Hllの 雨 株 の 培養 濾 液 の抗 菌 贋 は黄 色 葡 菌

に1萬 倍 、大 腸 菌12倍 、 チ フ ス菌200倍 で認

む べ き毒 性 を示 さない｡H系 統 の放 線 歌 菌 はA.
ヂ

Lipamaniに 屡 す る もの と思 はれ る｡

G切 株 はA・flaVovireusに 相 當 し、培 養 濾液

の…抗菌 便 は黄 葡 菌 に13,000倍 、大 腸 菌 に24倍

チ フス菌 に500倍 で 、毒 性 は僅 微 で あ る｡

H70株 の精 製 粉 末 の抗 菌 便 は黄 色葡 菌 に1億 倍

結 核 菌 に5万 倍 、 チ フ ス菌 に32万 倍i大 腸 菌 に

12万 倍 で あ る｡ua、

質 問 寺 肝 正 中
の

、 同 じ葡萄歌球菌である寺島株 と209P株 に封す
'る感性の差が蝕 りに強趨 ぎる様に思はれるので も

う少し精細に御検討 を御願ふ｡

解 答
礁

葡萄歌球菌寺島株は最近抗菌力が弱つてきて

「スhレ プ トマイシン」にi封する抗菌債が禺すぎる

ので209Pの 抗菌債 を以て標準としてゐる｡一

=追 加 日本馨學研究會 入 凶 譲 三

ベニシリン培養濾液には混合感染防止力の他に

結核菌にたいする◇抗毒作用が多 く、この物は有

書機酸及びアルデヒー ドの組み含せによつて、ある
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程度模型赫造 を得 させることが出來るが、 これに

は抗毒的作用がない｡こ の作用は植物種 」膿 芽抑

止により測定禺來る｡は しが き中に も、同作用の

物質があ り、これ を抽出注射すれば、喀疲の組織

豫に妊影響 あり、排菌撒 を減する、芳香族カノ↓ボ

ン酸のナ トリゥム盤でその作用が代替 される、模

型的抗菌物質は混合感染に有効であるとともに、

その中にある有機酸に勤 して も蛮育阻 止 力が あ

る・この部分を縦 蹴 して注蠣 鹸 をゐ に

減ぜしめ得る｡帥 ち抗毒的病攣阻止因子と結核菌

嚢育柳止因子とをもつ て、肺結核症の化學療法 を

展開するこどが可能である｡

結核の化學療法並抗菌物質療

法研究(績 報)

金澤賂大日置内科教室

日置 陸奥夫 井 出 遍 夫

岡 崎 道 也 川 口 武

岡 部 庄 英 倉 金 丘 一

坂 戸 正 明 寺 門方壽三

松 谷 功 丹 保 司 平

佐 々木高伯 紺 田 智 久

佐 伯 絢 一 田 村 豊
吻

1.化 學 療 法 研 究 嚢 に 實 験 的 結 核 モ ル モ ッ ト

にi封 し4-Amino7一NitrolaurylaminodiphenykSul-

fone,3・-Nitro・4-laury]amino-diphekyletherカ ミ若

干 抗 結 核 作 用 を呈 す る こ と を本 研 究 に於 て 報 じた

が 、 其 の 後 井 幽 は 斯 や うの 誘 導 髄 でPheny1の 一一.

をPyridinで 置 換 し たPyridyLphenylsulfon畳 豊

を合 成 、 試 み て そ の 無 数 な る 旨 を述 凝 た｡今 回 井
の タ

出 は 更 に 同 様Pyridylphenylether化 合 物 に 就 て 研

究 し た が 、 僅 か にPyridyl(2)P一laurylamino-m一
な

紅itropheny;etherに 於 て梢』封 照 よ りも結 核 性 病 攣

の 輕 度 な る こ と を知 つ た｡Pyridylphenylsulfen{擢

と云 ひ 、Pyridylphenyletherと 云 ひ 、Pyridin核

を導 入 す る こと は却 つ て面 白 い結 果 を招 か ぬ や う

で あ る¢

次 で 岡 崎 はThiazelylphellylsulfou膿 を攻 究 す

べ く次 のや うな形 の もの の合 成 を志 し之 を獲 た｡蟻

CH3

＼__N、

い 畷 二〉-NHC・R
s＼

NOa

(NH2)

2.抗 菌物質研究 前回の本學會に於て川 口、

安江、徳野等は多鍛のPeuicillium代 謝産物の抗

結核作用を検討 し.2種 の ものを得、P.dolnm岨e

の1殊 より得られるものをTubermycineと 命名

報苦 した｡今 一一っP｡cblorophaeumBi◎urgeよ わ

得 られ るものに就て川 日をして攻究せ しめたる塵

によると之はCitrixxinvz外 ならなv・ことが分明 し

た｡帥 今同citrinihの 抗結核菌螢育阻止作用は

32,000倍(稀 繹法)に達することが知られた｡

倉金はAspergi11ux代 謝産物に就て抗結椴伶用

を検 しつ 鼠あゆ、その…株に於て特に検討 を進め

つ 玉あ り、目下彼麹酸等との關係につき攻究して

ゐる｡

坂戸 ・寺門 ・松谷 へ丹保等は放線菌代謝産物の

抗菌作用 を研究 しつ 、あ り、往々薪知見 を得てゐ

る1が、抗結核作用を螢む ものは未だ1種 に過ぎな

vリ0

3・ 抗菌物質作用の増強に關する研究 既に日

置、岡部、佐々木、紺由～佐伯等は彼ペニシリン

の作用が特定死合物nよ6頗 る壇強せ られること

を實験的に明かだして居 る｡斯 様な研究の着眼は

著者等と右時を同 じうして他にもないでないが、.

著者達は試験管内に於て實際に相互に相乗伶用の

認められるか、否か を検討 し、又夫屍封象とする

菌種に慮 じて各 玉特定物質を婆することを明かに

した｡更 に從來そのことの知られて居ない物質に

嘗て知 られざる強大 な相乗作用 を見Mlす ことが禺

來た｡、

例へばヂフテリー菌に封するペニジリン作用の
が ロ

Pyrimisoitに よ る 」曾強 、 黄 色 ブ ドー 歌 球1菌 にi封 す

るHydrochin0n,Kativ,Pyrimison,Merazin,溶

蓮 菌 に 封 す るMerazin,肺 炎 工 型 菌 に 封 す る

Sulfaguauidin,ARthrochiuonviolettの 斯 る 作 用
な き

等が之である｡

即ち日置、田村等は直ちに此敷果 を結核菌に封

するStreptomycin系 抗菌物質作用の増強に適用
闇
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・し・既に若干の知見を得つ 』あるが、その詳 細に

瀾 しては両實験 を今少し確實なものにして獲表し

たいと思つてゐる｡

有 機 砒素化 合物 に よる結 核の
轟

化學療法に就て(二)

瓶 北 里研 究所

平 賀 憲 正

三共高峰研究所

松 居 宗 俊

2・9-'di・野di幽ylarsh・ic蜘(Tubersen)を 以

て す る治 療 試 験 の縫 綾 で あ る｡前 回 まで は モ嘉 モ

セ トに結 核 菌 を接 種 してか ら治 療 を行V・、 一淀 時

日の 後 の割 槍 まで の 日鐵 が 大 膿120日 以 内 で あつ

た｡今 嗣報 告 の分 は そ の 日藪 が150日 以 上 の もの

で あ る｡

TuberseRの モル モ ッ トにi封す るi致多ε量 は 膿 重

1009にi封 しP・029で あつ て 、 今 同 治療iに用 いた

量 は燈 重1kgにi封 しO・OO59で あ っ た｡治 療 は

皮 下 に1週2回 、14週 を以 て 治 療 を1絡り、1ケ 月.

・半 の 後撲 殺 剖 槍｡肉 眼 的 に 治療 群 の病 攣 は封 照 群

峰比 して輕 度 で あ り、脾 臓 の平 均 重 量 は 治 療 群

1・8gi針 照群2・59で あつ た｡燈脾 臓 、肺 臓 、肝 臓 か ち
が

の培養試駒 於 ㍉も雨者の闇に著 しい 差が あつ

た｡本 實験にはCorper氏 培地 と岡片倉氏培地 と

の2種 を用い、肺臓は細切後23%のNa .aPO.i12

H・O溶 液 を等量に加え、翌円培養 した｡

本實験の結果・か 幡 増養試験 こは ρ・yper氏

培 地が適當であることを知 り、また脾臓の重量の

此較によつて化學療法の成績 を判定することは極

めて不適當であつて、肺肝脾等の諸臓器からの培

養試験が是非とも必要であることを痛感するに至

つ たo'・ 一 噌

ヒノキチオールの肺結核症に

封する治療的慮用(鯛 報)

熊本露 大第一 内科教室

國立熊本病院内科
へ

國立結核療養所再春鼎

桂 重鴻 木下康民 山本正三

三島 功 鬼頭克巳 吉田徹・一

鈴木 賜 鈴木 競 緒方久雄

木下和之 勝田和夫

ヒノキチオール(「ヒ」と略総す)は結核菌及諸他

の細菌に封 して強き殺衛 力を有 し、結核性並にづド

結核性膿胸、痔痩、褥蒼、肺壊痘、熱帯性潰瘍等

に封 し測奮作規 を現す ことを鍛次報告したが、こ

の物質の肺結核症に封する治療的鷹用に就ては、

演者等の中の桂及渚、下が剛 ヒ帝大桂駒科在任時代

教室の他の共同研究者と典に種々工夫 を試みたけ

れ ども未完成のまま引揚 るの止なきに至つた｡蹄

國以來本實験の再開 を企て熊本馨大第一内科閾立

熊本病院及國立再春荘入院肺結核患者中雨測肺浸

潤陰影と共に、一測叉は雨側に顯著なる澄影 を有

し、喀疾結核菌数多き者20例 に封 して 「ヒ」使

用 を試みた｡使 用方法としては 「ヒ」ナ トリウム

水溶液の喉頭注入或は直接室洞内刺入を行ひ、叉

は 「ヒ」力井 シウムの粉末を喉頭上 より噴撒吸入

せ しめた｡使 用開始は大多数の者にあつては昭和 一

22年8月 以後て、観察期澗甚だ短か く、且つロ

ヂン酸の使用を合併しつつある者がかな りあるの

で、「ヒ」使用成績 に就ては術確淀的なことを言ひ

得なV・が 「ヒ」使用開始後赤沈遅延、喀湊結核菌

減少及一般歌態の改善 と並んで、澄影が明かに縮

小 し、或は周團の浸潤が吸牧せ られると共に澄影

が不陽瞭化 しつつある者が若干例現れ、又亘大室

洞像 を有 し年飲輕快に向はなかつたに拘らす、刺

入開始後比較的速かに膿温の降下、髄董 の増加、喀

痩、膿 性度の減退 を示 しつつある者 もある｡

以上の事實から 「ヒ」の肺結枕誤倒 す礁 用

はかな り興味深 ぎもの級あると推察せられるので

今同は豫撮として、此等の例に就 き竈として レン
ぎ

トグ ン窮翼 像 を供 覧す る こ と とす る難
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ロヂン酸 及類似 異常 構 造 を有

す る物 質 の肺 結核症 に封 する

療 治 的慮 用(緬 報)右 旋 性

シ トロネラール の磨 用 に就 て

元轟北ノぐ蟹學部粧内科ぐ現中華民口國立

盗灘大學隆學院第二内科)教室

桂 重鴻 林 茂 堕澤精一

李 延錬 木下康民 王 文蒸



楊 添木 林 松城 郵 萬和

標 思標 李 淑竃

・ 左旋性 ロヂン酸及類似の異常構造 を布する脂肪

酸の肪結核症患者に封す る投與成績に就ては、其

等の脂肪酸が測鎖 を有することと密接なる關係を

有す と推察せられ、從て脂肪酸以外の異常構造 を

有す物質例へぽアル デヒー ド叉はアルコホル等にk・ 、v
關 して も検索 を行ふ必要あることを前回報告に於

て述べて をいた｡此 計書の第一楷段 として、右旋

牲 シトロネラールの肺結核患者に於ける投與 を試

みた｡即 ち元嘉北帝大桂内科、元峯湾総督府松山

結核療養所及び元墓北州立結核療養所清風園に牧

容せる肺結核患者中丸喀疾結核菌籔比較的多き者

106名 に勤 し、 昭和19年2月 以降20年3月

迄 の簡に、 シトロネラール39内 外 を1日 量とな

し、概ね水に浮か しめ毎食後之 を振鑑 して1同 量

を分ち服用せ しめ、蓮結投與叉は聞隔投與 を行つ

た｡槻 察方法は大膿從來と同様で、特に喀湊に就

ては毎日軍純塗抹標本 を鏡槍 し、結核菌減少著 し

き揚合には出來るだけ厳繁に集菌及培 養 を行 つ

た｡

實験威績 を総括するに、菌の消長より観 る時は

106例 中菌培養毎常陰性となつた者11,菌 激減 し

た者10、 不i攣67、・壇加18例 あ り、又経過よダ
　

之 を槻 る時は、臨床的治癒の状態に達せ る者6、

大に好輔せる者18、 かな り好韓せ る者11、 梢 玉

好韓せ る者19、 不攣32、 増悪20、 中死亡14例

となる｡以 」郵D成績は、從前の脂肪酸投與の成績

に比 して劣る如き感 を抱か しめるが、観察期聞が

不充分であつた こと、時為の關係上安翻榮養等に

於て甚だ不如意の鮎多か りしこと等 を考慮に入れ

る時は、異常構造 を有するアルデヒー ドも亦異常

構造 を有する脂肪酸 と略 玉同様の作用 を肺結核患

者 に勤 してあらはす もの と認め得るであらう｡

術ゲラニオールの使用 をも試みたが、食慾不振

其他の胃腸障碍 を惹起 して長期聞服用せ しめるこ

とが臨來なかつたので、中絶するの止なきに至つ

た｡

質 問 阪大竹尾 掘 三 津 夫

表中喀疾中結核菌数不攣にして臨林的治癒に麗

ナるもの一例あ り如何なる症例か｡

追 加.蓮 藤 繁 清

先年桂教授に御願 して、ロヂ ン酸分與 を得て、

・清瀬病院に依頼 しで、之を結核轡者治療k試 用 し

て貰つた｡然 し、、當時戦雫の爲め學備的に完全な

調査 を途げる事が出來す、精細な報告を得る事の

出來なかつた事 を逡憾 とするが同院長岡壽郎博士

が大たV・まとめて、之 を雑誌 「治療」に獲表せ ら

れた｡其 の大要は大膿桂教授の報告優如 く》喀痩

量の減少喀疾の稀薄化菌の減少乃至漕失、其の他

臨床的に好韓するものが多V・と云ふ事である｡次

に私 自身、少歎なが ら患者に試みて居 るが大膿好

影響 を認める、中にぽ肺結核が 「レンパゲ ン」海勺

に も著 しく改善 され勤勢に堪へ る様にな り同時に

「肋骨カ リエス」のE大 な膿瘍が他の療法(外 科

的又は光線治療等)な レに完全に吸牧 さしよく鰯

診 して始めて肋骨に僅かの凹凸 を燭知するに過ぎ

ぬ様になつたのもある6夫 で私は多大の興味 を持

つて釜々之 を試用する考で居 ります6勿 論、まだ

「ロヂン」酸 を特効藥などと云ふのでないが今後

良 く研究する便値あるものと考へます｡

,'追 加 .、 院 大 戸 田 忠 雄:

数年前木材に由來する油の實験的結核頓及ほす

研究 をして居る時に山椒油 とV・うのがあつた6こ

れには結核形成阻止作用があつたその 「フラクチ

ン」 として 「チ トロネ乏一ル」を得た ところそれ

に阻止作用のあることも知つたのであるが山椒沈

の出所が不明なので、その後の研究は中止 してい

たが、本日の桂氏の研究を聞いてそれが偶然一致

していたので楡快であつた｡

なお化學療法薄の使用には略疫中¢∫全細胞の清

長 を絶えす襯察 しつ 玉その影響 を注意 し使用量或

は使用期闇な'どを注意せねばならぬ｡

臨床的所見の極めて良 くなつた1例 を例外的に
鬼臨床的治癒の部類に包含せ しめた

｡私 共は 「ロヂ

ン酸 を投與 した肺結核患者の喀湊の弾力繊維 を毎

日染色追究 し、それが漸減 しゆ く斌態 を槻察し(木

下康民君實験)肺 組織の崩壊が停止に傾 くものと

認めて居た｡
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Pro雌nと 其類似物質の實験

的結核 に及ぼす影響候就て

傳染病研究所銘三研駕部(部長武田教授指導)

岡 野 光 雄

SodiumP・P,｡diaminediphenyl:ulfon-N ,N・｡

didexitr◎seqisulfOllat(Pro血in)と 其 類 似 物 質 た

るSodium-N-thiayal・-P-Amin(》phenylsUlfenamid・

gluco騨ulfo蹴(Neopremin)の 實 験 的 結 核 に 及 ぼ

す 影 響 犀 就 て 研 究 の 結 果 家 の 成 績 を得 た｡實 験 は

Pr◎Min3同Neo-Promin2同 行 へIO｡

實 験 動 物 は モ ル モ ッ52509-400gの もの 實 験

封 照 同 数(10頭 一13頭)を1例 と す 杢｡

接 睡 薗 株 は 人 型 芝157株 の 菌 浮 游 液O.5cc中
一11

亜 ～20通9皮 下 接 種 實 験 期 間70日 間 ・ ・

Proコnhは30%溶 液 、Neo-promin.は10%溶

液 で 共 にO.5cc.
〆

Prominの 第1回 實験は週2同 皮下注射、 第[

回は隔 日皮下注射、第 皿回實験は隔日腹腔内注躬、

Neo-Prominの 第1回 實験は隔日皮下注射◎

第1【回實験ば隔 日腹腔内注射｡'●

成績結論 として1)Prominは 投與量如何に依

りては或 る程度の結核形成阻止力を認むるも(特

に肺・脾)特 効藥 とは認め難 し｡

2)Neo｡prominはPromb)に 比 し梢 玉結核形

域阻止力劣 りしが余の使用せ し溶液濃度並明に授 Ψ

與量は少量の傾向あ りし爲に効力判定にはこの濃

度、投與量 を増加 し結核形成阻止力が増強せらる

るや否やを決定する必要あ り目下實験研究中であ

る｡

3)然 し乍 ら爾者共貧血を惹起する事は避け得

す｡

追 加 豫 研 柳 澤 謙

プワミンに關する研究は私達 も数年前に行つて

只今の演者と略 玉同様な結論 を得ている｡然 し臓

器内結核菌の浩長 と組織學的瞼査 も精細に行つた

が、肉眼的には結核結飾形成阻止作用はなるけれ

ども臓器内の結核菌には影響な く、又組織學的搬

査に於V・て も封照群と實験群との間には葦異は認

められなかつた｡一搬 ちは結核の治療藥の効果決

定するときには肉眼的の剖検所見 までの検査は豫

備實験ゐ考へそれに臓器内結核菌の態度及組織學

的攣化の綴査 を加へたもの を以て本實験として考

へている｡

追 加 傳染病研究所 武 田 徳 晴

只今柳澤博士の追加に勤 して1、2の 意見 を述

べたい｡演 者の用ひた動物實験の方法に就ては既

に20年 以前佐藤秀潮教授の獲表 されたそのまま

の方法である◇この方法に就ての批判の鯨地 もあ

り、岡、柳澤氏等の研究に徴テ るも明かであ り、

余等 も充分 この黙を承知なるも敢て之を使用する

所以は現在の如き物資の不足せる時代にあ 砂且つ

人手の不足 もある揚合には逆にもつ と簡軍にして

早期に大膿の判定をなす方法が望まれ、一鷹簡輩
ぶ

なる方法によの多籔の藥剤に就て結果を見て見込

なきものは棄てて希望のもてるものを選揮 して、

之に就き更に各方面の桧査 を考慮して再瞼討すべ 一

きとの見解のもとに實験 を進める｡

結核化學療法の賓験的研究

チオ尿索化合物 による海狽結
'

鰹核治療實験

阪大竹尾結核研究所

堀三津夫 服部正次

阪大理學部化學教室

梶 本 政 治 匹

鳥 型 結 核 菌 の 杏 成 液 艦 培 地 表 面 培 養 法 に よ つ て

β一Naphthylthieureaが25～50萬 倍 稀 繹 ま で 菌 の

増 殖 を 阻 止 す る 事 を知 つ た の で 次 の 動 物 實 験 を行

つ た｡.

第1同 實 験 燃

試 獣:海 猿

結 核 感 染1強 毒 人 型 結 核 菌 高 垣 株O・Plmg皮 下

注 射 舶 一 壁｡

供 試 剤 ・β一Naphthylamine,β 一Naphthylthiourea,

β一Aatnapbthylthiourea,Naphthylthiohydaut・)ic

acid,Dinaphthylthiourea,Dipiperinylthieurea,

Phenylthiourea,Carbaminylthiohydaut"icacid

β一xxaphthylamide,P｡P'-Dithioureid｡-diphexxylsu-

1fone.
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藥 謝 投 與:結 核 感 染1ケ 月後 よb投 與 を開 始 し

β一Naphthylthioureaは 皮下 注 射 と経 口投輿 の 繭 法

をNaphthylthiohydautoicミIcid,Din乳phthylthio"

ureaは 経 口投 與 を其 の他 は総 て 皮 下 注 射 に よつ

た｡投 與 同籔 は1ク 月 間 に25～30同 、投 興 量 は

各 試矧 に よ り匠 々 で あ る｡

實 験 成 績:薪N硬hthylami珊 及 び 蘇Naphth-

ylthioureaの 皮P注 射 ・は無 塵 置 封 照 群 に比 較 し可

な り著 明 に結 核 進 展 を抑 制 し、次V・で β一Naph-

thylthi・μreaの経 口投 與 、β一Acetnaphthylthi・urea,

Naphthylthi`,hydantoicacidむ 鞘 々結 核 病 攣 が 僅 ・

少で あ つ た｡

第2同 實 験

以上 の實 験 成 績 よ りして:β 一Naphthylamine,

β一Naphthylatioureaの 病 果 を既 報 のDiaSone,

Pheuanthrenquinoneの 敷 果 と比 較 す る爲 に次 の

貴 験 を行 つ た｡

試 獣:海 狽

結 核 感染:強 毒 人 型結 核菌 高垣 株O.01皿9静 脈

注 射..

供 試 齊聾:β一Naphthykhi0urea,β 一Naphthyla-

mine,Phe▼anthrenquinone,Diasone.

藥 剤 投 與:結 核感 染1ケ 月 後 よ りDia"9・neは 経
轡

口投與、他 はV・つれ も皮下注射法により行つた｡
奪

實験成績:全 群の結核病攣は強烈であり無虎置

樹照群 と各治療群闇に大差 を認め得なかつた｡

追 加 ゆ

東北大抗酸菌研究所

佐 藤 正 弘

B・一 ナ フ チ ー ル ア ミ ン に フ ル フ ラ ー ル を附 加 す

禄 人型結核菌燭 する講贈 醸 育組止厩 増
加する演者のチオ尿素の附加により阻止力を増加

するのと比 し興味深いことと思はれる｡街 私の實

験はi抗研誌第2雀1號 に磯表 してある｡
o

融

結核化學療法の臨床的研究

結核化學療法劃"303"に よ

る肺結核の治療成績

金澤聲大結核研究所

鈴木茂一 高森正章 小林喜順

洲崎元丸 蓮谷信也
曳"303"製 鮒は 「O-Aminopheao1が 結核化學療

法剤としての特性を県有する物質である」といふ

基礎的研究の成果に基 き、當研究駈岡本教授によ

つて創製せられた新抗結核鮒であつて、余等は本

製謝の肺結核に劃する治療蝕 果如何の問題に就て

昭和20年7月 以來詳細なる臨床實験 を績けて來

た◎

現在迄"303"治 療 を施 した患者の総数は273例

でその内課は
ご な

1)臼 昭 和20年7月 至 昭和21年3且 、8ケ

月 閻 に 於 け る入 院 患 者83例 の試 験(1同0,5～

2,0e6海 蜘 或 は隔 日筋 肉 注 射)

2)自 昭 和21年4月 至 昭 和22年8月 、17ク ・

月間 に於 け る外 來 患 者130例 の 試 験(1同2,0～

5,0cc.宛 毎 日或 は隔 日筋 肉 注 射)

3)自 昭 和22年9月 現 在 に至 る外 來 及 入院 患

者60例 の試 験 く1同2,0～20cc.宛 筋 肉注 射)

で あつ て 、 その 實 験 を通 じて 知 り得 た 事 は次 の如 ・

くで あ る｡

e1)"303'i一 儂 剤 は肺 結 核 に封 して確 か に 良 好

に影 響 す る｡

a)Turban-Gerhardt分 類 法 に 擦 る1及 ■期 患

者 で は 凡 て 良 好 の 経 過 を と り、 悪 化 し疫 もの が砦

無 で あつ て 、
ヘ ロ

h)皿 期患者(末期患者 をも含む)で はその牛数

に於そ良韓の傾向が.見られた、

と云ふ結=果であつた◎

2)"303"一 一製捌は忌むべ き副作用は無 く、安

全に蓮用 し得 る製測である｡:

3)現 在迄に投與 した壕大量は筋肉 内30cc・,

静脈内20cc.1掴 量(海 狸に封する致死量から計

算した人膿50既 に勤する最小致死量850cc・)で

あるが、蓮綾治療には一般に1同2C)20cc・ の範園

の量 を適宜加減 しつつ行ふのが好適な様であつて

我々は目下 この"303"数 果 を最大限に期待 し得

べき新治療法の確立に向つ七努力しつ 曳ある次第

である｡

荷"303"注 射(20～30cc.)の 人髄に就て其の

血液、尿が強大な抗緒核菌性 を畿揮するものであ

ることをSlideCeUCultureQ差 で立謹することが
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拙來、蝕ゼ人膿實験の威績が亦よく基礎的研究¢鉢

域績に符合する虞あるを知るに至つた 次 策 で あ

るe

・質 問 阪大竹尾 堀 三 津 夫 ｡

療法の臨床的観察

財團法人結核豫防會保生園

佐 藤 彦 次 郎

當園入院患者 中、無選澤に同療法を希望する29
臨脈鯛に於ける303注 射開始前の豫備襯察期間 例に就て(昭和22 ｡3開 始)、 概ね2c・c.宛 、最高

嬬 れ伽 ㌔ 朧 のX徽 編 翼 を観 すると相10
αc海 を蜘(少 蜘 蟹では輸)雛 した(・dc.

報 灘 早 く瀧 するものがあ り之等の ものは自 勅.ア5・ 憩9鮪)
◇その}tAmaは3_・2ケ 月が然治癒 と見倣 され

るもので長期聞の豫備観察が必18例 である
｡注 射開始前及び中止後 も数ク 月以要繍 臨

鷹微赫 雛 であ 縢 鷺 灘 繍 繍 謙 鑑昔
ち た め に 成績 の動 揺 は 比較 的 甚 だ しい と考 へ る め の1例 あ る

｡希 望者 の爲 か 自然重 症 者 が 多い群 と
で303號 注射 後 の血 液 のSlidecellcultureの 詳 な

つ た｡
が

細な手技を伺ひたい｡ 胸部X 一線所見(27例)短 期間の2例 は除
も

追 加 保生園 佐 藤 彦 次 郎 外する｡岡教授め第 ∬型(播種型)は ∫乏攣、悪攣谷1

例、第 皿型殴氣管支肺炎型)不 攣、悪攣各1例 、第私の使用量は少V・か も知れないが(大多数2c.c｡
W型(肺 炎型)不 攣、悪攣各4例 、第、1型(硬 化毎日筋注)鈴 木氏等の第11群(80鯨 例)に 於ては

型)良 攣、不攣各5例 、第冊型(混 合型)良 攣i1

譲昊撫撫 贈携 禽器 寿に繁 空藁犠 誉灘 聯 轡 耀
比しても私の購 は甚だ劣る・ 骸 病巣或腔 洞は不籔 羨

の糠 購 鰍 撒

追 掬 滋布集が納 吸々牧された程度で、力抵 る経過は大氣
i

結鵬 囎 織 蹴 所 購 療灘 よっ銘 よく鵬 されるものであるr
.岩 崎 龍 郎 ・・劉 司碗 化断 攣 ・吻(含 無 禰8倣 締 ・

、、s"一 例、杢洞の壌大又は数 を増 した もの9例 ある｡
303澱 醗 使肌 航 した もの9例 の音曜蹴Z

urban-Gerhardt/y>Mで 第 期 瑚 、涕 醐 剃
した303號 使用後X線 で室洞の周園に廣V・陰影が あるが

、之等の6例 は良攣、不攣、悪攣各2例 と・
現れたものがあるが剖検によつて室洞壁を越 して 云ふ結果になる

｡｡
その周團に廣 く乾酪 免が起つてゐる ことが確めら・ 赤沈(27例)遅 延5例

、不攣11例 、 促進
れた例がある・又小 さい鋼 を中・心とレて廣 く新 ・瑚

｡
し唖 醐 櫛 炎施 蝋 心の鯛 中曙 明な"ISM骨 睡 鋼 測定 し徹 もの9銑 その中穫3

、
のある髄 鱗 ある・又血雛 散布を枷 二塑 こ 例海 少鯛

｡㌧
とは出來ない・ 顧 幡 核菌 定蜘 替養法を主とし澗 _檎 ,

解 答 ・ 培 地 へ の培 養 及 び輩 塗 標 本 の 槍鏡 を参 考 と して 槍

した｡短 期 間 の2{列 を除 い て 、棺 々滅 少1釧 、不83例の 第1回試 験 威 績 は約1ク・月間 の観 察 後

攣16例 、稽 々壇 加,10例 で あ るe・fuの 製測 使 用 成績 で あ る詳 細 は金 大 結 核 研 究 所 年
辮 膿 温(28例)23例 の熱 濫登は 略 々不鎚 で あ る

｡報
｡第1年｡高 村論 文 第13報 、第14綴 、第15

x1例 に於 て は 注射3日 日か ら頓 み に 解 熱 した が 、
鯵 照 されたい・ 酬 開始後32日 で死亡した詠 ノ

、麗 の螺

肺結核 症 に封 す る303製 劃 ・を見た もの4例｡

(オル ト●ア ミノ フエ ノ繭ル)咳 蝋及び喀痩 注射による値接の影欝 を見 な
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喚｡

喀血 瀕同血湊或は喀血 を繰返 した 竜の14例

声ある｡本 鮒 と肺出血の誘囚との閥係は不明である

が、e少くとも強力なる止」血作用は認めない｡・

血球敬(4例)赤 白血球敬 とも注射開始後減

少し(1-2-3週)、 その後漸増 し、血色素は赤

血球歎に略々平行 して壇減する｡

.臨床的綜 合所見 以上の所見及び患者の一般症

厭等によつて綜合判定を下せぱ、28例 中稽々輕快

3例 、不攣9例"鞘 々悪花2例 、死亡11例 であ

る(不群1例)｡術 注射前輕症 と思はれた6例 の経

過は死亡2例 、シユープを起 し又は室洞化した も

の2例 、不攣2例 である｡

結核性 合併症に封する影響 重い腸結核症10

弼、喉頭結核5例 ㌦腎臓結核3例 、結核性膿胸3

例 、同中耳炎2例 には好影響 を認めない｡

副作用 注射局所に硬結 を作る事が多い｡

以上の成績 を総括するに、私の29例 に於ては
謙肺結核症の自然の経過に著 しい治癒的影響 を認め

●

な ～(｡

結核症に封する作業療法の永

績効果・適鷹及び禁忌

千葉醤大堂野前内科教室触

飯 田 政 雄

瀦核症に封する作業療法の歴史は術ほ新 しく、
'今後の研究に侯つべ き問題が少なくない｡

演者は本療法の永績数果、適鷹及び禁忌に關す

る知見に寄與せんとし、國立千葉療養所に於て作

業療法を絡了退所せるもの233例 に就き、退所後

ユー6ケ 年後に於ける現欺を調査 し、之 と在所中

の諸種臨床虜見 との關係を各方面より追究 した｡

叉一方作業療法實施中再燃の爲め療法を中止せる

31例 に就て も詳細に吟味 して次の結果を得た｡

(1)永 績炊果 本療法絡了退所後1--6ケ 年

後に於て、職業に從事 しつ 無ある健康者177例 、

馨療 を受けざるも健康ならざるもの28例 、再獲櫛

の爲め留療iを受けたるもの28例(其 内死亡11

例)で ある⇔

(?)適 慮及び禁忌・前項各例忙就き在所中の

臨味所月、と永績敷果 との蘭係 を追究せる結果、次

の如 く結論する｡

(の 総封的適鷹症(i)赤 沈1時 間値が作業

療法開始前6ク 月閻を通 じて1-5粍 なること、

(ii)、病攣が硬攣型なること、(iii)病巣の廉 さが全

肺野の6分 の1以 下なること、(iv)喀 疾の菌培養

6ヶ 月間引績き陰性なること、以上4つ の條件を

総て満す もの｡

(b)禁 忌、(i)療 法前6ク 月聞の最高赤沈値

26粍 を超へること、(ii)病 型が滲出型父は増殖

型なること、(iii)病 巣の贋 さ全肺野の6分 の2
お セ ロ

以上のこと、(iv)喀 湊中の菌培養(十)以 上のこと

以上 の條件中の1っ にて も存在する場合｡

(c)相 封的適慮症 前二者の中間に位するも

の、實施に當 り旗重なる注意を要する｡

結核患者の農耕作業並に外 出

外泊の問題に就 いて

國立千葉療養所(所長岡田藤助)

飯田政雄 久保田 宏

淺野 瞳
■,

國立千葉療養…所入所者の現歌 を見るに肺結核症

の各病期毎に夫々に適慮 した治療法 を湖足に行つ

ているとは断言出來ない｡此 の理由は終戦後の種

々の國内不安が最 も大きい と思はれる｡之 等の爲

に彼等の生活 も一攣 した｡私 共は今回、農耕作業

並に外揖外泊等が病症に封 して如何なる影響 を及

ぼすかにつV・て調査 して次の様な結果を得たd

第1農 耕作業問題 安灘療法や散歩療法施行
●
中の入所者が農耕作業 を行ふ事によつて如何に影

響 されるものであるかの麹察は現在ぼ)様な不安な

肚會歌態下に於てのみ行はれ得る問題であつて又

結核研究資料 としての債値 も頗る大であると考へ ゆ

ている｡彼 等は己の病棟附近に畑を耕 し牛ぱ趣味
ジ

的に氣樂な態度で小茱園を作つている｡耕 作をし

てゐる患者は88名 である｡(昭 和22年7月 現

在)耕 地は凡900坪｡此 等に就V、て病猷別に獲病

から作業開始迄の期間、作業量、自鐙症、作業中

止者の吟味、艦重膿温赤沈肺能力等に就て調査 し

た｡そ の結菓、散歩療法安艀療法中の患者で自由

にやつてV・る農耕が直接原因となつて病状の悪化

した者は繍人 もない事を確めたっ
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第二二 外出外泊問題 安静療法或は散歩療法中

の入所患者が蝕儀ない事情で外出外泊 をす る場

合、それが直接動機となつて病歌の悪化を見る揚

合がある◎最近2年 闇に於ける営療養所の入所患

者 の外萬外泊(589件)込 異常病歌獲現とにつV・て

調査 した｡異 常病殊畿現例134件 中外出外泊に直
群接原因 したと思はれるもの92件 を見た

｡そ の中

で も外泊に超因するもの78件 である｡此 等のも

のの外萬外泊直前の諸種臨鉢所見(脈 搏の性歌、

赤沈値、謄温、喀疫中の結核菌の有無、貧血の有

無、胸部 レ線豫による病竈の位置廣 さ陰影の性歌

等)外 萬外泊の季節、獲病 より外出外泊迄の期間

等と異常症厭嚢現 との關係について調査=した｡

肺結核 の食餌療法に關する臨
・床親察

國立療養所千城園

細 谷 該 太 郎

昭和14年 ユ月よ り15年10.月 に至る間、肺

結核患者に蛋白質80瓦 、脂肪40瓦 、含水炭素

420瓦 、熱量2400ヵ ロリーなる組成 を有する食

餌を與へ、その實際掻食量に基き種々槻察 を試み

た｡

患者は3ヶ 月以上経過を槻察 し得たる青肚年の

飾結核患者で男子70例 、女子46例 で、平均髄

重は男子48駈 、女子43竜 、男女合計46既 で

あつた｡

髄重1竜 以内の増減を「不攣」1班iより2妊 の増

減 を夫々 「増加疑」「減少疑」2妊 以上d)増 減 を

夫々 「壇加」「減少」とした｡

結 果 瓢,
」(1)全 経過を一括 して親察開始時と絡了時と

の盤重を見るに各病型とも各々略々増減相孚ばし

著明なる差は認められない｡一｡.

(2)實 際撮食量、病型、血沈、騰温と燈重の

推移 を見れば次の如 くである｡

-a全量播食群(2400カ ロリ"、 プロキロ50～

60ヵ ロリPt-)"

i各 病型とも燈重は増加の傾向を示す◎

ii血 沈正常値群は増加傾向著明にして、促進

群にては増減相混するも〉男子高壌促進群 を除き

概 ね 壇 加 に傾 く｡

iii腱 温 よ 妙見 れ ば 男 子 は無 熱 の 時 の み 塘 加 に

傾 くも女 子 は微 熱 の時 も増 加 に 傾 く｡

b)3/4～2/3掻 食群(1800～1600ヵ ロ リpaOプ ロ

キ ロ30～40カ ロ リー)・

i各 病 型 と も男 子 は不 攣 乃至 減 少 に傾 き,、女

子 は不攣 が 主 で且 つ増 殖 型 に於 て鞘 増 加 に 傾 く◇

ii血 沈 よ り見 れ ば 男子 正 常値 群 は不 攣 、促 進

群 は減 少 に傾 き、 女 子 促 進群 は不 攣 が主 で あ る｡

iii艦 温 よ り見 れ ぼ 男 子 は無 熱 の時 の み不 攣 そ

れ 以 上 の 畿 熱 にて は凡 て減 少 に傾 くが 、女 子 は凡

て に於 て 不攣 が 主 で あ る◎ 翻

c)y2撮 食群(1200カ ロ リー 、 プ ロキ ロ30カ

ロ ゾー 以 下)

凡て の 場 合 減 少 の傾 向 を示 す｡
ぼ

(3)膿 重 の平 衡 維 持 に要 す る熱 量 は男 子 は無

熱 時 プ ロキ ロ30～40カ ロ リー 、微 熱 時40～50

カ ロ リー な る も、 女 子 は無 熱 時 、微 熱 時 共 に30

～40ヵ ロ 旦一で あ る｡

(4)輕 熱 畷37.6｡C)以 上 の 獲 熱 を有 す る時 は

本 食 餌播 食量 の 如何 に關 せ す不 攣 乃至 減 少に 傾 い

て い る｡

(5)観 察 絡 了 時 に於 け る輔 機 は妊 韓53例 、

不 攣37例 悪 化26例(中 死 亡16例)で あ る｡

(6)全 食・、2400カ ロ リー 、"プロ キ ロ50～60

カ ロ リー にて は進 行 性 顯 著 な る患 者 を除 けば 治 療 ・

食 飼 とみ て 支 障 なV・｡

｡(7)3/4～%食,1800で)16∞ カ ロ リー一・ プロ

キ ロ30～40ヵ ロ リー に て は病 歌 略 々安 定 せ る揚

合 に 於 て 、盟 重 の 平 衡 を保 ち得 るの み で あ る｡

小型人工i氣胸器 の一考案 一

京大結核研究所臨床第一部

内 藤 盆 一

前・川 暢 夫

開業馨家の往診氣胸隆便ならしめる目的で小型

人工氣胸器の考案 を供腎した｡本 器は縦22糎 横

15糎 、奥行8糎 め木雑に牧 められ、 全量1竜

絵、往診鞄の中に樂に入れられる｡.

定量的途氣は勿論、活栓の操作により定星的排

氣 も可能なるを特長とする｡詳 細は近刊R本 臨宋
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結核 を参照され度㍉㌔

藤

呼氣 を用ふる人工i氣胸装置

幽立京都病院内科

粕 村 秋 夫 疋 田 善 平

現在肺結核患者治療の内、大氣安艀榮養療法以

外では人℃氣胸が最 も一搬1、勺で敷果的なる事は萬

人の認 める所であ ります｡然 し該療法 も病歌i癒着

等で一律に行かす、たまたま逡氣可能著 も滲出性

肋膜炎俳登のため牛激強は該療法中止のやむなき

にいた ります｡故 に先 人等は之れが併畿 を防がん

と努 力していますが充分なる数なし◎然るに私等

は人入氣胸後胸膣内氣膿組成及浬度温度が人間呼

氣 によく似ているので圃の様な装置にて外氣のか

わ のに呼無 を用ひています｡帥 濾過戸・洗蘇罎・

瑠ず
_

気

呼氣邊入装置 ヲ束 田式 二蓮結 シタ所

跡氣嚢の三部 よりな り、呼氣は綿紗で濾過、活性

茨で吸着再び濾過 されて昇羨水で洗糠後貯氣嚢に

入 り之れより各種人工二氣胸器、外氣補給nに 通す

れば よい○綿紗戸は1～2cm｡活 性炭　は10cmで 聴立

欺藥用炭で充分なbv1～2ケ 月に一度焼熱再製

するが よい.洗 糠罎は完全無薗 を期するためにお

V・た)貯 氣嚢iはこむ性水嚢が便利である｡亦 た濾

過　は瓦斯ます くを利用するも可｡

さて之の装置を用ひた呼氣と外氣 を比較すると

i爽の如 し｡1)氣 膿紐成はよく肋腔内氣髄に合致

している2)温 度は3～5｡C鎧 温に近い、3)膿

積膨脹率は小さい、4)絶 膿漏度が人、5)微 生

物 岐塵芥 も少い、6)毒 性瓦斯は無いと考へてよ

い"以 上 よ蝋1)呼 氣は外氣より機械的刺戟がよ

り少い、〈2う以前考案の ものより簡輩で慶物利用

的て携幣にも便利、(3う 外氣 と同様身近に随意に

得 られ る{4)絶 膿無菌的である等々よゆ安全て實
§

'

メ

用的だろうと信 じます｡'伺 ほ本装置使用後数ケ丹

で2Q名 たらすの患者にしか行つて居 りませぬの

で、實際的成績は決定的であ りませんが今迄の所

1名 の併蛮者 も認めて居 りません、どうか皆様の

御批判とお試 しを戴けば結構 と存 じます｡

人工 氣 胸適庶 の再検討

東北大抗酸菌病研究所

菅 野 嚴

最近1σ ク年間の本大學馨學部附騰馨院熊谷内

科及び常研究所附屡瞥院に入院せる肺結核宙者で
づ

殆んど完全氣胸が可能であ り、3タ 月以上観察 し

得た者のみに就き、病型、察洞め有無、塞洞の大

さ、数 杢洞壁の牲厭、誘導氣管枝・D厭態等 を考

慮 し、人工氣胸による影響 を氣胸巾止時叉は退院

時迄の一般的経過1伏態、櫛 湖1レントゲ ン像・赤沈

速度、喀湊中の結核菌、艘温、禮重、血液淋巴球

等の諸陳 を基準とし、その治療効果 を槍討 した｡

邸ち、一・般に氣胸の効果は氣胸開始後3ヶ 月乃至

1年 の間にその方向が指示 され る｡又 病型の如何

に不拘無室洞の ものに勤 し最 も効果的であ 以 塞・

洞性のものは増殖型叉は硬化増殖型で室洞20粍

以下の ものが最 も治療効果を認める｡浸 潤性早期
・型は察洞の有無に不拘氣胸効果が大である｡併 し

爽熱ある滲出型では寧ろ不良で特に一側に藪佃の

廣汎な察洞性の滲 出型では寧ろ不良で特に一測 に

数個の廣汎な室洞性の滲出型病竈あ り、他測に隈

局せる小浸潤 ある場合、察洞側氣胸により他側に

贋汎な散布を認める場合が ある｡又 塞洞一・個のみ

の場へ20轟 以下の大 さのもの治療効果極 めて

大で21乃 至30粍 で も可成 り有効的である｡僧

し塞洞多数ある場合、最大察洞20粍 就中 埼 粍

以下では氣胸効果可成 砂佳良だが、21粍以上では
一般に不良である⑪又塞洞を出て肺野を走る誘導

氣管枝の走向の影響は著明でないが正中線に直角

に走る型が稽 々良効である｡文 室洞壁に就いてみ

ると黍洞15粍 以下で薄V・浸潤性の壁が最 も縮少

し易いが、塞洞16粍 以上では壁の姓歌 と室洞縮
蓼

少との聞には著明な關係を認めない｡
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縫綾不能とな りし人工氣胸例

の統計的観察

國立療養所清瀬病院

牧 野 進

昭和22年1月1日 よ り同年12月31日 迄の

聞國立療養所清瀬病験に在院せる患者874名(男

615名 、女259名)中 、種 々なる理由により、氣

胸纒績不能 となりて中止せ られたる者57例(男

37例 、女20例)に つき、胸部X線 所見、氣胸期

聞、氣胸の欺態 、氣胸前後に於ける症歌、中止理

由、豫後等につき統計的槻察 を加へ、概ね次の如

、き糸吉果 を得た｡

1.在 院患者中當院にて人工氣胸療法 を實施 し
も れ

得たる者は187名 、21.4%(内 男130名 、21.2%

女57名 、22・0%)で ある｡

2｡そ の中種 々なる理由により纏績不能 とな り

て中止せられたる者 は57名30｡5%(男37名

2&4%、 女20名 、35.0%)で ある｡

3.胸 部X線 所見上その大部分に於て室洞を有

する｡

4｡氣 胸の期聞は最短1ケ 月より最長3年11ケ

月に及び大多数は3～6ヶ 月である｡

5.申 止理由は、大多数た於て癒著及び肋膜腔

内液貯瘤である｡

6.57名 中17名 は氣胸中止後最短3ヶ 月最

長8年8ヶ 月後に死亡し、輕快又は豫後良好と認

められるものは6名 に過 ぎす、而 も此等の者ぱ、

その後に於て胸廓成形術 を實施 し得たる者等であ

つて、残 りの者は中止後増幕叉は概ね不攣で、豫

後不良と認められる｡雛

質 問
毒

東京逓信病院結核科
ず小 笠 原 義 雄

滲出液貯溜のため氣胸を中止されたるは如何な

る理由なりや精 しく伺ひた し｡

『同 答 清瀬病院 牧 野 進

滲出液貯溜後次第にi癒着が増強 し逡氣量減 じた

るためφ止せ られた ものである｡

肺結核 の 虚厩療 法 に於 け る肋

膿滲 出液 に っいで 傭

東大醤學部佐々内科教室

藤田貫之助 菅 邦 夫 永田鉄二

田澤 和夫 日高虎之助 伊藤良雄

村 尾 誠 梅原 千治 小原常吉

武内重五郎

演者等は雷教室に於て行つた肺結核に封する諸

種の虚脱療法の際に於ける肋膜滲出液について、

種 々考察を加え、略 玉次のような結論 を得た｡

人工氣胸療法に於ては、約570例 中89例 に於

て氣胸腔に略 二横隔膜頂 を越 える滲出 液 を認 め

た｡内5劒 は膿胸である｡X線 像との關係につい
み

ては、浸潤性の もめに屡 玉見 られ、氣管校乃至乾酪

肺炎性には極めて多い｡室 洞を有するものに多 く

又完全氣胸に比 して部分氣胸に多鍛見 られ、殊に

索歌癒着を呈するものに認められることが多㌧㌔
へ

出現時期に關 しては、氣胸開始後約6ヶ 月以内が

大部分であるが、季節的の差異は認められないよ

うである｡.棄

滲出液出現時の症歌としては、螢熱 を俘 うもの

と無熱に経過するボQと あるが、約 協 は=磐｡C以

上の褒熱を認めた｡又 胸痛を俘V・、或は赤沈の壇

加を見 ることがあるが全 く無症歌のうちに瀦溜し

て來ることがある｡27例 に於て滲出液出現に前後

して氣胸反封側肺病巣の増悪 を経験 した｡.

滲川液の接綾期間については、追及し得た32例

中%は3ク 月以内に、%は1年 以内に浩失し

短期醐に軸 失テるもの程経過は良好であ る｡し か

し増悪其他の理由で氣胸を中絶せ ざるを得ない も

の も多 く、文肋膜癒著のために氣胸不可能になる

ものがある｡豫 後に關 しては、滲出液が直接影響

を及ぼすというよりは、むしろX線 像病攣の性駅

等に左右されるもののように考えられる｡

肋膜癒著焼灼術に於ては、20例 中孚歎以上(3

例は嶢灼前より瀦溜)に 滲出液を認めた｡多 くは

術後短期闇に出現 し、短時日に漕失するものと長
訥
期間持綾するものとあるd

荷氣胸及び胸廓成形術施行後反封側に滲娼性肋

膜炎を併蛮 した もの夫々4例 及び2例 を経験 した

が、滲出液は短時日に浩失し、原病巣に勤 して悪
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い影響 を及ぼ したようには考えられない｡

質 問

一同の途氣量並初歴絡厘 と滲出液貯溜 との關係

あ りや｡

同 答 藤 田 眞 之 助

以前は相雷多 く、迭氣 してV・たが最近7、8年

は少量にして通常多 くとも500～600耗 としてゐ

る｡内 歴は常に陰歴に止めている以前に比 して最

近は滲萬液瀦溜は減少して來ているがその個々の

内厘については瞼討 していなV・｡

胸廓成形術 と反封側i氣胸 につ

いて(抄 録)

國立東京療養所

小 野 勝

1)豫 め一側に人工氣胸 を行つてある肺結核患

者の反麹側に胸廓成形術 を行つた53例 につbて

衛後6ヶ 月聞調査 し次の結果 を得た｡

2)一 一側の胸廓成形衛は他側の肋膜腔に相當の

影響 を及ぼす｡◎

(1)胸 廓成形衛 を行 うとその直後反調側氣

胸腔の内塵が上昇することが多い｡ .これほ縦隔

竈が備後厘封側に移動するため氣胸腔が狭めら

れる結果 と考えられる｡ノ

(2)衛 後3ク 月の経過中に反封側氣胸が癒

着や滲出液潴溜後、績行不能になつた例が53

例中12{列 あ り、これは普通氣胸経遍に比し明

らかに多い｡,

(3)残 りの41例 中22例 は術後充盈の途

氣最が著明に減少し、術前通 りの後充盈が可能
"で あつた庵のは19例 に過ぎない

｡

(4)以 上の事實から胸廓成形衛は他側の氣

胸腔に封 し伺 らかの刺戟 を與えるものと考えら

れる｡

3)氣 胸中止例12例 につV・て次の事實 を得

た｡

(ユ)衛 前氣胸纏績期間はすべて8月 以内で

あ り7月 以上の総例14中 、中止例は僅かに1

例に過 ぎぬことから考えると手衛前に樹側氣胸

の へ ぼ

を孚年程度以上行つてから手術 をすれば衛後氣、

胸不能となる危瞼に關 しては著 しく少い ものど

考えられる｡

(2)手 衛のために相當後充盈聞隔が延びて

も從前通 ウの間隔で後充盈 を行つて も無胸が不

能 となるか否かには大 して關係がない 様 で あ

る｡
メ

(3)衛 後創化膿例は氣胸不能となるi率が稻

多V・様であるが これが氣胸不能の主因ではなh

と思はれ る｡.

肋膜外合成樹脂充愼術に就て

京大結核研究所

長 石 忠 三 辻 周 介

京 大 歯 科

美濃 口 玄

結核性肺室洞に翠 して胸廓成形衛が有敷な事は

論 を挨つ迄 もなン・・しか しこの手術が必すしも理

想的なものではな く、未だ改良すべき諸訣勲 を有

する事は周知の通 りである｡成 形循の有する諸鋏

繍 の多 くは肋膜外充填術によつて補填 し得るもの

であるが、バラフインを充環する在來の術式では

その異物刺戟や重 さによつての歴迫の爲に衛後室

洞壁が穿孔して治癒 し難い混合感染創 を招來せ し
ず

める虞れが多分にあつて、本法は・一般に行はれる

には至つてゐない｡そ こで我々はバラフイン充填

術の有する重大訣勲 を補填 し、充填衛の有する各

種め利黙を充分に磯揮せ しめる事が出來ぬ ものか

と考へ、合成樹脂を以てする肋膜外充填徳なる一・

新手術々式を案出したのである｡

手衛方法は從來の肋膜殉廃壌衝と略 々同様で1・

～3本 の肋骨を夫々4～6c皿 宛切除 した後、肋膜

外で肺鮒離術を行ひ、その後に生 じた死腔内に異

物 を充填するめであるが、我々の方法では充填物

として餓 欄 旨愚 チ_ル メタク リレ_ト の重合

物)を 使用 し、皮膚縫合に先立ぢ手循創面に約10

萬オツクスフオー ド輩位のペニシリンを撒奮 して

手術創の化膿 を豫防する｡合 成樹脂は動物實験に

よつて も臨床實験によつても組織に封する異物刺

戟が極めて輕微で、バラフインと違つて膿内で攣

形せす、又組織によつて侵蝕されす、充墳物とし
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て嫡 な嚇 であるが、・更峨 々はその重 さを減

する自的から内部を中室にして壁の厚 さを1mm

に した卵圓形の ものを作 φ、これ を胸廓内で大、

小(大 ぱ150～180cc,小 は35～40cc)数 個組合せ

て使用してゐる⇔充填物の重 さは何れ もパラフィ

ンの場合の10分 の1内 外で、非常に輕い勲がそ

の特徴の一つである.現 在迄に二百数十例に施行

し本法によつて喀痩中の結核菌 を陰性化ぜ しめる

手衛目的が高率に達せられ、又在來のバラツイン

充墳術に見 る様 な室洞穿孔例が皆無であ り、我 々
、

の手衛方法によつて胸廓成形循や在來のバラフイ

ン充填衛の有する諸欠勲を十二分に補填 し得る事

を知つたか

〆追 加e・ 京大薗科 美 濃 口 玄

ノ お ミ

勝膜外充填物が充填物としての目的 を達 したる ・

後樹存在する事は將來に共の部分に悪影響の蛮生

の危惧があるわけであるが、此の難に關 して希望

す る一定の年限の後にこれが浩失吸牧 される可能,

牲 を得たモロボリピユール、アルコールを材料と

して使用する｡此 のものは元來、水溶性であるが

此の物に180度10分 の熱嘘理を施す事により不

溶性 となるa此 の聞の申簡の温度、時間 を撰ぶ事

により生膿内で希望の期聞後に吸牧 されるものを

作 り目下動物實験中なる事 を追加する｡

、追 加 ⇔ 千 大 海 合 教 授

肋膜外剥離腔を充填 して萎縮肺の再膨脹 を防止

しようと言ふ考へ方は古 くからあるが、これは異

物 として残ること病竈肺部が選繹的に萎縮 されな

.V・と云ふ難かち、われわれの行つている縫縮法が

考案されたものである｡ち

追 加 国 長 石 忠 三

① 河合教授の創始された肺縫縮衛には敬意を

擁つてゐる｡併 し私はたとへ縫縮術 を行つても若
・しもその後に肋膜外充填衛 を行つてお くとか或び

は胸廓成形備を行つて胸廓を適當に縮小せ しめて

お くかせぬとあとで虚脱肺の再膨脹 を來 し、縫縮

術の効果 を充分に蛮揮せ しめる事が嶺來ぬのでは

ないかとの、疑問 をもつ、つまり縫縮術は猫立的

侵襲 としてではなしに・肋膜外充填痢や胸廓成形

衛の補助的操作 として行ふこれ等の手備効果 を更

に檜夫せ しめるように慮用すべきものではないか

と思ふ｡こ め黙に關 し一度詳 しく伺いたいと存 じ

ます(河合教授に封 して)｡一

② 異物を鵬内に充填するといふ事は原則的に

は決 して感心した事 ではないが合成樹脂は組織に

勤する異物刺戟が他の物質に封 して比較にならぬ

程輕微であり更に私蓬の様に充填物の内部 を中塞

にし極めて輕 くつ くる事によつて、何等の障碍な

く充填出來る｡却 つて、好成績 を得てゐる｡

ね ノ

室 洞 充塞 術 に就 いて

京大結核研究所

長石忠三 辻周 介

京 大 薗 科

美濃口 ・ 玄

コリ｡ス は灘 霜 支を閉鋤 しめる事によつ

て結核性室洞を治癒せ しめ得 ると述べてゐる｡本
ゴ

假設に從つて我 々は灌注氣管支及び室洞内腔 を合

成樹脂の所謂中聞重合物(孚 流動燈)で 閉塞せ し

める事を試みた｡手 衛 方法は患者をレ線装置附手

術甕上に仰臥せしめ、 レ線透覗下で塞洞穿刺 を行

つて室洞内に中聞重合物 を直接注入する｡メ 同量

は2～20ccで 喧 洞の大いさ如何によつて 本操作

.を1回 或ひは敬回繰返L,て 行ふ｡注 入された中間

重合物は室洞内で結核菌への著明な殺菌作用 を示

し、叉髄温に温められ為と数時間で自然に重合、
　

固燈化して灌注氣管支又は室洞内を充塞する｡現
ノ

在迄に約15例 に延鍛10回 施行 し、喀痩量の減

少及び喀疫中並びに室洞内結核菌の著明な減少を

観、特記すべき副作用 を認めなかつたゼ遠隔成績

は未だ不明であ り、叉本法に就ては表だ機討すべ

き諸問題があるが、斯る方法によつても室洞 を治

癒せ しめ得る可能性ある事 を知つたので、これ を

報告する次第である｡

追 加 日 置 辰 一 朗

國立島根療養所に於ける追試成績次の如し◎昨

年7月 以來、15名 延べ28例 に行ふ妓果は130番

あ報告 と大膿同様であ砂、全例に於ける特記すべ

き調作用はなかつたc,撒例に於て、衡後1週 聞日
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の び線窮眞に於て室桐像の縮 少を見た｡(供 賢)術

効果の明らかであつた、一・例 を報告する｡そ の例

は3年 前に右上野室洞に封 して、成形循 を行つた

が1年 後反樹側に察洞 を生 じ再び塗抹により菌陽

幹 となつてゐたので、昨年第1同 の充塞術を行ひ

備後、著明な喀疾量の減少と集菌培養共に薦陰性

xEなつた・しかるに2ヶ 月後再び喀疾の増加培養

上菌陽性とな わ」・度縮少した塞洞豫 も大きくなつ

たので、11月 再注入を行ひ、その後喀痩の著減 と

検湊陰性となつた○

質 問 保生園 佐 藤 彦飯 郎

誘導氣管支が合成樹脂によつて充填 され ること
、

は あ る か｡

同 答,辻 周 介

(1)灌 注氣管支のみを完全に閉塞せしめること

は困難で一時的には成功 して も又喀出されてしま

う事力這多v・o,

(2)中 問重合腱 を僅か2～3c・c・ の少蚤 を注入

することによつて、喀痩は減少、菌の減少を見る

ことは寧ろ不思議に感ぜられることで、余は之 を

中間重合膿 よわ蛮する軍量膿のプスの殺菌作用に

よるものでば欧いか と考へ、目下奪験 をす 玉めて
'をるが一昨 日東大北本博士の講演に封して追加 し

た如 く之によつて肺結核のガステラピーが生れ得

ると信 じる｡
の

昭和22年度に施行せる胸廓成
ノ

形術61例 に就 いて

國立中野療養所

長 谷 抵 淵
　

昭和22年 度に中野療養所に於て施行せ られた

鯛 廓成形衛のうち、余の婚當せる61例 に就いで

報告する・

男46名 ぐ75.4%、 女15名(24・6%)

年齢は18歳 より47歳 迄にて20代 の36名

(59%)が 最 も多し"

喀痩中の結核菌の有無(塗妹標本による)と肺病

竈の透亮の明瞭不明瞭 と醐係づけて考察すれば次

の如し｡

結 核 菌 陽 性 者49名(SO.3%)

透 亮朋 瞭36名(59・0%){透 亮 不 明 瞭13名(21t・3%)

結 核 菌 陰 性 者12名(19.7%)

透 亮 明瞭8名(13・1%)蓄透亮不明瞭4名(6.6%)

喀湊中に結核菌陰性、透亮不明瞭にて手衛 を施

行せるは長期観察にて韓移竈明瞭なるもの、喀血

を繰返す もの、又は病竈の軟化室洞化の疑多きも

のな り｡1

手1術側は右側38名(62.3%)、 噂左側23名(37.7

%)に て手術側に氣胸中にて手循施行の もの12

名(19.7%)、 反樹側に氣胸中にて手循施行のもの

15名(24.6%)、 手術後氣胸療法施行の もの8名

(13.1%)に て、その うち3名(37.5%〉 に肋膜液瀦

溜せ り◎聯 懸
肋 骨 切 除 敬 は 第 一 肋 骨 よ り第 三 肋 骨迄(3本)、

1名(1.6%)｡第 四肋 骨 迄(4本)10名(16・4%)e

第 五 肋 骨迄(5本)44名(72.1%)｡第 六 肋 骨 迄

(6本)6名(9・8%)｡

手術 々式:肋 骨 切 除 の み にて 肺 尖 翁 離 を加 べ

ざ る者29名(47.5%)肋 骨 切 除 に肺 尖 剥 離 を加

へ た者32名(52・5%)に て そ の う ち24名(39・3%)

は 肋膜 に縫 合 を加 へ 、肺 を縫 ひ縮 め た ウ｡

化 膿 例 は60名(1名 は 手 徳 直 接 死 亡 につ き除

外)中3名(5%)に て ペ ニ シ リ ン を怪 徳 腔 に使 用

せ ざ る もの 、12名 中2名 《16.7%)、 ペ ニ シ リン

を手 術 腔 に使 用 ぜ る もの4雛 中1名(2・1%)な り・

ペ ニシ リ ンは2萬 乃 至11萬 輩位 に て3萬 乃 至4

・萬輩位が最 も多 し｡

経過 死亡者2名(3.3%)に て手衛直接死亡1
"名(1

.6%)(手 衝後15時 聞目に、血厘降下、呼吸

困難 を主症歌 として死亡せ り)、 遠隔 死 亡1名

(1.6%)(腸 結核症にて10ク 月目に死亡せ り)再

起の見込乏しき者2名(3.3%)(1名 は腸結核症、

他の1名 は喉頭結核症な りづ其の他は退院者、療

養中の者 も良妊の歌態なるも、手術後日淺 くして

朱だ成績云々する時期に非す｡

喀痩中の結核菌の陰性化 転 云々する時期に非

ざる も最近2ク 月間の塗抹標本に‡りてみれば衛

前陽性者49名 中死亡2名 非検2名 を除きて45

名中陰性者は29名(64.4%)な り｡
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肋膜外肺剥離縫縮術の追試

國立中野療養所

中 井 毅

昨年4月 千葉馨大河合教授によの始めて嚢表 さ
り

れ允肋膜外肺剥離縫縮術 を、昨年4月 より7月 の

蘭に34例 追試 したので現在までの経過を叡察し

た虞に就て報告する｡

その祓績 を昨年上肺野に行つた成形術と比較す

ると第1表 の通 りで、成績は成形術に比 してあま

う よくないが これは私の場合適慮の選定が不十分

であ り、又手衛手技 も未熱でありたことによると

考へている｡手 衛的侵襲は成形衛に比 して極めて

輕い｡絶 到的適慮は成形衛の適鷹であるが縫縮術

でも目的 を達 し得ると考へ改 ものであり轡、比較的

に腿力上域形衛には堪へ得なV・が縫縮術ならぱ堪

へ る港ぢうと考へた ものである｡良 好 と云 うのは
勇 、

一般厭態術前 より良 くな り湊中菌(一)と なつたも
　 ぼ

のぞ、一般歌態は良 くなつて も菌(+)の ものはこ

の中に入れていない｡死 亡者の死因は、喀血によ

る窒息死、心嚢炎、剥離腔及び肋膜腔の化膿、腸

結核である｡私 の例に於て庶しばしば起 り得る副

作用 として肺穿孔(第2表)及 び剥離腔の滲出液長

駕鱗 齢 ある・肺罧 は34伽 蹄1で 中3d37jは
治療中閉鎖 し5例 は結核性化膿 を起 した｡肺 穿孔

は直撲死の原因 とな ら煮いが、結核性化膿 を麺 し

た場合亘大室洞の再現である｡肺 穿孔を蛮見 した

のは術後10日 一11月 であるが大部分は3--6pa

聞の1聞であつ2e｡滲 押液の長期潴溜をみた もの5

例で、 これは剣離腔がそのまX維i持 されているの

で室洞に封しては効果的である｡不 成功例に謝 し
　 も

ては病歌が許す限 り綾いて成形徳を行つているが

との場合 の手衛的侵襲 も亦輕い｡こ れとは別に引

捌 搾就て成形術に縫縮術 を併用してみたガ・この

場倉肺穿孔は1例 もな く澤探的に肺の萎縮が得 ら

れ肺の再膨脹 を防ぎ術後の奇異呼鮫 を防ぎ得 るの

で特に粥力性互大室洞に封 して有利である｡以 上

の経過から次の如 く結論する｡

(1)縫 縮衛の手循的侵襲は成形に比 じて極め

て輕い｡二 次的成形 も同様であるっ

(2)麗 謝的適懸の選定はかな り難か しいし、

その範園 もせまい様であるが十分研究すれば効果

を上げ得る｡

(3)比 較的適鷹に慮用範園が廣い｡

(4)肺 穿孔が起るとすれば大部分は3-6週

の聞である｡

(5)成 形衛に併用すれば種 々有利 な 難 が あ

る○

第1表

i良婦 不剰 死引 計

縫

縮比酬 娼

剣

樹 的i13,i 5ド ・i・9

813 15

計{ユ71・3141 34

成 形 猜14引

第2表

5{」
L旦

1良矧 不劉 死司 計
徽 性化劇 i-r酬 5

膿 ナ シi ■ ■

瀕 欄釧 魁 唄 ℃

計 2}3{4Lg

追 加 長 ・石 忠 三

私達の肋膜外充填衛で も河合教援の縫縮術で も

肋膜外で肺剥離を行ふと云ふ黙では同 様 だ と思

う｡と ころが私達の手術例約200例(唯 今報告 し

、た126例 は循後3ク 月以上経過 した 収)で ・そ

の外に術後3ク 月以内のもの及び他の療養所や病

院で賑 手衛し郊 のが歎梱 あの で1誼洞穿

孔例が一例 もな く、私達は筋膜外肺剥離よりも肋

膜外肺剥離の方が遙かに操作が簡輩で而 も肺虚睨

を徹底せしめ得るといふ事 を経験 し肋膜外肺鋼離

と云ふ ものは從來考へられてゐたよ りも安全なーも

のであると理解 してゐるが、唯今の演者の縫縮備

の追試威績では杢洞穿孔例が相嘗にある様で この

瓢 どう云ふ もρかと考へ る本法を考案なさった河

合教授の教室ては察洞穿孔例はあるかき

追 加 千葉醤大 河 合 教 授

へ ゆ

1.適 憲 を正 しくして縫縮法を行へば室洞穿孔
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を起すことはない｡わ れわれは一一例 も経験 しない

若 し穿孔を起す危険があると、豫想されるときな

有蓮筋肉辮 を以つて被覆する◎

1.長 期滲璃液は豫後 をわるくするから避ける

べ きである｡そ れには不必要な剥離を行つてはな

らぬ｡縦 隔膜部の剥離は充分に行うべきである縫

縮 を充分に行 うことは、成績 を良 くするに最 も大

切である｡

1.萎 縮肺再膨脹の問題衛後敬日間剥離腔にゴ

ム管を抽入陰墜により再膨脹する事を試 み て い

る｡こ れにより健康部は再膨脹するが縫縮部はひ

らかなV・｡輩 なる肋膜外肺剥離に於ける再膨脹 と

縫縮法に於ける剥離腔縮少の問題とは別簡に考へ

てよいo

ユ｡わ 讃 チ)れの行った縫縮法の遠隔成績は5ク

月以上経過 した もの31例 中全治17例 、輕快12

例不攣1例(第 二次手徳 を承知 しなかつた もの)死

亡1例(衛 後6ク 月死亡せるもの硬固性室洞で適

慮でなかつたもの)で 最初の鋼 とtて はかな りよ
ぎ

V・成績 と、思ふo

隅 答 中 井 毅

私は適鷹症の判定 をあやまり肋膜の肥厚強 く胸

壁 との癒着強度のものを無理に剥離 した敷に穿孔

例が多い ものと思 うのである｡

胸 廓 成 形手 術の臨 床 的及 び解

剖 學 的親 察 鯉

村松晴嵐荘長

木 村 猛 明

馨官(現在前橋醤專内科講師)

立 石 武

胸廓成形徳が塞洞及び氣管支に勤 して如何に働

くかこれ ら實際に検討するには適當な剖検材料に

於て直接観察 しなければならぬ｡晴 嵐荘に於ては

これ らの擬察に資すべ き若 丁の材料 を得た6我 々
ゑ

はこれ等の材料の うち特に18盟 に就て硝詳細に

槻察したゆ

(1)徳 測肺虚睨

手衛による肺虚脱は切除肋骨部位に一致する｡

肋骨5本(1-V)切 除の場合は上藥のみ腰縮 され

るが下葉は殆ど影響 を受けない｡但 しこれは上萎

縮著 しか らざる場合である｡

肺尖内側に強癒着あるときは肺尖は藩ちない｡

手循時肺尖が落ちて も時が経てば上昇する｡肺 の

前部は駆縮 されないか又は/歴縮不流分である｡後

部で も脊椎横突起に添ふ線 を頂陵 として蹄は歴縮

されない｡

(2)術 側肺寮洞

手術直後の材料では殊に上葉後上側部の室洞は

・ 大抵よく潰れてゐる｡1ケ 月以上経過 した材料で

は多少とも開いてゐる｡下 葉の室洞は特殊な場合

の外潰れてゐな冷｡上 葉の場合で も前部に於ては

潰れすあま り肺尖に近い方は潰れ方が不充分であ

る｡肺 尖零洞に封 しては肺尖剥離後油 を充顛 した

方力曳有効 と推定 されるo

(3)備 側肺氣管支叉は灌注氣管支
・一般に肺尖下肢｡水 平枝が屈曲狭窄共に最も著

明であつた｡灌 浬氣管疲は肺尖枝｡肺 尖下枝｡水

平枝に於て最 も多い｡`贈

手術直後の材料では以上のどの氣管支に於ても

屈曲、族窄が著明であるが一・ケ月以後の材料では

時 を経たるもの程屈曲狭窄不明瞭の傾向がある｡

殊瑚 市尖枝に於て鋤｡

灌注氣管皮の室洞への入口は大抵廣 くなつてゐ

るo、'

・(4)解 剖學的には完全閉鎖は望めな く芝も臨

床的には治癒に傾き得る｡菌 排萬が著 く減少す｡
毒ll

氣管枝造影術による肺結核虚
の

脱療法と氣管枝の關係に就て

國立繭岡療養所

中 根 正 勝

九大醤學部第ミ内科

森 萬 毒 夫
儲

氣管枝造影術による肺結核虚脱療法と氣管校の

關係を追求せんとし今同は胸威衛に就て試みた｡

即ち胸成術終了者及豫定者に氣管枝造影備を施行
ゆ

し次の所見を得た｡ま

(1)盧 脱 肺 病 竈 部 に は概 ねBronchus皿.

Ordmmg'迄 《)氣管枝 陳 のみ 現 はれ 正 常肺 に見 る如
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き細小氣管枝の分岐徴は見られない｡

(2)虚 脱肺蔀に見られる氣管枝{象には次の如

き特徴がある｡'、

イ・著明な氣管枝搬張像乃至i搬張性察洞壕 を呈

する｡

ロ、形は梶棒歌紡纏形不正形等であるが末端が

「ブッン」と切れた様な もの、不規則不蓮綾的に次

第に無 くなるもの、邊縁が平滑な もの凹凸甚だし

き もの等がある｡

ハ、鎖骨陰影の上迄斯る氣管枝験 を見られるも

のは少い｡

三、上記氣管校群の虚瞬肺部における位置は全

罷として歴迫 され胸壁に近 く之と平行的に見 える

h)或 は縦隔腹寄 りに於て之と平行的に見えるとV・

ふ例が多 く虚脱部一膿に散布 してみえるものは少

bo

(3)明 瞭なる室洞像 を詮明 し得て 「モルヨド

ール」の侵入し難き ものもあつた恐らく塞洞内歴

の關係か と想像 され る｡

(4)胸 成循豫定者に於ては著明な氣管枝撞張

や接張性室洞が種 々な形でみられる｡
・(5)虚 睨部に上記氣管枝鑛張陳が見られない

ものや又見えて も氣管枝の末梢部が不規則不連綾

的なものは一般には排菌無きか有つて も時に陽性

程度 どいふ傾向がある｡.

(6)氣 管枝造影術は副作用少 く手技簡軍なる

故肺結核虚脱療法の術前術後に鷹用すれば、手術

や豫後等に關 して大なる示唆 を得るものと思考さ

れる｡

質 問. 犠

千葉督大河合外科

伊 藤 健 次 郎

(1)胸 廓成形術後第4分 岐以下は氣管枝造影

像がないと云はれるが上葉中との分伎にこれが起

るや｡

(2)肺 結核の虚脱療法を行つた患者④循前術

後の氣管枝 を比較研究 して居 るが縫縮術 と胸成術

との上葉氣管枝の憂位をみると、前者では肺美剥

離の程度が胸成衛よりかはるかに大 きいので上方

からの虚睨が著 しく上方枝の屈曲攣位が強 くこの

奪

領域の盧脱が最 も完全である｡次 では側方枝の領

域であ り、前方枝領域は楕々不充分である｡宮 本
ノ

博士は多撒の胸廓成形循の経験から誘導氣管枝が

肺尖枝、肺尖下検に屡するものは室洞が閉鎖 し難

く水平枝に囑するものが最 も閉鎖 しやすいと中さ

れるめですが、我々の胸域例で も水平方向の虚睨

が強い事は猜後氣管枝造影による氣管枝攣位から

知 られ、筋膜外肺尖剥離 を加へて も、縫縮法ほど

上方枝領域の虚睨は完全でない｡以 上の氣管枝攣

位からみて室洞の性欺の外に誘導氣管枝の走行 を

決定 し盧脱の方向と大きさを決定す る事は虚腕療

法の効果 をあげるに重要な關係ある事が知れる｡

回 答 森 萬 壽 夫
勉

氣管枝の追跡は田村、五十嵐氏の氣管枝名及分

類法に從つて追跡し之によつて順位 を決めた6

胸廓成形術の化膿防止と化膿

症例に生 じた難治の痩孔に封

す るベニ シリンの効果に就て

國立東京療養所

淺 野 友'次 郎

胸廓成形循の化膿の疏度は此迄非常に高率で、

國立東京療養所では昭和15年 以來21年8月 迄

314例 中化膿症例は91例(29・0%)で ・その中10

名が死の韓餅 を取 り叉は難治の痩孔 を貼す ものが

ある」｡演者は昭和21年9月 か ら23年2月 迄成

形術を受けた262例 の中144例 た手術創内叉は筋

内に3乃 至20萬 軍位のペニシリンを使用 して化

膿は7例(4,86%)に 減少 した｡こ の中の2例 は

Monaldi吸 引療法施行者であつた｡文 他の92例

には手術創面にスルファミン末5gを 撒布 したが

10例(10.8%)の 化膿が見 られ、何 も使用しなかつ

た26例 では14例(53.8%)の4;kmeが あつてベニ

シリ,使 用例の成績は著明であつた｡ペ ニ シリン

使用例では死腔内血腫の穿刺液は衛後18時 間後

に於て黄色葡萄歌球菌に封する抗菌性を有 し、白

血球増条症は不使用例に比して輕度で正鴬値への

復麟が速い｡2例 に於て術後数日経て獲熱 と共に

死腔穿刺液に黄色葡萄猷球菌を謎明したが、ペニ

シリンの死腔内注射により化膿 を阻止した｡ペ ニ
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シリン使用例は化膿 して もその症歌が 輕 度1で あ

る｡化 膿後早期に化膿膣にベモシリン溶液注入を

行ふと治癒は速い｡

昭和21年10月 か ら23年2月 迄に難治の痩

孔保持者31名 を調査 したが、膿のPHは5.5～

8・0で膿の歯 嫉 では誇色葡萄歌球菌31例 漣 鎖

歌球菌7、 白色葡萄駄球菌5、 鐙色葡萄歌球菌

2、 緑膿薗11、 結核菌2例 で結核菌 を謎明した

のは氣管支痩併有者である¢この中 幼 例にベニ

シリゥム培養濾液注入》ベニシリン溶液注入、掻

爬時ペニシリン溶液封入による一次性閉鎖等 を行

つた結果治癒13、 輕快6、 不攣10で ある｡治 癒

例の膿中菌の消長は蓮鎖厭球菌が最 も速 く浩退 し

葡萄歌球薗は漸次に消ま線膿菌はべニシリン使用

後繁殖は一臨著明になるが創の治癒に進むにつれ
　

て 再 び 衰 へ る｡ベ ニ シ リンは 化膿 防 止 と痩 孔 治 療

に必 要 で あ る｡,

追 加 、

抗酸菌病研究所

本 多r徳 兜

胸廓成形術の化膿防止の爲 「ベニシリン」3萬

輩位 を粉末のまま20cc生 理的食盤水に溶解 し、

肺尖剥離腔に塗布又は注入して 「ペニ シリン」の

射離腔の停滞時聞を武藤外科 と共同して調査 した

る所24時 闇～27時 聞俸滞することを知つた｡現

在迄、威形術、施行例302例 中「ぺ」不使用例220

例 うち、化膿例10例 「ぺ」使用した もの82例 う

ち化膿例皆無であつた鞭化膿 したるもののうち、

喀血性蓮鎖駄球菌の感染による重篤なる化膿釧4

例につき、吾 々はべニ シリン溶液又は1000倍 リ

バノpa7k液 にて1日2～3同 洗蘇し化膿創の漫性

イヒを防止 し速かに治癒 した｡

胸廓成 形術に於 る術後 「シヨ

ッケ」 と血清の 「ッベル クリ 鷺
　

ン」分解能力(鹿 清IF反 磨)

の溝繋海 謂術後T・xaernia

の再検討 秘

國立大阪療養所

安原大治男 小泉英男

、

循後Toxaemiaの 誰明は從來確實な もの無 く、

術後血清の沈降素、補盟結合抗膿の減少、感作海

狼に封する毒性増強 「ツ」反癒の減弱及び臨床症

歌、肺外結核への影響等より推論される現歌な り◎

1、 演奢は血清IF反 癒(結 核21雀 船富)を採

り上げ、本反磨が結核症に於るTexaeniaの 指標

として適切なるを病竈易咄 及び 「シユープ」に於

ける本反磨の漕長より謹明せ り｡部 ち認め得べ 窪

他臓器結核なき一側腎結核、一測副婁丸結核、胸壁

弧立性寒性膿瘍に於て、病竃全別出により術前I

F反 慮陽性の ものは、一過性増強 を來す事な く減

弱 し、大約24時 聞以内に陰性化せ り｡亦 術前陽

姓のものは必す相當の中毒症歌 を呈し、易咄 病竈

は著明なる組織破壊 を供ふ病攣にして、反之術前

陰性のものは中毒症歌殆んどな く、別出により陽

韓する事な く、病 竈は結 節 或 は肉芽腫な りき｡

「シユー グ」に際 しては少 く共臨床症歌の現れる時

期に於ては1F反 鷹増強しそれ等の鎭静 と共va}4

び減弱せ りΦ

2、 成形衛に於て藪時聞後 よゆ数日間必すIF

反慮増強 す｡結 核性合併症の爽生あれば一旦減弱

せる所再び増強す｡弗 結核性合併症のみなれば攣

化なか 砂き○從つて威形衝に於ては衛後短時日必

すTexUmiaが お この、 それは病竈の歴迫縮少に

依 りおこると考へ ざるを得す｡

猜後 「シヨツク」獲生に封するT"xaemiaの 關

輿に就きては雨者時聞的経過に大膿の一致 を認む

るも域形循の腕結核患者に與ふる影響の深刻複雑

なるに鑑み直 ちに決論 し得すゆ 吻 、
もゆ

3、 於鼓模型的に初何陰歴氣胸(30σ 乃至 姻

cc略 入)を用ぴT・xaemiaが 轟 綴 「ショック」

蛮生の一要 因た り得るや、,亦病竈の歴迫縮少が

Toxaemiaを 超すか を検討せ 垢 帥ち上記氣胸に

於そIF反 慮血駆の時闇的測定を行ひ.病 竈肺の

撰揮的萎縮例、健康部の撰鐸的萎縮例 を撰出した

るに、前群は大部分衛後鍛時聞血墜降下 し、略同

時にIF反 慮増強を認め、亦極輕度乍らToxaemia

の臨床症歌を呈せるものありき・本群に於 る反封

側(擁 側)氣胸及び後群にては血駆、IF反 慮臨床

症拶こ共に攣化なか りきe從 つて病竈肺の急速なる

駆迫萎縮によりT◎xaemiaを 生 じ、その爾に血塵
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下降を來すものと考へらる｡

肺結核症の外科的療法 による

喀疫中結核菌の消長に就て

(第一報)

(抄録)駿 雛 豫囎 保姻

織 田 恒 彦

肺結核症の外科的療法の主目的は輔移源たる室

洞の閉鎖である｡從 つて適鷹の選揮、術式の適否稲

並びに効果の判牢等には術前術後(逡隔)の喀痩中

結核菌の浩長 を嚴密に追求する事が必要となつて

くる｡

私は昭和21年2月 から22年10月 迄保生園

嘉騰 輔 堕罐謬 魏慰 驚婆雰
同 時 に岡 一 片 倉 培 地 に よ る培 養 法 を併 用 して 、頻

回 検 索 した｡前 者 は早 朝 時 喀 湊O・3-一一〇・59秤 量 、

之 をガ フキ ー番 號 に 鷹 じて 、4%硫 酸 で10-1～

10-6迄 稀 繹 した乳 駄 液 を作 り、之 を岡一 片 倉 培 地

の 原 液 を第2燐 酸 曹達309蒸 溜 水1000c・c・(P・-

H.92)と 攣 更・しだ 培 地 にO.lc.c.宛 注 入培 養 し、

喀 疫10㎡9中 の 集 落数 を算 出 して菌 敬 とした ◎

塞 洞 は大 部 は肺 上 葉 背 部 、一 部 は肺 下 葉背 部 に
ヤ ジ

存在するもので、徳前の菌数は10mg喀 痩中零

クより撒百萬に及び・42例 中1萬 以上Qも のが

ユ9例 ある｡一 般に室洞の大きいものが菌撒 も多

い｡循 後の菌の浩長 を6型 に分けると、(表省略)

43例 中水平型(前後共陰性又は極少歎)4例 、直角

型(激 減 した もの)21例 、漸減型8例 、V一 型

(一時浩出再現)7例 、不攣型(徳 後減少せぬ もの)

3例 、漸増型1例 となる｡術 前後に連 日培養 した

2例 では日毎に減少 し、第3週 に急激に減少しで

陰性化 した｡第2次 手術の影響は15例 中10例,

では菌が急減 した｡(直 角型6、漸減型4)如 斯菌

激は手術後2～4週 間で著し く減少し、陰性に近

くなるものが甚だ多い｡中 には時 と共に(3～6

ケ月後に多V・)再 び増加する港のがある｡

衛前菌激 と最終同培養成績 とを比較すると、(主 ・

に5ケ 月以上観察)前 後共陰性の5例 を除いて、

38例 中完全陰性12例 、10mg中10夕 以下15

・例、10ぐ 以上5例 、不攣及増加 した もの各3働

の威績 を得た◎更に菌の漕失又は減少は室洞の大

小等に關係少く、寧ろ巣門結合の細少と陳醤性如

何に依るや うである｡

、

♂

胸廓成形術に於ける心電圖學

的研究

東北大抗酸菌病研究所

鈴木千賀志 本多徳見

水 野 成 徳

胸廓成形術の適懸症決定上心電圖検杢が如何な

る意義 を有するか を知るために、成形 衛 候 補 者

120名 に就て術前安静時及び運動負荷試験後心電

圖検査 を行つて異常所見の有無 を調べ、異常所見

有者に就て其原因を探求し、更に備後連綾的に心

電圖検査 を行い成形術が心電圖に及ぼす直接的及

終局的影響 を研究 して、次の結論 を得た｡.(心 電

圖検査 と他の呼吸循環機能検査 とを併用 した)｡

術前の心電圖に多少顯著な異常所見が認められ

た ものが30例 あつた｡即 ちPの 攣形3例 ぐP時

間の延長7例 、'QRS群 異常10例 、ST.Tの 攣俗

=12例 低電位差2例 、心室期外牧縮2例 あつたe

之等の原因についてみるに大多籔は肺の硬化性病

攣に因る心臓の位置異常或は心軸偏向に基因する

と解されるもの及び其原因を明かにし得ないもの

で、結核毒素の中毒性心筋炎に因ると解 されるも

のは僅かに2例 で(内1例 ほ手術死 を招來)、肺循
　

環系の障碍による右室肥大 と解 さるべき毬のは1

例 もみなかつた｡・.

成形術直後の心電圖の攣焦としては衛後第1日
セ

乃至第3日 に於けるSTの 降下及びTの 平低化乃

至陰性化が屡々認められた｡之 等の攣化は第7日

乃至第14日 に略術前に復元する者が多かつた｡

このことは威形衛 を分割的に實施する場合に其時

期判定上の一指針 とな り得る○

炎成形術貴施者110名 につ き循後3ク 月乃至1

年6ク 月後に心電圃検査 を行い之を徳前の所見と

比較 して多少顯著な攣化が認められた者は23例

あった(主 として位置型の墾化であつた)胸 部X

線所見上大 多数例にd於て術前の心臓の位置形態に

比して衛後のそれが多少顯著な攣動が認められた
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にも不拘、心電園所見に於て攣動が認められた者

が比較的紗かつたとい う事實は成形衛は心筋の歌

急 働 の方向、肺繊 系に凱 て甚だし彫 響を

及 ぼ す もので は ない 占V・う事 を示 す もの と思 は れ

る｡

質 問 結核豫防會 久 留 幸 男

(A)心 筋攣性アリン症例の肋骨切除本歎 と切除

長如何｡

(B)縦 隔盤振邊と心電圖攣化と鋸 濁係につき如

何なる見解 を有せらる 瓦か｡

追 加 國立廣島療養所 澤 崎 博 次
ミ

胸廓成形循の際の化膿は重要な周題である｡國

立農島療養所に於ては300例 余の胸廓成形術を施

行 した｡そ の中200例 蝕の大多激には充分のズル

フアミンを使用 したに も係らす20%の 仕膿 を免

れなかつた｡そ の他の100例 絵に於てはペニシリ

ン5萬 一一20萬軍位 を用ひた所牝膿率は非常に減少

し約3%と な の且文假令化膿 して も非常に輕度で

濟む様になつた｡又 手術後の経過中解化膿の疑ぴ

が生 じた場合には早期に前胸壁から死腔の穿剥 を

行ふ事 を推漿する｡斯 かる方法で膿汗排除 を行ひ

下熱治選せ しめ得た数例の経験がある｡荷 化膿症

例の難治の痩孔ρ治療として ∫ペニシリン」を用

ひす とも、最初と同様の大切開にて肩脾骨下の死

腔の譲膿膜 を徹底的に掻破 し痩管切除を行び、治

癒せ しめ得るζとを注意 したい藪例の経験あ り、

ベニ シリン
.を併用すれば成功率の檜すのは當然で

ある｡{'

同 答

東北大抗酸菌病研究所

鈴 木 予 賀 志

(1)著 明な心筋障碍を有する一例に封して第

1、2、3肋 骨の全切除衛に筋膜外肺尖剥離備 を

加へたとこる、備後6時 聞で灰謂循環不全の歌態

で死亡したので、爾後は心筋障碍 を有する電、のに

劉 しては1同 の手術量 を減 じて3-4同 に分割 し

て實施 したか備後矢張 り相篤高度の循環障碍が認

められた櫛

(2)吾 々は專ら分割手術々式 を採 り原則とし

て1同 に5肋 骨以上を切除せすセング氏筋膜外肺

・尖剥離術 をガ レ氏療法で實施 し授動せ られた肺尖
な

部 を未切除肋骨に縫合固定 して居 るので縦隔甕動

揺となるものを経験 した事がない｡從 つて縦隔隻

動揺時の心電圖の攣化は未経験である｡

横隔膜神経麻痺衛後 の肺結核

病竈 に封す る人工氣腹敷果に

就て

須磨浦療病院(神戸市須磨匪一ノ谷)

鶴崎範太郎 鶴崎平次郎

山 田 稔

肺結核53症 例、72箇 の可観室洞に於 ける吾

々の所見に基き左記事項に就て述べる｡

1、 徳側横隔膜の墨上に就て 、

1、 肺野に於ける室洞め位置 と其の轄蹄

1、 肺野に於ける室洞の大 さと其の韓郎

1、 横隔膜神維施衛後多年 を経過せる者の同側

の活化せる病竈に封する人工氣腹奴果に就
夢
て

1、 治療的横隔膜墨上度の安全限界

肋膜癒著嶢灼術の効果 と適磨

に就 いて

東大 幅田外科 卜部美代志

結核豫防會保生園 佐藤彦次郎

足立蓮 久留幸男 大澤猛彦

肋膜の部分的癒著を胸腔鏡で観察 し乍ら電氣的

に切離する肋膜癒著嶢灼術 は人工氣胸術の補助療

法であるがその侵襲 は比較的輕 く、かな り良姫な

成績 を塁げ得る優秀な方法 とされてゐる｡吾 々は

昭和16年 以來本法 を實施 しその経験例 も160餓 例

に上つてゐる、手衛後2ヶ 年以上経過 を観察 した

症例に就て検すると症例の55・6%は 就業可能歌態

を示し、54,0%は 喀疫中結核菌陰性なることを誰

明した｡但 しこの中には衛前か らの陰性 も含れて

ゐるか ら、嚴格に云つて手衛によつて陽性者を陰

性化せ しめた率は35%で ある｡

治療成績は種々な條件によつて影響 されるか ら
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署々は肺の虚脱効果、竈門結合、病竈の贋 さ、病

竈に關係する氣管支の撒等の{条件と成績 とめ關係

を桧討 した｡手 術によつての肺に勤する虚脱効果

の高度の もの程慰 舷 績が良好で喀湊申の結核菌

の浩失乃至減少は著明である｡肺 病竈 と肺門とを

蓮絡する竈門結合像が著明な場合には殊に手循に

よる肺の虚睨の程度が鏡敏に反映し、虚脆が充分

であればかなり良好の成績が得 られるが不充分の

揚合には多くは衛後 も菌陽性である｡又 主病竈の

廣V・例・主病竈に關係する氣管支の複雑な例程治

療成績は不良である｡

一般に肋膜癒著嶢灼徳は不完全氣胸を完全氣胸

に攣移 させる手衛ではあるが、然 し嶢灼術の成功
ぽ

例 を見るとたとへ完全氣胸 となつて肺至燈の虚貌

が見られない場合であつて も主病竈の部の攣形は

著明のものが多V・｡つ まり圭病竈 と關係ある癒著

丈は大膿切断 されてゐる｡乃 でこの様な歌態を模

型的にまとめると主i庵竈とその誘導氣{¥t3Eとを含

む面上或は之に近V・肺表面に附著鮎を有する癒著

程切断して有効であ り、之に遠去かる程効果が少

くな り、揚合によつては不必要になる｡要 するに

癒著ぷあるか らと云つて之をすべて無批判的に切

断すべきではない｡先 づその癒著が治療上切断す

る必要があるものか否かを決定し、次にその癒著

切噺が可能か、少 くとも完全に塗行配來るか否か

を定めでか ら手備を實施すべ きである｡焼 灼の目

標は第一に主病竈に直結する癒著切断にをぐべき

である｡換 言すれば主病竈に撰繹的に作用 してそ

の氣管支の器械的攣形を求めて病竈 を閉鎖させる

様に企圖すべ きである｡
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